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◎議長開会宣告 

○議長（山川 豊君） ただ今から、第１４回あわら市議会定例会を開会いたします。 

 

（午後 1時 00 分） 

 

◎市長招集挨拶 

○議長（山川 豊君） 開会にあたり、市長より招集のごあいさつをいただきます。 

○市長（松木幹夫君） 議長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） 本日ここに、第１４回あわら市議会定例会の開会にあたり、一

言ご挨拶を申し上げます。 

３月に入りようやく春めいてまいりました。議員各位には、ご健勝にてお過ごしの

こと、心よりお慶び申し上げます。 

さて、「平成の大合併」といわれる今回の市町村合併も今月最後のピークを迎えて

おります。「平成の大合併」以前の平成１１年３月末に３，２３２あった市町村数も、

今月末には１，８２１まで減少するとのことであります。 

県内におきましても、３月２０日の坂井市の誕生により、９市８町に再編され、行

政運営におきましても新たな局面を迎えるものであります。 

このような中、去る２月２８日には、首相の諮問機関である地方制度調査会から道

州制に関する答申がなされております。 

この答申では、全国を９、１１及び１３の道州に分けた３パターンの区割り案が示

されるとともに、国の仕事を道州に移し、都道府県の担う仕事の多くを市町村に移す

ことで「小さな政府」と地方分権を進める道筋が示されております。 

これまでの市町村合併の推進や「三位一体の改革」の推進、さらには今後の道州制

論議の高まり等に伴い、市町村の担う役割は、ますます大きくなるものであります。 

何を地域の行政課題として捉え、何を政策として選択していくかが、市町村の生き

残りに係る重要な問題であると考えてあります。 

市政に目を向けましても、中学校建設問題や庁舎統合問題など喫緊の課題が山積い

たしております。 

これら諸問題の方向性を明らかにするとともに、分権時代にふさわしいあわら市の

建設に向け、全力を傾注する所存でございますので、議員各位にはさらなるお力添え

をお願いする次第であります。 

ご案内のとおり、本定例会におきましては、３３議案の審議をお願いするものであ

ります。その内訳につきましては、専決処分に関するもの２議案、補正予算及び新年

度当初予算に関するもの１８議案、条例の制定や一部改正に関するもの１１議案その

他指定管理者の指定に関するもの１議案及び一部事務組合の規約等の変更に関する

もの１議案となっております。 
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各議案の内容、上程の主旨につきましては、後ほどご説明を申し上げますが、何と

ぞ慎重なご審議をいただき、妥当なるご決議をいただきますようお願い申し上げまし

て、招集のご挨拶といたします。 

 

 

◎開議の宣告 

○議長（山川 豊君） これより、本日の会議を開きます。 
本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

 
 

◎諸般の報告 

○議長（山川 豊君） 諸般の報告を事務局長より行ないます。 

〇局長（笹原徳明君） 諸般の報告をいたします。 
１２月１３日招集の第１３回定例会において、議決されたました諸議案については、

１２月２６日付、市長宛に会議結果の報告を行っております。 
本定例会への提出議案は、市長提出議案３３件であります。 
本定例会の説明出席者は、市長以下１１名です。 
以上でございます。 

 
 
◎行政報告 

○議長（山川 豊君） 市長の行政報告を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） 各部の所管事項について、行政報告を申し上げます。 

まず、市長室関係でございますが、秘書広報課所管では、１月１９日に県市長会が

開催され、本年度の補正予算や平成１８年度予算についての審議が行われております。 

また、冬期間における交通網の確保についての協議を行い、県市長会として「冬期

間、北陸自動車道や国道８号などの主要幹線道路が通行止めにならないような対策に

ついて関係機関に要請すること」を決議し、松村国土交通副大臣等に要請活動を行っ

ております。 

１月２９日には全国市長会行政委員会が開催され、関係省庁及び事務局からの諸般

の報告を受けたほか、平成１８年度予算や６月７日に開催される第７６回全国市長会

議の開催要領についての協議が行われ、いずれも原案どおり決定をいたしております。 

国際交流関係では、２月２０日に孫毅北京魯迅博物館館長らが、あわら市を訪れ、

魯迅や藤野厳九郎の研究を共同して行なうことにより、今後のさらなる友好協力を確

認したところであります。 

次に、総務部関係について申し上げます。財政課所管のモーターボート競走事業に
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つきましては、１月の第１０回終了時におけるあわら市施行分の売上げ状況は、前年

度同期と比較して１１．１パーセントの減となり、入場者数も１５．６％の減となっ

ております。 

三国競走場全体としては、昨年１２月にＧ１レースのモーターボート大賞競走を開

催したこともあり、売上金額は１７．４パーセントの増となっておりますが、入場者

数では６％の減となっており、今後も依然として厳しい運営が続くものと考えており

ます。 

このような状況のなかで、平成１８年度の競走開催市町村の指定申請事務を進めて

参りましたが、事務委託料等について関係団体との協議が整いましたので、去る１月

３１日に総務大臣あてに申請書を提出したところであります。 

次に市民生活部関係でございますが、市民課の窓口業務につきましては、毎週火曜

日の延長業務に加え、今月５日の日曜日から休日業務を開始したところであります。 

この休日業務は、毎週日曜日の午前中に金津庁舎の市民課窓口で、戸籍の謄抄本を

はじめ住民票の写し、印鑑証明書、税証明書など７業務の交付事務を行なうものであ

ります。 

とりわけ戸籍の謄抄本の休日交付は、県内で初めての取り組みであり、これらの事

務を行なうことにより、市民の皆様の利便性を図り、窓口サービスの向上を目指すも

のであります。 

続いて生活環境課所管のコミュニティバスでございますが、昨年１１月の運行開始

以来、１月末までの３カ月間の利用者数は、延べ９，６８２人で、１日当り１０５．

２人、１便当たり３．３３人となっております。 

利用者数が最も多かったのは、細呂木・吉崎方面の北ルート２号線の３，２３４人

で、次が伊井・坪江・剱岳方面の南ルート２号線の２，１４５人であります。 

また、利用者のうち約半数の４，６７０人が６５歳以上のお年寄りで、小・中学生

の通学が約４分の１の２，５９５人、残り２，４１２人が６４歳以下の利用となって

おります。 

観光ルートにつきましては、１カ月当たり約２００人の乗車となっており、３カ月

間で６１１人の利用がございました。 

一人でも多くの皆様にご利用いただくため、運行時刻の一部変更や停留所の増設な

ど若干の改善を行っております。今後も、簡易な事項についてはその都度見直しを行

い、より利便性のあるものにして参りたい考えております。 

三国あわら斎苑組合関係では、新葬斎場の名称を「代官山斎苑」と、去る１月１８

日に供用を開始いたしました。旧施設も取り壊し、跡地を駐車場として整備し、全工

事が完了いたしております。 

供用開始に合わせ、葬斎場予約システムを導入し、登録業者による仮予約が２４時

間体制で可能となり、葬儀の手配がスムーズにできるようになりました。 

なお、今月２０日の坂井市の設置を期に、管理者が三国町長からあわら市長に、事

務局も三国町からあわら市にそれぞれ引き継がれることになっております。 
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次に産業経済部関係でございますが、まず農林水産課所管では、平成１８年度の生

産調整について申し上げます。 

国は、１８年産米の生産数量を昨年より２１万トン減の８３３万トンと設定し、県

に配分された１３万９，５００トンのうち、あわら市には昨年より８４トンの減とな

る１万１１６トンが配分されたところであります。 

この配分数量を従来の転作率に置き換えますとあわら市平均で２７．４パーセン

ト％となり、昨年に比べ１パーセントの増加となっております。 

これを受けてあわら市では、米の生産数量や作付面積の取りまとめを行い、去る２

月２日、３日の両日、農家組合長会議を開催し、各集落に正式配分として通知したと

ころであります。 

観光商工課所管では、地域再生マネージャー事業について申し上げます。 

昨年１０月の就任以来マネージャーには、あわら温泉の活性化やあわら市の新しい

観光資源の開発について、精力的に取り組んでいただいているところであります。 

地域再生ビジョンを構築する資料を得るため、１月には、観光商工課職員とマネー

ジャーによる宿泊観光客へのアンケート調査を実施いたしております。 

このアンケートは、あわら温泉を選んだ理由、旅行目的など１２項目にわたるもの

であります。 

さらに２月には、旅館組合に加盟している旅館の協力を得て１カ月間わたり、同様

の調査を実施したところであります。 

今後は、この調査で得られた貴重な意見を参考にしながら、地域再生マネージャー

事業の各施策に生かして参りたいと考えております。 

次に土木部関係でございますが、建設課所管の道路除雪について申し上げます。 

昨年１２月中旬から約１０日間にわたり降雪があり、県内では２１年ぶりの記録的

な積雪に見舞われました。 

あわら市でも１２月１３日から２３日にかけてまとまった積雪があり、金津庁舎前

で５２センチ、名泉郷区観測点で１００センチの最大積雪深を観測いたしました。 

このため、市所有除雪車６台で幹線道路の除雪を実施するとともに、市内建設業者

２４社に出動を依頼し、延べ１３６台の除雪車両で、３，８７７時間の除雪委託を行

い、市民の皆様の足の確保に努めたところであります。 

なお、これらの除雪作業に要した費用は、総額５，３２７万２千円に達し、昨年１

２月２６日付けで専決処分をさせていただき、これらの経費の処理をいたしておりま

す。 

国土交通省では、降雪量が特に多い市町村に対して市町村道の除雪費補助の緊急措

置を講じ、あわら市では、対象事業費９００万円に対し２分の１の補助金４５０万円

が確定いたしております。 

続いて金津・三国線道路改良事業の進捗状況でございますが、関係地権者との用地

買収契約につきましては、現時点で全ての契約は完了いたしておりませんが、未契約

の地権者も事業に関する基本的な考え方や必要性には同意を示されており、今後、で
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きる限り早期に締結できるよう最善の努力をして参ります。 

この事業は国庫補助対象事業であり、また、年度末であることから、未契約の用地

部分を除き予定どおり工事に着手し、平成１９年度完成を目指したいと考えておりま

す。 

最後に教育委員会関係でございますが、文化学習課所管の金津創作の森では、「日

本のクラフトイン金津創作の森展」を１月２１日から２月２６日まで開催いたしまし

た。 

これは、社団法人「日本クラフトデザイン協会」の会員と北陸の作家約９０人によ

る展覧会で、北陸では初となるクラフト展でありました。 

本展は、ふくい産業支援センター、石川県デザインセンター及び富山県デザイン協

会の協力を得て、クラフト作品を展示する一方、若手作家や新しい分野を開拓してい

る作家の作品を紹介し、伝統産業を担うクラフト作家を支援するものであります。 

また、本展初日には公開審査を行い、入賞作品４点を選定するなど、優れた作家の

表彰も行っております。 

会期中は、冬期間にもかかわらず２，６４４人の観覧者があり、クラフトに対する

人気の高さが伺えたことから、今後もこれらの分野にも力を入れて参りたいと考えて

おります。 

入居創作家の第２次募集につきましては、パンフレット等を作成して広報に努めた

ほか、地元新聞や業界雑誌等に積極的に取り上げられたことから多くの反響があり、

作家からの問い合わせもございます。 

今後も金津創作の森の次代を担う入居創作家の募集に、積極的に取り組んで参る所

存であります。 

以上で行政報告を終わります。 

 

 

◎会議録署名議員の指定 

○議長（山川 豊君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行ないます。 

本日の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、１３番、牧田孝男君、

１４番、卯目ひろみ君の両名を指名します。 

 

 

◎会期の決定 

○議長（山川 豊君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

お諮りします。 

本定例会の会期は、本日から３月２２日までの１６日間といたしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

(｢異議なし｣と呼ぶ者あり) 

○議長（山川 豊君） 異議なしと認めます。 
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したがって、本定例会の会期は本日より３月２２日までの１６日間と決定しました。 
なお、会期中の日程は、お手元に配布しました会期日程表のとおりであります。 
 

 

◎議案第１号の上程・提案理由説明・質疑・討論・採決 

○議長（山川 豊君） 日程第３、議案第１号、専決処分の報告について（損害賠償の

額を定めることについて）を議題とします。 
○議長（山川 豊君） 市長から提案理由の説明を求めます。 
○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） ただいま上程されました議案第１号「専決処分の報告について」

の説明を申し上げます。 
議案第１号につきましては、市の除雪車の事故による損害賠償の額を定めたもので

あります。 
平成１７年１２月１９日、ロータリー除雪車での除雪作業中、権世市野々地係で排

雪した雪が民地内車庫を直撃し、シャッターを損傷した事故の損害賠償の額を定める

ことについて、本年２月１４日付けで専決処分を行ったものであります。 
この専決処分につきましては、地方自治法第１８０条第１項に規定する議会の委任

による専決処分でありますので、同条第２項の規定により、報告するものであります。 
よろしくご審議をいただき、ご承認をいただきますようお願い申し上げます。 

○議長（山川 豊君） 議案第１号、専決処分の報告について（損害賠償の額を定める

ことについて）は、以上をもって終結いたします。 
 

 

◎議案第２号の上程・提案理由説明・質疑・討論・採決 

○議長（山川 豊君） 日程第４、議案第２号、専決処分の承認を求めることについて

（平成１７年度あわら市一般会計補正予算（第６号））を議題とします。 

○議長（山川 豊君） 市長からの提案理由の説明を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） ただいま上程されました、議案第２号「専決処分の承認を求め

ることについて」の説明を申し上げます。 

議案第２号につきましては、平成１７年度あわら市一般会計補正予算（第６号）で、

５，３２７万２千円の追加補正を行い、歳入歳出予算総額をそれぞれ１３０億９９１

万２千円とすることについて、平成１７年１２月２６日付けで専決処分を行ったもの

であります。 

補正の内容につきましては、昨年１２月の降雪に伴う除雪作業委託料４，７００万

円をはじめとする除雪関連経費であります。 
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なお、歳入につきましては、財政調整基金繰入金５，０００万円、前年度繰越金２

４４万５千円等を充てております。 

よろしくご審議をいただき、ご承認をいただきますようお願い申し上げます。 

○議長（山川 豊君） 上程議案に対する質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） ただ今、議題となっております議案第２号につきましては、会

議規則第３７条第２項の規定により、委員会付託を省略したいと思いますが、ご異議

ありませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２号は、委員会付託を省略することに決定しました。 

○議長（山川 豊君） これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

(｢討論なし｣と呼ぶ者あり) 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第２号、専決処分の承認を求めることについて

（平成１７年度あわら市一般会計補正予算（第６号））を採決します。 

議案第２号は、原案のとおり承認することに賛成の方は、起立願います。 

(賛成者起立) 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第２号については、原案のとおり承認することに決定しました。 

 

 

◎議案第３号から議案第１０号の一括上程 

・提案理由説明・総括質疑・委員会付託 

○議長（山川 豊君） お諮りします。 

審議の都合上、日程第５、議案第３号、平成１７年度あわら市一般会計補正予算（第

７号）、日程第６、議案第４号、平成１７年度あわら市国民健康保険特別会計補正予

算（第３号）、日程第７、議案第５号、平成１７年度あわら市老人保健特別会計補正

予算（第２号）、日程第８、議案第６号、平成１７年度あわら市金津雲雀ケ丘寮特別

会計補正予算（第４号）、日程第９、議案第７号、平成１７年度あわら市公共下水道

特別会計補正予算（第４号）、日程第１０、議案第８号、平成１７年度あわら市農業

集落排水事業特別会計補正予算（第２号）、日程第１１、議案第９号、平成１７年度

あわら市モーターボート競走特別会計補正予算（第２号）、日程第１２、議案第１０

号、平成１７年度あわら市水道事業会計補正予算（第３号）以上、議案８件を一括議

題とし、市長から提案理由の説明を求めたいと思います。 



 

11 

これにご異議ございませんか。 

(｢異議なし｣と呼ぶ者あり) 

○議長（山川 豊君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第３号から議案第１０号までの８議案を一括議題とし、市長から提案

理由の説明を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） ただいま上程されました議案第３号「平成１７年度あわら市一

般会計補正予算（第７号）」から議案第１０号「平成１７年度あわら市水道事業会計

補正予算（第３号）」までの８議案について、概要の説明を申し上げます。 

これら８議案につきましては、一般会計のほか、工業用水道事業会計を除く７つの

特別会計の補正予算であります。 

議案第３号の一般会計補正予算（第７号）につきましては、２億３，５８６万３千

円の減額補正を行い、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１２７億７，４０４万９千円と

するものであります。 

今回の補正につきましては、年度末補正でございますので、その多くが、各歳出項

目において、事業費の確定や精算等により生じた不用額を減額したものとなっており

ます。また、これらの余剰の財源が生じたことから、財政調整基金の取り崩しを２億

３，７００万円減額いたしております。 

それでは歳出の主なものからご説明いたします。 

まず総務費関係でございますが、情報化推進費でケーブルテレビ施設整備事業に係

る伝送路布設工事費、電柱等改修費負担金等２，９３２万２千円及び電算共同利用に

係る福井坂井地区広域市町村事務組合負担金１，１５４万３千円を減額いたしており

ます。 

また、公共交通対策費では、コミュニティバス運行事業に係る委託料７７０万円を

減額したほか、京福バス路線に係る広域生活路線維持対策等事業補助金１，１８５万

２千円を計上いたしております。 

衛生費関係では、環境衛生費で新葬斎場「代官山斎苑」建設に係る三国あわら斎苑

組合負担金２，８４６万４千円及び水道料金の高料金対策としての水道事業会計補助

金１，０００万円を減額いたしております。 

このほか、塵芥処理費で市指定ごみ袋に係る入札差金１，１１９万２千円を、清掃

センター、塵芥処理施設等に係る福井坂井地区広域市町村圏事務組合負担金１，０１

８万２千円をそれぞれ減額いたしております。 

農林水産業費関係では、農業振興費で補助金額の確定に伴い、米生産調整奨励事業

補助金５０４万２千円及びファーマーズマーケット建設に係る経営構造対策事業補

助金８１８万３千円を減額いたしております。 

商工費関係では、観光費で芦原温泉誘導看板、歓迎アーチ等設置工事に係る入札差

金７４１万円を減額いたしております。 
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土木費関係では、公共下水道費で下水道料金の高料金対策としての公共下水道特別

会計繰出金２，７００万円を減額いたしております。 

公債費関係では、地方債償還に係る元金及び利子で３，３３９万円を減額いたして

おります。 

さらに、諸支出金関係では、南部土地区画整理基金費で保留地売却等に係る積立金

１，７５５万５千円を追加計上いたしております。 

また、歳入につきましては、財政調整基金の取り崩しの減額等に伴い、繰入金で２

億３，７９２万円を減額したほか、県支出金で地域ケーブルテレビ施設事業補助金、

延長保育促進事業補助金等の減額による５，５０７万７千円を、市債で衛生債、商工

債等の減額による４，６３０万円をそれぞれ減額いたしております。 

一方、土地売払、南部土地区画整理保留地処分等に係る財産収入で３，１１０万８

千円、保育所保育料、幼児園保育料に係る分担金及び負担金で２，２３８万９千円の

ほか国庫支出金で１，９７９万１千円、地方交付税で１，０６８万４千円ゴルフ場利

用税交付金で１，０００万円等をそれぞれ追加計上いたしております。 

次に、繰越明許費でございますが、土木費の金津・三国線に係る地方道路交付金事

業１億５９０万円及び市道滝・高塚線に係る地方道路交付金事業１，９２０万円、民

生費の本荘幼児園改修工事１，２４０万３千円をはじめ７事業でそれぞれ所要額を翌

年度に繰り越して使用できる経費として定めております。 

最後に地方債の補正でございますが、内容といたしましては、葬祭場改築事業負担

金４億６，８９０万円を４億４，３４０万円に、ケーブルテレビ施設整備事業１億４，

８５０万円を１億４，４２０万円に、観光会館改修事業９，６８０万円を７，７００

万円にそれぞれ変更したほか、関係事業で所要の変更措置を行っております。 

議案第４号の国民健康保険特別会計補正予算（第３号）につきましては、８，３３

４万５千円の追加補正を行い、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２６億４，０４６万７

千円とするものであります。 

歳出の主なものといたしましては、保険給付費の一般被保険者療養給付費、退職被

保険者等療養給付費等で１億３，１６５万円を追加し、老人保健拠出金で医療費及び

事務費に係る拠出金３，８９４万４千円を減額したものであります。 

歳入につきましては、退職者医療に係る療養給付費等交付金８，８３６万４千円、

高額療養費に係る共同事業交付金１，２４８万５千円等を追加計上する一方、国庫支

出金で療養給付費等負担金８５６万７千円、県支出金で県財政調整交付金１，３９９

万１千円を減額いたしております。 

議案第５号の老人保健特別会計補正予算（第２号）につきましては、２，６００万

円の追加補正を行い、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３６億１，４９２万９千円とす

るものであります。 

歳出といたしましては、医療諸費で医療給付費を３，６００万円追加し、医療費支

給費を１，０００万円減額するものであります。 

これに伴う歳入につきましては、返納金等の諸収入１，３０１万９千円、医療費に
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係る支払基金交付金８４７万４千円、国庫支出金３００万８千円等を充てております。 

議案第６号の金津雲雀ケ丘寮特別会計補正予算（第４号）につきましては、１，８

４４万４千円の追加補正を行い、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４億５，１８６万１

千円とするものであります。 

歳出といたしましては、養護老人施設費で１，１８２万３千円を、指定介護老人福

祉施設費で５１６万１千円をそれぞれ減額し、基金に３，５４２万８千円を積み立て

るものであります。 

歳入につきましては、前年度繰越金２，３９９万９千円、利用料収入４６１万４千

円等を追加計上する一方、基金繰入金８２７万４千円、措置費収入３６８万７千円等

を減額いたしております。 

議案第７号の公共下水道特別会計補正予算（第４号）につきましては、１，５７０

万４千円の減額補正を行い、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２１億６，８１８万３千

円とするものであります。 

歳出の主なものといたしましては、事業費の下水道建設費で九頭竜川流域下水道事

業建設負担金１，０４３万１千円、公債費で前年度許可債等に係る償還利子２９０万

円を減額したものであります。 

歳入につきましては、前年度繰越金１，９２６万３千円及び諸収入で消費税還付金

６１３万３千円を追加計上する一方、一般会計繰入金２，７００万円、下水道事業債

１，０５０万円及び下水道使用料３６０万円を減額いたしております。 

なお、下水道事業費の九頭竜川流域下水道事業建設負担金６６１万３千円につきま

しては、繰越明許費として計上いたしております。 

地方債補正につきましては、流域下水道事業４，５４０万円を３，４９０万円に変

更いたしております。 

議案第８号の農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）につきましては、３１

２万５千円の減額補正を行い、歳入歳出予算の総額をそれぞれ７，４３９万３千円と

するものであります。 

内容につきましては、事業費の農業集落排水維持管理費でばっ気撹拌装置改修工事

費３１２万５千円を減額したもので、歳入において農業集落排水事業基金繰入金で同

額を減額いたしております。 

議案第９号のモーターボート競走特別会計補正予算（第２号）につきましては、１

億８，９３３万６千円の減額補正を行い、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２７億２，

０１６万２千円とするものであります。 

内容につきましては、競艇事業収入の減少に伴い、競艇事業費の開催経費等を減額

するもので、開催経費の払戻金、競艇事業事務委託料、競走施設借上料等１億８，６

７８万３千円及び諸支出金の公営企業金融公庫納付金２５９万２千円を減額いたし

ております。 

歳入では競艇事業収入を２億１，７４０万３千円減額する一方、競艇基金繰入金２，

７５０万円、前年度繰越金５２万１千円等を追加計上いたしております。 
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議案第１０号の水道事業会計補正予算（第３号）につきましては、収益的収入で、

加入金負担金２００万円及び消費税還付金５２８万円を追加計上する一方、一般会計

からの消火栓維持管理負担金８万７千円及び高料金対策補助金１，０００万円を減額

し、補正後の水道事業収益予定額を９億２，９９６万円とするものであります。 

また、資本的収入では、消火栓移設等に係る工事負担金１０３万３千円を追加計上

するとともに、下水道工事に係る移転補償費１３１万８千円を減額し、補正後の資本

的収入予定額を１億３，０５０万６千円とするものであります。 

以上が補正予算の概要でございます。これら８議案につきまして、よろしくご審議

をいただき、妥当なるご決議をいただきますようお願い申し上げます。 

○議長（山川 豊君） 上程議案に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） よって、ただいま議題となっています議案第３号から議案第１

０号までの８議案は、お手元に配布してあります議案付託表のとおり、それぞれ所管

の常任委員会に付託します。 

 

 

◎議案第１１号から議案第２０号の一括上程 

・提案理由説明・総括質疑・委員会付託 

○議長（山川 豊君） お諮りします。 

審議の都合上、日程第１３、議案第１１号、平成１８年度あわら市一般会計予算、

日程第１４、議案第１２号、平成１８年度あわら市国民健康保険特別会計予算、日程

第１５、議案第１３号、平成１８年度あわら市老人保健特別会計予算、日程第１６、

議案第１４号、平成１８年度あわら市金津雲雀ケ丘寮特別会計予算、日程第１７、議

案第１５号、平成１８年度あわら市公共下水道特別会計予算、日程第１８、議案第１

６号、平成１８年度あわら市農業集落排水事業特別会計予算、日程第１９、議案第１

７号、平成１８年度あわら市モーターボート競走特別会計予算、日程第２０、議案第

１８号、平成１８年度あわら市水道事業会計予算、日程第２１、議案第１９号、平成

１８年度あわら市工業用水道事業会計予算、日程第２２、議案第２０号、平成１８年

度芦原温泉上水道財産区水道事業会計予算、以上議案１０件を一括議題とし、市長か

ら提案理由の説明を求めたいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第１１号から議案第２０号までの１０議案を一括議題とし、市長から

提案理由の説明を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 
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○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） ただいま上程されました、議案第１１号「平成１８年度あわら

市一般会計予算」から議案第２０号「平成１８年度芦原温泉上水道財産区水道事業会

計予算」までの平成１８年度１０会計予算につきまして、予算編成の基本方針を申し

上げます。 

政府は、昨年１２月に「平成１８年度予算編成の基本方針」を閣議決定しておりま

す。 

この中において、「これまでの構造改革に一応の目途を付けると同時に、改革を加

速するため、従来の歳出改革路線を堅持、強化する」としております。 

特に、「三位一体の改革」では、国庫補助負担金の廃止・縮減を進め、平成１８年

度における改革額を８,１０８億円としているのに対し、所得譲与税などにより地方

へ移譲する額は、６,５４４億円にとどまっております。 

さらに、地方交付税については、安定的な財政運営に必要な地方一般財源の確保を

図るとしておりますが、基準財政収入額において税収の伸びを２.２％と見込んでい

るほか、基準財政需要額では、投資的経費の伸び率を１２.５％の減と抑え込むこと

により、平成１８年度の交付税総額を、前年度に比べて５.９％の減としており、市

町村にとりましては、依然として厳しいものとなっております。 

このような状況の中、本市では、国の行政改革や県の施策の動向を注視するととも

に、財源の計画的かつ重点的配分と行財政の効率化をめざし、施策の緊急性、必要性

及びその効果を勘案した予算編成に努めて参りました。 

また、合併２年度目の昨年から、ハード事業を含めた各種施策に本格的に取り組ん

で参りましたが、平成１８年度におきましても、引き続き新市建設計画に掲げる各種

事業を積極的に展開することとしております。 

以上が予算編成の基本方針でございます。各会計予算の内容につきましては、副市

長から説明を申し上げますので、よろしくご審議をいただきますようお願い申し上げ

ます。 

○副市長（坪田雅一君） 議長、副市長。 

○議長（山川 豊君） 副市長、坪田雅一君。 

○副市長（坪田雅一君） 命によりまして、議案第１１号の平成１８年度あわら市一般

会計予算及び議案第１２号から第２０号までの各特別会計予算について、概要説明を

申し上げます。 

まず、議案第１１号、平成１８年度あわら市一般会計予算についてでございます。 

本案は、歳入歳出それぞれ１１６億６,０００万円と定めるもので、前年度当初予

算と比較して７億円、５.７％の減となりますが、これは、前年度において、三国あ

わら斎苑組合の葬斎場建設に係る負担金があったことや退職職員の補充を行なわず

人件費を削減したことなどによるものであります。 

それでは、主な歳入について申し上げます。 

第１款、市税は、総額３９億３,７７２万４千円で、定率減税の縮小などにより個
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人市民税の伸びが見込めるものの、固定資産税の評価替えの影響が大きく、前年度と

比較して７,７３２万５千円、１.９％の減となっております。 

第２款、地方譲与税は、総額４億１,２００万円で、前年度と比較して１億２,８０

０万円、４５.１％の増となっております。 

内容としては、三位一体の改革に伴う税源移譲分として交付される所得譲与税にお

いて、１億４,０００万円の増を見込んでいるものであります。 

第３款、利子割交付金から第８款、自動車取得税交付金までは、前年度における調

定の状況や県の見込額等を勘案して計上しているもので、合計して前年度比１.４％

の増となる５億２,４００万円を計上しております。 

第１０款、地方交付税は、２９億４,８００万円で、前年度と比較して２,２００万

円、０.７％の減となっております。 

平成１７年度の普通交付税の決定額は２７億２,２４４万円でありましたが、国勢

調査人口が１,０９８人減少したため、１０％程度の減を見込み前年同額、２４億５，

０００万円の計上としております。 

また、特別交付税は、合併に伴う財政支援分が減少するなどの要因があるため、４

億９,８００万円、４.２％の減としているものであります。 

第１２款、分担金及び負担金は、保育所・幼児園の保育料や学校給食費負担金など、

前年度比４.５％の減となる３億４６２万円を計上しております。 

第１３款、使用料及び手数料は、市営住宅使用料、一般廃棄物処理手数料など、前

年度比３.８％の減となる１億８,０８８万２千円を計上しております。 

第１４款、国庫支出金は、前年度比１７.５％の減となる６億９,８３８万１千円を

計上しております。 

増減の主な内容としては、三位一体の改革による税源移譲に伴い、児童手当国庫負

担金等が減となるほか、本市に対する合併市町村補助金の交付が前年度をもって終了

することによるものであります。 

第１５款、県支出金は、前年度比２.３％の減となる５億９１万７千円を計上して

おります。 

増減の主な内容としては、三位一体の改革に伴う制度改正等により、民生費県負担

金が増となる一方、観光会館改修事業に係る観光開発事業補助金や国勢調査事務交付

金などが減となるものであります。 

なお、市町村合併特別交付金については、４,７１０万円を計上しております。 

第１８款、歳入額は、前年度比１.９％の減となる６億９,３１８万４千円を計上し

ております。 

内容としては、財政調整基金繰入金５億８,０００万円、減債基金１億９５３万７

千円が主なものであります。 

第２０款、諸収入は、前年度比１６.６％の増となる３億６,６２５万６千円を計上

しております。 

内容としては、各種貸付制度に係る預託金等の貸付金元利収入１億７,６３０万８
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千円、地域支援介護予防事業受託費などの受託事業収入４,０３８万３千円、雑入１

億４,９４５万９千円が主なものであります。 

第２１款、市債は、前年度比３８.５％減となる９億４,５８０万円を計上しており

ます。 

内容としては、臨時財政対策債４億２,８００万円のほか、衛生債２億４,０００万

円、土木債２億２,１６０万円などが主なものとなっております。 

なお、このうち合併特例債としては、１億９,９６０万円を予定しております。 

次に、歳出でありますが、まず、性質別の状況を申し上げます。 

人件費等の義務的経費は、総額で５３億４,４６４万８千円、構成比は４５.８％で、

前年度と比較して０.７％の減であります。 

また、物件費等のその他の経費は、総額で６３億１,５３５万２千円、構成比は５

４.２％で、前年度と比較して９.５％の減であります。 

増減の主な内容としては、人件費で、退職職員の不補充等による２億１,８９９万

８千円、８.０％の減、扶助費で、児童手当の支給対象年齢の引き上げがあったこと

や金津東保育所及び本荘幼児園の公設民営化に伴う措置委託料のなどによる１億６,

２１１万９千円、１２.２％の増、補助費等で、前年度に葬斎場建設に係る一部組合

負担金などがあったため、５億５,７８５万７千円、２２.２％の減、普通建設事業費

で前年度に観光会館改修事業などがあったため、６,３７４万８千円、５.２％の減と

なっているものであります。 

次に、款別の概要を申し上げます。 

第１款、議会費は、１億４,２０１万９千円で、前年度と比較して１,４３３万９千

円、９.２％の減となっております。 

これは、前年度において、６月までの在任特例期間における議員数が３４人となっ

ていたことなどによるものであります。 

第２款、総務費は、１１億２,７８９万９千円で、前年度と比較して９,６８６万４

千円、７.９％の減となっております。 

主な内容としては、第１項、総務管理費で、総合振興計画策定費２６９万１千円、

行政評価システム構築委託料４００万円、ケーブルテレビ等早期加入補助金４５０万

円、第７項、諸費で、えちぜん鉄道株式会社経営支援補助金２,７６５万２千円、コ

ミュニティバス運行事業委託料５,２５０万円などをそれぞれ計上しております。 

第３款、民生費は、３１億１,８６８万６千円で、前年度と比較して１億２,５７３

万２千円、４.２％の増となっております。 

主な内容としては、第１項、社会福祉費で、国民健康保険特別会計繰出金１億２,

５５５万９千円、民間施設バリアフリー整備事業補助金１,５２２万５千円、重度心

身障害者医療費助成費１億２,３００万円、身体・知的障害者支援費事業２億９,３５

０万円、地域支援事業６,９５９万１千円、坂井郡介護保険広域連合負担金３億３,０

９７万円、老人保健特別会計繰出金２億６,５１６万４千円、老人保護施設措置費８,

１９２万１千円、第２項、児童福祉費で、乳幼児医療費助成費４,３００万円、児童
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扶養手当支給費７,６５２万円、児童手当支給費１億７,５９９万円、母子家庭等支援

費事業１,１６７万９千円、本年４月から新たに公設民営化を図る金津東保育所及び

本荘幼児園を含む私立保育所・幼児園措置委託料４億８,４００万円、延長保育促進

事業等を内容とする次世代育成支援対策費補助金３,２８３万８千円、地域子育て支

援センター運営費１,９６３万５千円、第３項、生活保護費で、生活保護給付費１億

１,１００万円などをそれぞれ計上しております。 

第４款、衛生費は、１０億４,５３３万１千円で、前年度と比較して５億７,７６８

万４千円、３５.６％の減となっております。 

主な内容としては、第１項、保健衛生費で、予防接種事業１,０２６万円、健康診

査事業２,７０９万円、環境基本計画策定費５２６万円、三国あわら斎苑組合負担金

２,２８１万８千円、坂井地区環境衛生組合負担金５,５４６万３千円、高料金対策等

に係る水道事業会計補助金２億４,１４７万１千円、第２項、衛生費で、一般廃棄物

収集委託料５,７６４万５千円、資源ゴミ収集委託料２,５８５万１千円、清掃センタ

ー費などに係る福井坂井地区広域市町村圏事務組合負担金４億７,１９５万６千円、

資源回収奨励事業補助金１,１００万円などを計上しております。 

第５款、労働費は、８,８３１万７千円で、前年度並みの計上となっております。 

第６款、農林水産業費は、７億９,３８３万５千円で、前年度と比較して１億３６

６万６千円、１５.０％の増となっております。 

主な内容としては、第１項、農業費で、米生産調整奨励事業補助金２,７８９万円、

遊休農地活用土地条件整備事業補助金６３０万円、明日の地域農業を支える担い手条

件整備事業補助金３,１５９万円、国営総合農地開発事業償還金補助金２億４,１９８

万１千円、土地改良事業償還金補助金１億１,７４２万４千円、国営造成施設管理体

制整備促進事業補助金９４２万４千円、農業集落排水事業特別会計繰出金５,５４９

万６千円、農村振興総合整備統合補助事業４,０００万４千円、第２項、林業費で、

松食い虫被害総合対策委託料５６８万１千円、県営広域基幹林道剱ヶ岳線整備事業負

担金１,８５０万円などを計上しております。 

第７款、商工費は、３億１,０８９万２千円で、前年度と比較して１億９,１０４万

円、３８.１％の減となっております。 

主な内容としては、商工会活動事業補助金２,３５３万８千円、中小企業振興資金

預託金７,２００万円、商工フェスティバル事業補助金５００万円、地域再生マネー

ジャー事業委託料１,４８６万８千円、観光事業補助金１,０００万円、夏まつり開催

補助金５００万円、セントピアあわら管理委託料２,４１８万５千円などを計上して

おります。 

第８款、土木費は、１９億３,９２２万２千円、前年度と比較して８,２５７万９千

円、４.４％の増となっております。 

主な内容としては、第２項、道路橋りょう費で、一般市道に係る舗装補修工事費３,

３００万円、改良工事費６,０００万円のほか、市道滝・高塚線の改良及び金津・三

国線整備に係る地方道路交付金事業３億７,０００万８千円、市道金津・芦原線及び
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上新橋線の歩道改良に係る特定交通安全施設等整備事業６,０００万４千円、県営道

路改良事業負担金２,３２０万円、消雪施設水源試掘調査委託料５００万円、除雪作

業委託料５００万円、除雪トラック購入費１,１８０万円、道路除排雪補助金１００

万円、第３項、河川費で、宮谷川河川改修事業７,０１０万円、第４項、都市計画費

で、都市計画マスタープラン策定業務委託料２７２万３千円、都市計画決定資料作成

業務委託料１,２３７万７千円、継続費の湯のまち駅前多目的用地取得費４,０３４万

４千円、金津東部土地区画整理組合補助金５,０００万円、公共下水道特別会計繰出

金９億２,８９４万９千円などを計上しております。 

第９款、消防費は、５億２,２１４万８千円で、前年度と比較して４,７３１万６千

円、８.３％の減となっております。 

主な内容としては、嶺北消防組合負担金５億１９６万１千円、消火栓新設維持管理

負担金１,１００万円、防災情報等配信システム構築及び管理委託料３４６万５千円

などを計上しております。 

第１０款、教育費は、１２億４７２万２千円で、前年度と比較して１億５６４万６

千円、８.１％の減となっております。 

主な内容としては、第１項、教育総務費で、カウンセリング事業４２５万６千円、

国際交流派遣事業 ６９６万円、第２項、小学校費で、複式学級解消等に係る臨時講

師賃金１,３７２万５千円、金津東小学校下水道接続工事１,３２０万円、教育用パソ

コンリース料９１５万８千円、金津東小学校等スクールバス運行委託料２,５７７万

３千円、第３項、中学校費で、教科書改訂に伴う教師用指導書等購入費４５０万円、

スクールバス運行委託料１,４６９万７千円、生徒通学費補助金８３０万円、第４項、

幼稚園費で、放課後児童健全育成事業６３４万６千円、第５項、社会教育費で、金津

創作の森管理委託料２,６６５万６千円、文化振興事業委託料２００万円、創作の森

アートコア鉄骨塗装工事８００万円、金津創作の森財団運営補助金３,３３３万４千

円、あわら北潟湖畔観月の夕べ開催補助金６００万円、吉崎御坊跡環境整備事業４５

０万円、高間川樋門改修工事関連遺跡調査発掘事業１,６３９万３千円、第６項、保

健体育費で、生涯スポーツ育成事業運営委託料３０８万円、体育協会活動事業補助金

４４０万円、スポーツ少年団活動事業補助金３３８万円、トリムマラソン開催経費３

２９万円などを計上しております。 

第１１款、災害復旧費は、１３０万円で、前年度と同額の計上としております。 

第１２款、公債費は、１３億４,５００万５千円で、前年度と比較して２,１０２万

５千円、１.６％の増となっています。 

内容は、市債の償還元金１０億９,９４３万１千円、償還利子２億４,５５７万４千

円で一時借入金利子５００万円を含んでおります。 

第１３款、諸支出金は、１,０６２万４千円で、前年度と比較して９万５千円、０.

９％の増で、前年度並みの計上としております。 

第１４款、予備費は、１,０００万円で、前年度と同額を計上しております。 

次に、特別会計でございます。 
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議案第１２号、平成１８年度あわら市国民健康保険特別会計予算について、申し上

げます。 

予算総額は、歳入歳出それぞれ２５億９,４５０万円と定めるもので、前年度と比

較して５,４５０万円、２.１％の増となっております。 

これは、老人保健拠出金が若干減となるものの、保険給付費が大幅増となっている

ことによるものであります。 

主な内容でありますが、歳入においては、国民健康保険税８億４,５１０万円、国

庫支出金６億７,０３９万８千円、療養給付費等交付金７億８９０万１千円、繰入金

２億２,３５５万９千円などを計上しております。 

なお、繰入金の内訳は、一般会計からの繰入が１億２,５５５万９千円で、基金の

取り崩しによるものが９,８００万円となっております。 

また、歳出においては、保険給付費１７億９５８万９千円、老人保健拠出金６億１,

１２０万円介護納付金１億６,５００万円などを計上しております。 

議案第１３号、平成１８年度あわら市老人保健特別会計予算について、申し上げま

す。 

予算の総額は、歳入歳出それぞれ３４億４,１２０万円と定めるもので、前年度と

比較して１億３,３２０万円、３.７％の減となっております。 

主な内容でありますが、歳入においては、支払基金交付金１８億５,１４８万４千

円、国庫支出金１０億５,９５６万１千円などを計上しています。 

なお、一般会計からの繰入金は、２億６,５１６万４千円となっております。 

また、歳出では、医療諸費において、医療給付費及び医療費支給費など３４億４,

１１０万円を計上しております。 

議案第１４号、平成１８年度あわら市金津雲雀ヶ丘寮特別会計予算について、申し

上げます。 

予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億６,１９０万円で、前年度と比較して６,９６

０万円、１６.１％の減となっております。 

これは、前年度においてエレベーター新設などの施設改修費や特殊入浴装置の更新

など介護用備品の購入費を計上していたため、大幅減となるものであります。 

主な内容でありますが、歳入においては、措置費収入１億３,６８２万５千円、介

護保険収入１億８,９７０万７千円、利用料収入３,４５１万４千円などを計上してお

ります。 

また、歳出では、養護老人施設費１億３,７３３万円、指定介護老人福祉施設費１

億４,３１８万１千円、短期入所生活介護事業費、５,１５１万６千円などを計上して

おります。 

なお、介護保険制度の改正に伴い、新たに訪問介護事業費を計上するとともに、在

宅介護支援センター費を廃止しております。 

議案第１５号、平成１８年度あわら市公共下水道特別会計予算について、申し上げ

ます。 
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予算の総額は、歳入歳出それぞれ２２億１,０００万円で、前年度と比較して１億

２,０００万円、５.７％の増となっております。 

これは、国庫補助対象事業費を前年実績並みに増額計上していることによるもので

あります。 

主な内容でありますが、歳入においては、使用料及び手数料４億９,６４４万円、

国庫支出金２億９,５００万円、一般会計繰入金９億２,８９４万９千円、市債４億２,

１３０万円などを計上しております。 

また、歳出では、事業費１１億２,３１１万２千円、公債費１０億４,２５２万６千

円などを計上しております。 

なお、本年度の建設事業費としては、国庫補助事業分で５億９,００２万円、市単

独事業分で１億１,０００万５千円を計上しております。 

議案第１６号、平成１８年度あわら市農業集落排水事業特別会計予算について、申

し上げます。 

予算の総額は、歳入歳出それぞれ６,９１０万円で、前年度と比較して８４０万円、

１０.８％の減となっております。 

これは、前年度において、剱岳地区に係るばっ気撹拌装置の改修工事を計上してい

たことによるものであります。 

主な内容でありますが、歳入においては、使用料及び手数料１,３５９万８千円、

一般会計繰入金５,５４９万６千円などを計上しております。 

また、歳出では、事業費１,７４４万１千円、公債費４,４４１万４千円などを計上

しております。 

議案第１７号、平成１８年度あわら市モーターボート競走特別会計予算について、

申し上げます。 

予算の総額は、歳入歳出それぞれ２６億９,９７０万円で、前年度と比較して２億

１,０００万円、７.２％の減となっております。 

内容としましては、予算の基本となる勝舟投票券売上額について、一日平均売上額

を１億１,０００万円と見込み、所要の経費を計上しているものであります。 

なお、売上金の減少に伴い、競艇基金の取り崩しによる繰入金１,８００万円を計

上しております。 

平成１８年度あわら市水道事業会計予算について、申し上げます。 

まず、「収益的収入及び支出」の「収入」につきましては、前年度当初予算に比較

して、２.３％の減となる９億１,１２６万２千円を計上しております。 

これに対し、「支出」におきましても、前年度当初予算に比較して、２.５％減の９

億９８５万５千円を計上しております。 

次に、「資本的収入及び支出」の「収入」につきましては、前年度当初予算に比較

して、１５.０％の減となる ７,２０７万円を計上しております。 

また、「支出」におきましても、７.２％の減となる２億７,０３２万３千円を計上

しております。 
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主な内容としては、老朽管の布設替えなどの配水設備改良費７,６６９万円、企業

債償還金１億４,６２６万３千円であります。 

なお、「収益的収入及び支出」の営業外収益で、一般会計からの高料金対策補助金

２億２,５００万円を計上しております。 

議案第１９号、平成１８年度あわら市工業用水道事業会計予算について、申し上げ

ます。 

まず、「収益的収入及び支出」の「収入」につきましては、前年度当初予算と同額

の１,０７３万２千円を計上しております。 

これに対し、「支出」におきましても、ほぼ前年度並となる９９０万４千円を計上

しております。 

なお、企業債の償還が平成１７年度をもって終了したため、本会計は、収益的収支

の計上のみとなっております。 

議案第２０号、平成１８年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計予算について、申

し上げます。 

まず、「収益的収入及び支出」の「収入」につきましては、ほぼ前年度並となる１

億８,１９１万１千円を計上しております。 

これに対し、「支出」におきましては、前年度当初予算に比較して、２.８％の増と

なる１億７,８２９万円を計上しております。 

次に、「資本的収入及び支出」の「収入」につきましては、新たに公共下水道工事

に伴う配水管移設補償費に係る他会計負担金を計上し、総額で９５万８千円を計上し

ております。 

また、「支出」におきましては、１６.６％の減となる３,３８７万８千円を計上し

ております。 

主な内容としては、公共下水道工事に伴う配水管布設替え工事などの配水設備改良

費１,７５０万、及び事務費１,６３７万８千円であります。 

以上、あわら市各会計及び芦原温泉上水道財産区水道事業会計に係る平成１８年度

当初予算の概要を申し上げました。 

十分なるご審議をいただき、妥当なるご決議を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（山川 豊君） 上程議案に対する総括質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

○４番（山川 豊君） 議長。 

○議長（山川 豊君） ４番、山川知一郎君。 

○４番（山川 豊君） ４番、山川。 

ひとつが歳入ですが、ここ２、３年、税制改正によりまして、いろいろ所得控除の

額の廃止とか、圧縮とかされておりまして、所得が増えなくても負担が増えるという

状況が生まれていると思いますが、あわら市内で所得が増えていなくても、負担が増

えるという、そういう納税者の数。それとどれくらい金額が増えるかということをひ

とつ。 
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それからもうひとつは、今ご説明ありました、合計すれば出てくるんでしょうが、

確認の意味で、人件費は４．８％引き下げられるというように聞いておりますが、前

年に比較して人件費は総額で、金額でどれだけ、一般会計、特別会計全部合わせてで

すね、どれだけ減るかということをちょっとお願いしたいと思います。 

○総務部長（伊藤清明君） 議長、総務部長。 

○議長（山川 豊君） はい、総務部長、伊藤清明君。 

○総務部長（伊藤清明君） 山川議員のご質疑にお答えをさせていただきます。 

まず、第一点目は、税制改正に伴う、本市のいわゆる収入増に伴わない、増税額は

いくらかというお尋ねでございます。 

本年度の税制改正に伴います物につきましては、大きく言って４点かと考えており

ます。 

まず第一点目は、定率減税の控除に伴うものがありまして、これは市民みなさんに

係ります約１万４千に該当しますので、金額は５，８００万円と試算いたしておりま

す。 

２点目は、生計同一の妻の均等割り非課税措置の廃止に伴うものでございまして、

これは約３,５００人が対象になろうかと考えております。これの影響額は約５００

万でございます。 

その他、老齢者控除の廃止８００人、又、老齢者非課税措置の廃止、約１，４００

人等が該当いたしまして、これら４点を合わせますと本町の増収額は、約８,７００

万円と見込んでいるところでございます。 

次に職員の人件費等の関係でございますけれども、当初予算での比較におきまして

は、人勧での比較は困難でございますけれども、人数では２６名減、職員数では３４

４名になるわけでございますけれども、総額では約２億６００万円の減額になるもの

と考えております。 

お尋ねの内容は人勧関係で４．８％のダウン、これに伴う職員に対する減額はいく

らかというお尋ねでございますけれども、残る３４４名の職員が人勧に対する比較と

いいますとなかなか困難でございまして、いわゆる４．８％ダウンといいますのは後

ほど提案される人勧でのダウンの幅でございまして、基本的には現在支給されている

額が保証される、不足で返ってございます。 

そういう事で、いわゆる給料法そのものは４．８％ダウンとなりますけれども、額

としては影響がないというように考えています。 

また、去年の人勧では勤勉手当てが０．５月分アップになっております。それらを

合わせますと、人勧相当分の影響を加味すると、ほとんど影響がないかなというよう

に思っております。 

そういう事で、人勧に伴う影響額につきましては、なかなか資産的には難しい部分

があるんですけれども、金額的には残る３４４名の職員では、約４２０万円が減額に

なっているかなという試算も出ている訳ですけれども、はっきりした数字はいわゆる

当初予算比較での全職員での比較で、約２億６００万円という試算でございます。 
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以上よろしく、お願い申し上げます。 

○議長（山川 豊君） 他に質疑はございませんか。 

○１６番（穴田満雄君） 議長。 

○議長（山川 豊君） １６番、穴田満雄君。 

○１６番（穴田満雄君） 私、金津地区の防災無線の整備についてお聞きしたいと思い

ます。 

昨年の３月議会、同じく３月７日でしたけれども、その日に私、金津地区の防災無

線の整備についてお尋ねしております。 

その中で、市長は２００６年度中に検討したいと、もちろんそういう答弁の他に、

周波数の統一や旧芦原地区との周波数の統一や、あるいはデジタル化も図りたいとこ

ういう答弁を受けているんですけれども、今回の当初予算を見ていますと、そういう

事が全然出てきていないんですね、といいますのは、何か他に、市長が他に考えを持

っておられるのかと。もし他の整備をするつもりなら、そういう考えを持っておられ

るのなら、ひとつ答弁方お願いしたいと思います。 

○総務部長（伊藤清明君） 議長、総務部長。 

○議長（山川 豊君） はい、総務部長、伊藤清明君。 

○総務部長（伊藤清明君） 穴田議員のお尋ねの件は、昨年度の一般質問でございます

けれども、ただ今ご質疑のとおり、１８年度には着手に向けて調査を行ないたいとの

ご回答を行なったところでございます。 

その後の調査をした結果、金津地区の全エリアを整備する概要としましては、地域

局が３局、子局が５４局、また、個別受信機を２００機整備するとして、約７億７,

０００万円と試算をした所でございます。 

昨年時の見込みとしましては、事業費が非常に増大したところでございます。また、

ご案内のとおり、ご質疑にもありましてように、今回アナログ方式からデジタル方式

化される時代でございますので、山間地ある金津エリアでは不利な点が多いとの指摘

も受け、電送実験調査が必要との判断をしたところでございます。 

さらには、庁舎統合の問題も生じまして、芦原庁舎にあります現在の防災無線施設

を金津庁舎に移転する構想も浮上いたしましたので、総合的に判断いたしまして、大

変勝手ながら事業を繰り延べさせていただいたところでございます。 

尚、防災担当所管といたしましては、施設整備を遅らせることによる、いわゆる防

災対策の代替措置といたしまして、本年度防災情報等配信システムを構築することと

いたしております。 

災害発生時、携帯電話によりますサイトに紹介していただければ、すべての情報が

得られるこういうシステムでございます。 

防災無線設備の利点とは比較にはなりませんけれども、災害時の市民への伝達方法

のひとつとして、考えておりますので何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。 

○１６番（穴田満雄君） 議長。 

○議長（山川 豊君） １６番、穴田満雄君。 
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○１６番（穴田満雄君） １６番、穴田です。 

もう一点だけお願いします。 

先ほど市長は、開会にあたってのあいさつを述べられました。これは市政方針じゃ

ないですから、そういう話が出てこないのは当然かと思いますけれども、過日、私福

井県の市町村内の選挙人名簿が商業新聞に発表されました。 

それを見ていましたところ、あわら市は４０数名の減だと。こういう減るとか、減

少するという数字を見ますと、なかなか寂しい物を感じます。 

そんな中で、市長としては平成１８年度、あわら市の人口の流失、あるいはそれ以

上に流入に対する施策をどのように考えておられるのかと。もし、そういう考えをも

っておられるなら、ひとつお願いしたいと思います。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） そういう難しい質問でございますので、簡単にちょっと答えら

れませんけれども、１８年度だけでなくてですね、実際にはやはり人口の流入ってい

うんですか、そういった事はトータル的に考えて行かなければならないのかなと思っ

てます。 

ひとつは、住みやすいまちづくりということで、やはりそういう事を全体的に考え

て行かなければならないかなと。例えば子育てがしやすいというので、若い人が子育

てがしやすいというような大きなものがあるかなと思いますし、又、老人の皆さんが

快適な老後生活を送れるというような事もあろうかと思います。 

そういった生活が、快適な生活が送れるという環境を作る事が大きな魅力的なまち

づくりに繋がって行くという事があろうかなと思いますし、もうひとつは産業の活性

化というんですか、そういった事があろうかと思います。 

大きくは、なかなか難しいですけれども、工業が盛んにする、これは現在、旧金津

町は工業の町として栄えてまいりましたので、工業を盛んにしていくということで、

ずっと工業誘致とかそういう事を進めてまいりましたし、今後も市としましては、工

業の誘致を進めていきたいと思っておりますし、もうひとつは商業の活性化、これは

今あわら温泉が抱えておりますので、旧芦原町の方では、あわら温泉街にたくさんの

方が来ていただけるという事になれば、それに関連した事業が大きく膨らんできます

ので、そういった事に携わる方が非常にたくさんになるという事になると、又、人口

の増加になるという考え方がございます。 

商業につきましても、旧芦原と旧金津のそれぞれ商店街がございますので、商店街

の活性化等についても、大いに取り組んで行かなければならないと思います。これら

についても、取り組んでいかなければならないというお話はしても、なかなか実際に

は大手の量販店とか、そういった施設がたくさん郊外に出ておりまして、あわら市内

ではなかなか、商業としては難しい部分があろうかなと思っておりますけれども、今、

地域再生マネージャーと供に温泉の活性化、市街地の活性化、そういった事を２年間

の事業でやっていきたいと思っているところでございまして、まだまだ、色々と申し
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上げなければならない訳でございますけれども、質問でございますので、私が今気づ

いた事でですね、やはり産業の活性化と住み良いまちづくりが大きな柱になってこよ

うかなと思っております。 

答弁になったかどうかわかりませんけれども、こんな考え方をいたしております。 

○議長（山川 豊君） 他に質疑はありませんか。 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

よって、ただいま議題となっています、議案第１１号から議案第２０号までの１０

議案は、お手元に配布してあります議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委員会

に付託します。 

○議長（山川 豊君） 暫時休憩します。 

（午後 2時 32 分） 

 

○議長（山川 豊君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 2時 43 分） 

 

◎議案第２１号の上程・提案理由説明・質疑・委員会付託 

○議長（山川 豊君） 日程第２３、議案第２１号、あわら市人事行政の運営等の状況

の公表に関する条例の制定についてを議題とします。 

○議長（山川 豊君） 市長から提案理由の説明を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） ただいま上程されました議案第２１号「あわら市人事行政の運

営等の状況の公表に関する条例の制定について」の提案理由の説明を申し上げます。 

議案第２１号につきましては、地方公務員法の改正に伴い、人事行政の運営等の状

況の公表に関し必要な事項を定めるものであります。 

人事行政の運営における公平性及び透明性を高めるため、職員の任用、給与、勤務

時間その他の勤務条件等の人事行政の運営の状況及び公平委員会の業務の状況のに

ついて公表する必要があるため、この案を提出するものであります。 

よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議をいただきますようお願い申し上げま

す。 

○議長（山川 豊君） 上程議案に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） ただいま議題となっています議案第２１号は、お手元に配布し

てあります議案付託表のとおり、総務常任委員会に付託します。 
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◎議案第２２号の上程・提案理由説明・質疑・委員会付託 

○議長（山川 豊君） 日程第２４、議案第２２号、あわら市長期継続契約を締結する

ことができる契約に関する条例の制定についてを議題とします。 

○議長（山川 豊君） 市長から提案理由の説明を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） ただいま上程されました議案第２２号「あわら市長期継続契約

を締結することができる契約に関する条例の制定について」の提案理由の説明を申し

上げます。 

議案第２２号につきましては、地方自治法等の改正に伴い、長期継続契約を締結す

ることができる契約について定めるものであります。 

地方自治法及び同法施行令の改正に伴い、債務負担行為を必要としない長期継続契

約を締結できる契約の対象範囲が拡大されたため、複数年にわたる物品の借入れや役

務の提供を受ける契約のうち、長期継続契約を締結できる契約を定める必要があるた

め、この案を提出するものであります。 

よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議をいただきますようお願い申し上げま

す。 

○議長（山川 豊君） 上程議案に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） ただいま議題となっています議案第２２号は、お手元に配布し

てあります議案付託表のとおり、総務常任委員会に付託します。 

 

 

◎議案第２３号、議案第２４号の上程・提案理由説明・質疑・委員会付託 

○議長（山川 豊君） お諮りします。 

審議の都合上、日程第２５、議案第２３号、あわら市国民保護協議会条例の制定に

ついて、日程第２６、議案第２４号、あわら市国民保護対策本部等条例の制定につい

て、以上議案２件を一括議題とし、市長から提案理由の説明を求めたいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第２３号、議案第２４号の２議案を一括議題とし、市長から提案理由

の説明を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） ただいま上程されました議案第２３号「あわら市国民保護協議
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会条例の制定について」及び議案第２４号「あわら市国民保護対策本部等条例の制定

について」の提案理由の説明を申し上げます。 

議案第２３号及び議案第２４号につきましては、武力攻撃事態等における国民の保

護のための措置に関する法律に基づき設置される、国民保護協議会並びに国民保護対

策本部及び緊急対処事態対策本部について、必要な事項を定めるものであります。 

国民保護協議会は、同法の規定による必置機関であり、市町村長の諮問に応じ、当

該市町村の区域内の国民の保護に関する重要事項の審議を行なうとともに、市町村長

に意見を述べる機関であります。 

一方、国民保護対策本部及び緊急対処事態対策本部は、内閣総理大臣の指定により

市町村長が設置する機関であり、市町村の区域に係る国民の保護のための措置の総合

的な推進に関する事務を行なう機関であります。 

これらの機関の組織、運営等について、必要な事項を定める必要があるため、これ

らの案を提出するものであります。 

よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議をいただきますようお願い申し上げま

す。 

○議長（山川 豊君） 上程議案に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） ただいま議題となっています議案第２３号、議案第２４号の２

議案は、お手元に配布してあります議案付託表のとおり、総務常任委員会に付託しま

す。 

 

 

◎議案第２５号の上程・提案理由説明・質疑・委員会付託 

○議長（山川 豊君） 日程第２７、議案第２５号、あわら市一般職の職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

○議長（山川 豊君） 市長から提案理由の説明を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） ただいま上程されました議案第２５号「あわら市一般職の職員

の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について」の提案理由の説明を申し

上げます。 

議案第２５号につきましては、平成１７年の人事院勧告及び福井県人事委員会勧告

に伴い、一般職の職員の給与等の改正を行なうものであります。 

一般職の職員の給料表の級構成及び号給構成を改めるとともに、給料月額の改定を

行なうほか、昇給時期の統一、勤勉手当支給割合の改定その他改正に伴う所要の経過

措置を規定する必要があるため、この案を提出するものであります。 



 

29 

よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議をいただきますようお願い申し上げま

す。 

○議長（山川 豊君） 上程議案に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） ただいま議題となっています議案第２５号は、お手元に配布し

てあります議案付託表のとおり、総務常任委員会に付託します。 

 

 

◎議案第２６号の上程・提案理由説明・質疑・委員会付託 

○議長（山川 豊君） 日程第２８、議案第２６号、あわら市営住宅条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題とします。 
○議長（山川 豊君） 市長から提案理由の説明を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） ただいま上程されました議案第２６号「あわら市営住宅条例の

一部を改正する条例の制定について」の提案理由の説明を申し上げます。 

議案第２６号につきましては、公営住宅法施行令の改正に伴い、この条例の一部を

改正するものであります。 

同政令の改正により、公募によらずに公営住宅へ入居できる事由が拡大されたため、

入居者の公募の例外について所要の改正措置を規定する必要があるため、この案を提

出するものであります。 

よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議をいただきますようお願い申し上げま

す。 

○議長（山川 豊君） 上程議案に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） ただいま議題となっています議案第２６号は、お手元に配布し

てあります議案付託表のとおり、産業建設常任委員会に付託します。 

 

 

◎議案第２７号の上程・提案理由説明・質疑・委員会付託 

○議長（山川 豊君） 日程第２９、議案第２７号、あわら市保育所条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題とします。 
○議長（山川 豊君） 市長から提案理由の説明を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 
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○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） ただいま上程されました議案第２７号「あわら市保育所条例の

一部を改正する条例の制定について」の提案理由の説明を申し上げます。 

議案第２７号につきましては、市立保育所の管理を指定管理者に行なわせることに

伴い、この条例の一部を改正するものであります。 

本年４月から本荘幼児園及び金津東保育所の管理に関する業務を地方自治法に基

づく指定管理者に行なわせるに当たり、指定管理者による管理について所要の改正措

置を規定する必要があるため、この案を提出するものであります。 

よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議をいただきますようお願い申し上げま

す。 

○議長（山川 豊君） 上程議案に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） ただいま議題となっています議案第２７号は、お手元に配布し

てあります議案付託表のとおり、教育厚生常任委員会に付託します。 

 

 

◎議案第２８号の上程・提案理由説明・質疑・委員会付託 

○議長（山川 豊君） 日程第３０、議案第２８号、あわら市スポーツ施設条例の一部

を改正する条例の制定についてを議題とします。 
○議長（山川 豊君） 市長から提案理由の説明を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） ただいま上程されました議案第２８号「あわら市スポーツ施設

条例の一部を改正する条例の制定について」の提案理由の説明を申し上げます。 

議案第２８号につきましては、農業者トレーニングセンターを市の公の施設とする

ことに伴い、この条例の一部を改正するものであります。 

財団法人坂井北部農業者健康会館の解散に伴い、同財団が管理する農業者トレーニ

ングセンターを本年４月から市の公の施設として管理することに伴い、所要の改正措

置を規定する必要があるため、この案を提出するものであります。 

よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議をいただきますようお願い申し上げま

す。 

○議長（山川 豊君） 上程議案に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） よって、ただいま議題となっています議案第２８号は、お手元
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に配布してあります議案付託表のとおり、教育厚生常任委員会に付託します。 

 

 

◎議案第２９号、議案第３０号の上程・提案理由説明・質疑・委員会付託 

○議長（山川 豊君） お諮りします。 

審議の都合上、日程第３１、議案第２９号、あわら市金津雲雀ケ丘寮条例の一部を

改正する条例の制定について、日程第３２、議案第３０号、あわら市金津雲雀ケ丘寮

介護サービス事業手数料等条例の一部を改正する条例の制定について、以上議案２件

を一括議題とし、市長から提案理由の説明を求めたいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第２９号、議案第３０号の２議案を一括議題とし、市長から提案理由

の説明を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） ただいま上程されました議案第２９号「あわら市金津雲雀ケ丘

寮条例の一部を改正する条例の制定について」及び議案第３０号「あわら市金津雲雀

ケ丘寮介護サービス事業手数料等条例の一部を改正する条例の制定について」の提案

理由の説明を申し上げます。 

議案第２９号及び議案第３０号につきましては、介護保険制度の改正に伴い、本年

４月から金津雲雀ケ丘寮内に訪問介護事業所を開設することにより、これらの条例の

一部を改正するものであります。 

訪問介護事業所の開設に伴い、あわら市金津雲雀ケ丘寮条例に規定する同寮の業務

内容について所要の規定を定めるとともに、あわら市金津雲雀ケ丘寮介護サービス事

業手数料等条例においてサービスに係る手数料等の規定を定める必要があるため、こ

の案を提出するものであります。 

よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議をいただきますようお願い申し上げま

す。 

○議長（山川 豊君） 上程議案に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） ただいま議題となっています議案第２９号、議案第３０号の２

議案は、お手元に配布してあります議案付託表のとおり、教育厚生常任委員会に付託

します。 
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◎議案第３１号の上程・提案理由説明・質疑・委員会付託 

○議長（山川 豊君） 日程第３３、議案第３１号、芦原温泉上水道財産区特別職の職

員の給与及び旅費等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし

ます。 
○議長（山川 豊君） 市長から提案理由の説明を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） ただいま上程されました議案第３１号「芦原温泉上水道財産区

特別職の職員の給与及び旅費等に関する条例の一部を改正する条例の制定について」

の提案理由の説明を申し上げます。 

議案第３１号につきましては、芦原温泉上水道財産区管理者の給料及び管理委員の

報酬について、所要の改定を行なうものであります。 

財産区管理者の給料等につきましては、昭和５０年以来改定が行われておらず、所

要の改定措置が必要と認められるため、この案を提出するものであります。 

よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議をいただきますようお願い申し上げま

す。 

○議長（山川 豊君） 上程議案に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） よって、ただいま議題となっています議案第３１号は、お手元

に配布してあります議案付託表のとおり、産業建設常任委員会に付託します。 

 

 

◎議案第３２号の上程・提案理由説明・質疑・委員会付託 

○議長（山川 豊君） 日程第３４、議案第３２号、公の施設の指定管理者の指定につ

いてを議題とします。 
○議長（山川 豊君） 市長から提案理由の説明を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） ただいま上程されました議案第３２号「公の施設の指定管理者

の指定について」の提案理由の説明を申し上げます。 

議案第３２号につきましては、社会福祉法人本荘すこやか福祉会を本荘幼児園の指

定管理者に、社会福祉法人刈安福祉会を金津東保育所の指定管理者にそれぞれ指定す

るものであります。 

指定の期間につきましては、両施設とも平成１８年４月１日から平成２１年３月３

１日までの３年間とするものであります。 

よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議をいただきますようお願い申し上げま
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す。 

○議長（山川 豊君） 上程議案に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） よって、ただいま議題となっています議案第３２号は、お手元

に配布してあります議案付託表のとおり、教育厚生常任委員会に付託します。 

 

 

◎議案第３３号の上程・提案理由説明・質疑・委員会付託 

○議長（山川 豊君） 日程第３５、議案第３３号、福井坂井地区広域市町村圏事務組

合規約の変更についてを議題とします。 
○議長（山川 豊君） 市長から提案理由の説明を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） ただいま上程されました議案第３３号「福井坂井地区広域市町

村圏事務組合規約の変更について」の提案理由の説明を申し上げます。 

議案第３３号につきましては、福井坂井地区広域市町村圏事務組合を構成する市町

村の合併に伴い、組合規約の変更を行なうものであります。 

本年２月１日に美山町、越廼村及び清水町が福井市に編入したこと、２月１３日に

松岡町、永平寺町及び上志比村が合併し、永平寺町が設置されたこと、並びに３月２

０日に三国町、丸岡町、春江町及び坂井町が合併し、坂井市が設置されることに伴い、

組合規約の変更について協議する必要があるので、この案を提出するものであります。 

よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議をいただきますようお願い申し上げま

す。 

○議長（山川 豊君） 上程議案に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） よって、ただいま議題となっています議案第３３号は、お手元

に配布してあります議案付託表のとおり、総務常任委員会に付託します。 

 

 

◎坂井地区介護保険広域連合議会議員の選挙 

○議長（山川 豊君） 日程第３６、坂井地区介護保険広域連合議会議員の選挙を行な

います 

お諮りします。 

選挙の方法は、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選の方法により
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たいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 異議なしと認めます。 

したがって、選挙の方法は指名推選によることに決定しました。 

指名については、議長において指名いたしたいと思います。 

○議長（山川 豊君） よって、坂井地区介護保険広域連合議会議員に、大下重一君、

牧田孝男君、宮崎 修君、橋本達也君、以上４名を指名いたします。 

○議長（山川 豊君） お諮りします。 

ただいま指名しました諸君を当選人とすることに、ご異議ありませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 異議なしと認めます。 

したがって、ただいま指名しました、大下重一君、牧田孝男君、宮崎 修君、橋本

達也君が坂井地区介護保険広域連合議会議員に当選されました。 

○議長（山川 豊君） ただいま、坂井地区介護保険広域連合議会議員に当選されまし

た大下重一君、牧田孝男君、宮崎 修君、橋本達也君が議場におられますので、本席

より会議規則第３２条第２項の規定により告知します。 

 

 

◎坂井地区水道用水事務組合議会議員の選任 

○議長（山川 豊君） 日程第３７、坂井地区水道用水事務組合議会議員の選任を行な

います 

お諮りします。 

選任の方法については、議長において指名することにしたいと思いますが、これに

ご異議ありませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） ご異議なしと認めます。 

したがって、選任の方法は指名によることに決定しました。 

○議長（山川 豊君） よって、坂井地区水道用水事務組合議会議員に、坪田正武君、

卯目ひろみ君、穴田満雄君の３名を指名いたします。 

これにご異議ありませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 異議なしと認めます。 

したがって、ただいま指名しました坪田正武君、卯目ひろみ君、穴田満雄君を坂井

地区水道用水事務組合議会議員に選任することに決定しました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 以上で本日の日程はすべて終了いたしました。 

なお、明日、３月８日は、午前９時３０分から会議を開きます。 
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本日は、これにて散会します。 

（午後 3時 09 分） 
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◎開議の宣告 

○議長(山川 豊君) これより、本日の会議を開きます。 

○議長(山川 豊君) 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

 
 

◎諸般の報告 

○議長（山川 豊君） 事務局長より、諸般の報告をいたします。 

〇局長（笹原徳明君） 諸般の報告をいたします。 
２２番、杉田 剛議員より、本日の会議の欠席届が出ております。 
以上でございます。 

 
 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（山川 豊君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行ないます。 

本日の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、１３番、牧田孝男君、１

４番、卯目ひろみ君の両名を指名します。 

 

 

◎一般質問 

○議長（山川 豊君） 日程第３１、これより一般質問を行ないます。 

 

 

◇牧田孝男君 

○議長（山川 豊君） 日程第２、これより一般質問を行ないます。 

一般質問は、通告順に従い、１３番、牧田孝男君の一般質問を許可します。 

○１３番（牧田孝男君） 議長、１３番、牧田。 

○議長（山川 豊君） １３番、牧田孝男君。 

○１３番（牧田孝男君） 通告順に従い、１３番、牧田、一般質問をさせていただきま

す。 

本日は一般質問をなさる議員が１４名という、たくさんの人数なので、なるべく手

短に、簡潔に質問をさせていただきたいと思います。ただし、答弁によっては再質問

が長くなるかもわかりませんので、よろしくお願いを申し上げます。 

中学校建設の問題についてお聞きしたいと思います。 

昨年の１２月の定例議会で、松木市長はいわゆる中学校問題の統合への姿勢を表明

いたしました。以前から教育委員会の報告を参考にして、姿勢を決めたいというよう

に言っていたものであります。 

その教育委員会が、統合賛成の報告を、これも議会でしたことであり、統合にしろ、
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あるいは二中維持にしろ、市長が姿勢を表明すること自体は、もちろん悪い事ではあ

りません。しかし、そうは思うものの、それまでの経過においていくつかの腑に落ち

ない部分があるので、ここで質問をさせていただきたいというように思います。 

教育委員会は、いわゆる中学校建設検討委員会という、学校校長及びＰＴＡ会長を

構成メンバーとするところの組織を作り、そこに統合、あるいは二中の是非を論じる

いわゆる審議を委託したわけであります。そして、何回かの審議をへての教育委員会

の報告は中学校建設検討委員会での流では、初めは二中化であったと、しかしながら

統合やもなしという意見に傾いてきた、加えて財政の問題があります。 

あるいは統合二中化それぞれにメリット、デメリットはある、しかし加えて財政問

題があるというような１２月議会での報告であった事を私は記憶しております。 

まず、これが私はとてもおかしい事ではないかと思うのであります。教育委員会と

いう所は、市長配下ではありません。教育のプロの集団であります。聖域といっても

いい場所であります。 

純粋に教育上の観点から、統合あるいは二中の方向を提示すべきであり、財政うん

ぬんというのは、教育委員会からの答申を受けた市長が初めて、口に出せばいい事で

はなかったと、そういうように思っております。 

加えて今までの、何回かの教育厚生常任委員会の中で、中学校建設検討委員会の中

身の進捗状況についての報告を受けました。その際、構成メンバーに学校のトップや

あるいはＰＴＡ会長だけではなくって、もっともっと広いメンバーを募って委員会を

機能させてほしいというような教育厚生常任委員の方からの要請がありましたが、結

果的にそれも実らなかったというように思っております。 

それから、なおかつ新聞に書かれた事でもありますが、委員長の議事録はあるかと

いう問いに対する答えは、｢ない｣でありました。あわら市が今から、これから選択す

る大きな課題を検討する委員会の中で、私は議事録と言うのは当然必要であるという

ように思っておりました。なぜならば、その議事録があってこそ、中身のいろんな要

点、詳細、そういうものがわかってくるわけであります。 

議事録がない単なる座談会めいたものに審議を命じたとするならば、これはやっぱ

り無責任といわれてもしかたがないのではないかというように思います。 

そのような経過の中に、不思議なものを感じるわけでして、この点に関する市長の

見解を聞きたいと思います。 

それから、とにかく合併の問題というのが非常にこう、熱を帯びてきているわけで

すけれども、ここで合併時の状況というのをもう一度思い出してみたいと思います。 

統合の問題というのは、実は芦原中学校建設問題に単を発しているというのは、

我々の周知の事実であります。芦原中学校はメンテネンスをかけていなかったという、

そういう事情もありますが、芦原中学校の老朽化というのはひどい物でありました。 

そして、旧芦原町時代にすでに設計図は作成され、総工費の見積もりも完了してい

たし、二町が仮に合併しなかったとしても、つまり、合併するしないにかかわらず、

芦原中学校は建設するという路線が出来ていたわけであります。 
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合併後、教育厚生常任委員会の席で、寝耳に水だった私は、度々芦原中学校の老朽

化の実態を聞いたわけであります。その度の教育委員会の方の回答というのは、芦原

中学校の体力度調査をした結果、その点数は５千点である。この５千点という点数の

意味するものは、耐震補強を含めた大改修をするよりも、新築をする、改築をする方

がローコストになる、安上がりになるというようなものでありました。しかし、ひる

がえって金津中学校の場合には、それまでに億単位の費用をかけた大改修をしていた

せいもあり、老朽化しているようには全然見えません。 

私はＰＴＡにタッチしていた事もありまして、金津中学校には何度も訪れています

が、老朽化しているという感じは全く持っていないのでありますし、恐らく多くの旧

金津町の町民がそう思っているのではないかと、そう思っているはずだというように

思います。 

そうであるならば、芦原中学校を改築すれば、それでいいんじゃないかと、そうい

うのが少なくとも私のその時の素朴な思いでありました。 

しかしながら、松木市長の口から、次第に統合という言葉が出るようになってきた

のであります。これは好意的に考えれば、芦原中学校と金津中学校の間に、見た目の

格差が生じるのを考慮して結果である、そういうように言えるかもわかりません。あ

るいは、統合しても、すでに出発しているんですけれども、福井型連係教育の延長線

としての併設型中学の実現による、取りあえずの二中の維持という戦略もあった事だ

と思います。しかしながら、今は状況がすごく変わってきているというように、私は

思うのであります。 

この連係教育自体も矛盾をすごくはらんでいると私は個人的に思ってるわけです

けれども、その延長線上にあると思われていた、併設型中学の実現というのはもう無

理であろうというような、そういう風評を私は聞いております。 

それから、これはとっても大切な事だと思うんですけれども、見た目の格差という

のは、およそ本質的な教育論とは関係ないものではないかというように、私は思って

おります。 

実は松木市長が新聞に統合の姿勢を発表してから、私は小さいホームページを開い

ているわけですけれども、そこにいろんな意見が入ってきました。あるいは知り合い

の人に聞いても、あるいは直接教育現場の教師に聞いても、そういう建物の見た目の

問題ではなくって、子供たちの心の内面に影響する要素というものは、もっともっと

別な所にある、もっともっと大切なものがあるというような、そういう意見というの

が大半を占めていたというように、私は思っております。 

そのような意見、そのような声というのは恐らく、市長の方にもいろいろ入ってい

るのではないかというように、私は思っております。 

そこで、こういう状況の中で、統合への姿勢を強く打ち出したという市長の思いを

含めて、姿勢を聞きたいと思います。 

それが一番目であります。 

それから２番目ですけれども、この統合に向けての地区別説明会というのが、すで



 

41 

に動き始めております。すでに始まっている地区別説明会というのは、あわら市内で、

計１０カ所で予定されていると聞いております。 

ところが、この説明会というのは時間限定のものであり、充分な説明が出来るのか、

あるいは地区の住民の意見を充分に聞く事ができるのか、やもすると通過儀礼になっ

てしまうのではないかというような事を、私は懸念しております。なぜならば、今こ

の統合、あるいは二中化の論議というものを、教育厚生常任委員会でしていますが、

その中での意見も千差万別です。賛否伯仲しております。そういう中で、初めて資料

を目にし、初めてスクリーンを見た住民が、充分に納得できるのかどうかという事が

私には大変に懸念されるわけであります。 

実は、おとついのの６日、坪江公民館で開かれた地区別の説明会に私は傍聴という

事で参加いたしました。 

その時の印象については、また後でしゃべりたいと思いますが、７時半から９時ま

でという時間限定の中で、説明に要した時間が１時間、質疑の時間が３０分から３５

分ぐらいではなかったかなというように記憶をしております。そして、そしてですね、

そこで出てきた意見の大半が統合反対のトーンを持っていたように思います。 

もしかしたら、こういう状態が今からあと９ヶ所残っておりますが、それぞれの会

場でこういう状態が続くかもわかりません。ということも含めて市長は、この点に関

してどういうように考えているか、あるいはこの地区別説明会の結果というのを、ど

ういうように総括するつもりでいるのかという事についてお聞きしたいと思います。 

そして、最後の３番ですけれども、統合への姿勢表明、これが教育の観点という事

もあるでしょう、財政上の問題という事もあるでしょう、あるいは両者が入り混じっ

ているというのが実相であるかもわかりませんが、松木市長の最近の言動を聞いてい

ると、教育的観点からは統合したほうが、いろんな人と交じり合え、あるいは競争力

がついていいという意見をもっているように私は思います。 

しかしながら、だとしたら市長は今の教育が、教育の現場がはらんでいる問題点、

あるいは危機的なものに対してのアンテナが鈍いというように、私には思わざるを得

ないのであります。 

競争力というのは、例えばの話し、二中を維持してもそうした場合、例えば金津中

学校と芦原中学校で生徒数の差というのは出てくるかもわかりませんが、合併してる

んですから、校区あるいは変更する事によって、それぞれの生徒数をイーブンにする、

そして例えば、例えばの話し、東京の早慶戦のような、そういうようなライバル意識

を作る事によって競争力という事を維持する事も出来ると思いますが、そういう事よ

りも、今、教育をじわじわと荒廃させつつあるものというのは、とてもそんな物では

ないという事を私は実感しているからであります。 

そこで、財政的見地からいうと、市長の統合への姿勢の中に、二中改革よりも統合

一中の方が財政面で助かるという思いがあるのは明らかですが、二中派、二中維持派

の私は本当にそれでいいのだろうかというように思ってしまうわけであります。 

確かにそれは、二中改築よりも統合の方が全体的に安くつきますが、ただ単にそれ
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だけの選択肢しかないのかと、この二つの中学校を人体、人の体に例えるならば、芦

原中学校は骨格も筋肉も皮膚も疲労しているというように思えます。しかし、金津中

学校の場合は、骨格は疲労しているけれども、筋肉やあるいは皮膚というのはまあま

あだといえるのではないかというように、私は思っております。 

先ほどから申し上げていますように、芦原中学校を改築し、金津中学校を耐震補強

並びに化粧とういうそういう路線を打ち出すならば、財政面での負担というのに遜色

はないだろうと私は思っておりますし、何よりもその事で二中が維持できる所に最大

のメリットがあるのではないかというように思います。 

そして、私はその事を強く意識し続けながら、前回の教育厚生常任委員会で金津中

の耐震性についての質問をした時、市長は耐震診断をするという事を言明しました。

しかしながら、実際には耐震診断前に、あるいは耐震診断の報告を受ける前に統合の

姿勢を打ち出してしまったいう事であります。これでは統合先にありきと思われても

仕方ないのではないかというように私は思います。 

以上の事に関しましての答弁をお願いいたします。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） おはようございます。 

今日はたくさんの傍聴の皆さんがおいでいただいておりますので、しっかりがんば

ってやらしていただきます。 

牧田議員の質問でございますけれども、通告書と大分内容が違いますので、かみ合

っておりませんけれども、通告は適切にやっていただきたいと思っております。 

牧田議員のご質問にお答えいたします。 

まず、中学校統合への私の姿勢表明に関するご質問でございますが、中学校の統合

に関しましては、一昨年、１２月定例会一般質問において、適正な生徒数の確保の必

要性と三位一体改革に伴う義務教育費の補助金改革による影響等を考慮した上で、両

中学校の統合も視野に入れながら判断をすべきであると答えを申し上げております。 

また、その検討に当たりましては、議員各位、ＰＴＡや市民の皆様のご意見も十分

にお聞きし、教育委員会の意向を尊重しながらと申し上げております。 

以来１年以上が経過いたしておりますが、その間、教育委員会においては、統合し

た場合に考えられる諸問題についての検討をお願いするとともに、ＰＴＡや関係各位

の意見も十分聴取するようお願いをいたしたところであります。 

私自身も区長会や地域の懇談会、ＰＴＡの集まりなど、あらゆる機会や集会の席上

で、中学校建設に対する私の考えを述べさせていただいており、様々なご意見もお聴

きいたしております。 

また、議会に対しましても、教育厚生常任委員会で生徒数の推移や両中学校の現状

と今後の課題、最も効果的な建設方法についてなどの具体的な検討資料をお示しし、

説明をさせていただいております。 

そして、昨年１２月には教育委員会から、あわら市の中学校の建設についての報告
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書を受理いたしているところでございます。この報告書に対しましては、委員の皆様

それぞれが市の将来や子供達の教育環境を最大限配慮して、ご報告いただいたものと

考えております。 

また、教育委員会でも並行して協議会を開催していただき、真摯な意見交換の結果

として「この報告書を尊重したい」との意見を添えていただいております。 

これらの経緯を踏まえまして、最終的に現在のあわら市にとって統合中学校がより

よい選択であると判断をいたしたものであります。 

住民説明会につきましては、過日の全員協議会でも説明させていただきましたとお

り、生徒数の減少や財政問題など、合併後の市の状況を市民の皆様に十分説明し、ご

理解をいただくものであります。 

一人でも多くの皆様に会場へ足を運んでいただき、膝を突き合わせたお話をさせて

いただきたいと考えております。 

また、時間が短いというお話がございましたけれども、一昨日の坪江公民館での私

の印象では、そんなに時間が短くは思っておりません。４０分近く討議もお話しも聞

けましたし、それからその中で、もし各グループでそういった意見交換、あるいは説

明が充分でないというお話しでしたら、私が足を運んでですね、グループの皆さんと

お話しをさせていただくというような事でございますので、住民説明会としては、私

は適切なあり方だったと判断をいたしております。 

また、姿勢表明に至る要素についてのご質問でございますが、私は、教育的観点、

財政的観点からも統合のメリットはあると考えております。これまでも申し上げて参

りましたが、市民の融和と一体感を形成するためには、両校に教育環境の格差が生ず

ることのないように配慮することが重要であります。 

同じ学び舎で学んだ中学校時代の友好関係が将来にわたり続き、保護者同士の交流

が促進されることを期待するものであります。 

また、議員ご指摘の耐震補強等を考慮した改修による２校維持案につきましては、

これまで委員会などでも具体例をお示しし、説明して参りましたが、校舎改修に対す

る補助金の上限や長期的にみた場合の財政負担、さらには現校舎の耐力の問題など、

十分な費用対効果が見込めるものではないと考えております。 

今回の住民説明会でも申し上げておりますが、未来を担う子供達に、時代に適応し

た快適な環境の中で教育を受けさせるためにも、貴重な財源を有効かつ効果的に使っ

て参りたいと考えております。 

また、議員が建物だけでなくてですね、実際に生徒たちにとって大切なものは何か

ということは、これは私は教育者でございませんので、きちっとした考え方がるかど

うか別としましても、私は会場でも申し上げましたけれども、やはり指導者の資質で

はないかなと思っております。 

指導者の資質のついて、今日非常に低下しているって事が言われておりますので、

教育の現場が荒れているのではないかと考えております。それは建物の良さ、あるい

は規模の大きさとかいうものとは直接は関係ないのではないかと思っております。そ
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のためには、教育長が一昨日も申し上げましたけれども、学校の先生の資質を高める

為の体制を整える事が今後、あわら市にとっては極めて重要な課題ではないかと思っ

ておりますし、そういった事を真剣にこれから取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

○１３番（牧田孝男君） 議長、１３番、牧田。 

○議長（山川 豊君） １３番、牧田孝男君。 

○１３番（牧田孝男君） 一応、通告の文章に沿ってしゃべったつもりなんですけど、

多少ずれがあったかもわかりません。 

今、市長の方から私の質問に対する答弁をいくつかいただきました。 

まず、ちょっと気になったところから話をさせていただきたいと思うんですけども、

その説明会ですね、あの説明会、私はあれは納得してもらえるような状況ではなかっ

たというのが強い印象になってるんです。なんでかっていうと説明っていうのは、ま

あ、説明するために説明するわけですけれども、説明して相手に納得してもらうため

には、実は説明する時間の２倍も３倍も相手の言う事を聞く、意見を聞く、そういう

姿勢がなければ説明は、私は上滑りに終わってしまうのではないかというように思い

ます。 

言わんとするところは、９時過ぎて時間も来ましたからという事で、帰って行く人

達のブツブツ声を聞いていたら、やっぱり統合は先にありきやなというような感じで

ささやいていた人もいますし、その顔には未消化の、不満の色が濃厚に移っていたよ

うな気がします。 

だから、９時になって終わりですと言われたんで、しかたなく帰ったんでしょうけ

ど、私はあの時の状況を見ていたら、まだまだ話をしたかった、聞きたかった、そう

いうような人達がたくさんいたというように思いますし、納得してもらう為には極端

に言うと、時間エンドレスでもいいですから車座になってでもいいですから、とにか

くその説明をした事の逐一をやっぱり、もっともっと丁寧にしゃべり、もっともっと

しゃべる為にはもっと聞くというような姿勢、そういうものがないとやっぱり、私は

市長の印象とは別に通過儀礼、そういうものになってしまう恐れというのが濃厚にあ

ると思います。 

だとするならば、先ほどの話に戻りまけれども、反対意見というのがついた場合に、

反対意見が続くという事は、市側の説明が足りないから、あるいはその考え方そのも

のがオーケーされないからという事になるだろうし、そういう状態がずうっと続いた

場合には、じゃあどうすると、地区の反応というのは非常に反対が多かった、完全に

数で言えば反対が多いんやったら、やめておこうかというのが選択肢なんてのが、そ

れを非常に大事に考えればそういう事も選択肢としてあるような、そういう気がしま

す。 

それから、私はね、同じ学び舎でと言いますけれども、実は違うと思います。金津

中学校の生徒というのは、当然、金津中学校という名前にも愛着をもってるだろうし、

そして、例えばの話し、今、坂井郡６町ありますけれども、もしあわら市が合併した
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ら唯一旧６町の中で、中学校がなくなる所が出てくるという事であります。そして、

今他の町村、今坂井市の方が合併しようとしていますが、そこでは学校統合の話とい

うのは聞こえてきません。これはやっぱり、そのそれぞれの今までの自治体の中核に

あったのが、それぞれの自治体の中学校であるという、そういう思いを大切にするか

ら、なくしてほしくないというような声が大きいのではないかと思います。 

それが大きいから仲良くなれないという事は、全くないというように思います。そ

れぞれの地域を大事にしながら、尚且つ交流が出来るという事が本当は本来の融和と

いうものを実現する、そういう過程を作れるのではないかというように思うわけであ

ります。 

それから、今、家庭の力、教師の力、指導者の力って言ったのかな、指導者の問題

であるというような市長からの話がありました。それは当たり前のことなんです。生

徒にとって一番大切なのは先生、指導者ってのは先生ですよね。だけど、いつも私思

うんですけれども、家庭力、指導力、そういうものはやっぱり、段々弱くなって着て

ると思うんです。弱くなってきてるのはなぜかと言うと、これは地域というものの力

が失われて、そうすれば家庭の力ってのも弱くなる。そうしてそういう所から育った

若い先生は必然的に指導力ってのが弱ってきている部分がると思います。そうすると

指導力がないから、指導力を作れっていったって、これは元々そういう環境でセッテ

ィングされていたら、非常に難しい事ではないかなと私は思います。何を言いたいか

っていうと、今の個々の教師の指導力が弱ってきているのであれば、それを考慮した、

やっぱり大規模校よりも、小規模校の中で目線が行き届いた、そういうような教育が

できる環境の方が、私はこれからのいろんな派生してくる、出てくるかもわからない

問題に対して、やっぱり有効な手立てだと思うからであります。 

何よりもやっぱり、子供を中心にして考えていただきたいなというように思うわけ

ですけれども、私の今の見解に対してもう一言お願いします。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） 再度のご質問でございますけれども、住民説明会で時間が足り

ないというお話しでございますけれども、住民説明会というのは基本的には討論する

場所ではなくてですね、まず市の考え方を聞いていただいて、それを理解していただ

くってのが大きな前提がございます。 

従いまして、やはりある程度の時間をかけて、しっかりと説明をするということが、

市の説明責任がございますので、１時間ぐらいは仕方ないだろうということでさせて

いただいているわけです。こられた方でご質問がたくさんでておりましたけれども、

４０分という時間は、私は決して短い時間ではないかなと、議員言われるようにエン

ドレスでやりなさいというのは、それはそういう考え方もおられるかなと思いますけ

れども、それはほんの一部の人だけでですね、こられた方は、大多数の方はあれで充

分理解していただいた物と思ってます。 

それで私は会場に置きましてですね、お出かけトークとか、あるいはいろんな会合
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に私が出て、あるいはスタッフ連れてですね、ご説明もしますし、そういった議論を

させていただきますということで、お話しをさせていただいたので、住民説明会とし

ては、私はあれで充分であると考えております。 

それから２点目のですね、同じ学び舎で子供たちがどう考えているかというお話し

でございますけれども、私はこれからの中学校に入る子供たちがどう思っているのか、

卒業した方とか、あるいは現在中学校におられる中学生がどうかっていうことよりも、

これから子供たちが入るわけですから、その子供たちが極めて重要なわけです。 

今、例えば、この間の説明会を見ていただいてもわかるとおもいますけれども、小

学校の小さい子供たちは、みんな新しい中学校に期待しているわけですね。片方は金

津の小学校のみなさんが、今の中学校に行きますよと、あなた方は新しい中学校に行

けませんよという話しになると、非常に残念がると思います。それはやっぱり、父兄

も子供たちも非常に残念がるというよりも、格差を認識すると思います。だから私は

そういった、次世代を担う子供たちが同じ環境の中で、立派な中で勉強をさせるよう

にしたいと、そういうような事で統合を出したわけでございます。 

それから、大規模校と小規模校のいろいろお話が出ており、目が届かないという 

お話しがでておりましたけれども、これについてはいろいろな見方があると思うん

ですよね。大規模校であっても、それは校長、あるいは教頭は一人づつしかおりませ

んので、校長から見れば目は届かない、９００人もいますと、３００人と比べると３

分の１ですから、余計に届くということでございますけれども、単に一人に着いては

そんなことはないわけです。むしろ、例えばそういう所には、加配もできるわけです。

というのは、今２校にあればですね、０．５人しか同配が出来ない場合には、それぞ

れ０.５人づづと言うことは人間ではできませんのであれですけども、１校になった

場合には、一人加配ができるわけですね。そういった事で、子供たちの目が行き届く

のは、むしろ大規模校の方ではないかと、市が助成ができるという意味ではですね。

そういった意味では、私は大規模校と小規模校が目が届かないとか、そういう事の議

論はちょっと違うのではないかなと考えております。 

○１３番（牧田孝男君） 議長、１３番、牧田。 

○議長（山川 豊君） はい、１３番、牧田孝男君。 

○１３番（牧田孝男君） 今のお話しを聞いてますとですね、かなり私の思ってる見解

というか、論として言うならば違う所があると思うんです。 

最後ですし、終えますけれども、取り合えず、例えば今の担任の問題なんかもです

ねよ、今の子供たちの、いじめの問題とか、そういうのってのは、すでにクラスって

ものを通り越した、そういう枠を抜けた所で起こっているのが現実であるという話を

よく聞きます。 

だから私は、その例えば学校の校長とか教頭だけが全体を俯瞰し、そして担任の先

生は自分のクラスだけを見ていればいいというような事では、なかなか今から起きて

くるかも知れない教育的な問題に対しては対応しにくいのではないかと、一人ひとり

の教師というのも、また自分のクラスを見つつ、他も見えるような教育環境のセッテ
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ィングが大切だというように思っております。 

個別で言うと、いろんなところで話が長くなりますけれども、私は取りあえずは自

分の観点から言うと、先ほど申し上げましたように、補助の問題があるかもわかりま

せん。しかし、取り合えず今、金津中学校は耐震補強の診断をしていない、診断をす

れば、その建物が今からどれだけ伸びれるかということの見極めも出てくると思うん

ですよ。 

だから芦原中学校はすでに体力度調査をやっていて、金津中学校はやってない、耐

震調査もやっていないというような事自体が、どちらかというと片手落ちではないか

なと、そういう事をクリアして、そこでこれやったら統合、これやったら二中化とい

うような選択肢を出してくるのならまだわかりますけれども、一応片手落ちの状況の

中で出発しているのではないかなというような思いを強く持っております。 

いろんな言いたい事はありますけれども、ぜひその当たりをもう一度再考していた

だきたいというようなことで、私の一般質問を終わりたいと思います。 

どうもありがとうございました。 

 

 

◇笹原幸信君 

○議長（山川 豊君） 続きまして通告順に従い、２番、笹原幸信君の一般質問を許し

ます。 

○２番（笹原幸信君） 議長、２番、笹原幸信君。 

○議長（山川 豊君） ２番、笹原幸信。 

○２番（笹原幸信君） 議長のお許しをいただきまして、２番、笹原、一般質問をさせ

ていただきます。 

ただ今は、学校問題で色々論戦を張っておられましたが、私、３月２日に金津高校

の卒業式に保護者の一員として集積をさせていただきました。 

大変にすばらしい式でございました。式典の中で卒業生代表の女子の方が、答辞を

読み上げられましたが、大変に胸を打つ内容でございました。 

その中で、特に印象が深かったのは、私たちは先輩より１クラス多く、８クラスで

ありましたと、そして先輩より、よりたくさんの友達ができましたと、大変に幸せで

したと、そういう答辞でございました。 

本当に悲しい時、辛い時、慰めてもらって、励ましてもらって、どれだけ大きな力

になった事かと述べられておられました。 

ただ今、大規模校より小規模校というお話しもございましたけれども、私は小規模

校というご意見には反対の立場でございます。先ほどの答辞で言われたように、私の

耳には友達が多く出来て本当に良かったという言葉が残っております。そのとおりだ

と思います。 

中学校建設問題が色々論議されているおり、高校と中学校との違いはございますが、

市長もただ今言われたとおり、子供たちがどう考えているか、それが大きな要素では
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ないかなと私は思います。 

今から中学生になる子供たちも、友達がたくさん欲しいと思った子がたくさんおら

れると思います。子供たちの意見を充分参考にして考えていただきたいなと、そうい

うように思う次第でございます。 

それでは一般質問に入らせていただきます。 

各地区要望書に対する対応についてという事で質問をさせていただきます。 

当市にあっては、各地区区長会において次年度の要望を書面にて提出するという、

たいへんすばらしい制度がございます。この要望書は各地区において、集会、常会等

を開催し、協議の結果採択された要望を、区長会長に伝達をいたしまして、区長会長

がそれを取りまとめ、行政に提出するシステムになっておるところでございます。 

わが市には、１３１の行政区があり、この全区からの要望というのは、言い換えれ

ば全市民の生活に密着した生の声を反映している物ではないでしょうか。通常、中々

市の活動に参加できないという方々も、この事に関しては市政に全員が参加されてい

るという事ができると思います。しかしながら、要望件数は膨大と思われますし、こ

の案件をすべて精査することとなると、大変な労力を要する事は想像に難くありませ

ん。 

回答書をいただきまして、拝見をいたしました。丁寧な回答が所々見受けられ、一

定の評価はできるものと思いますが、しかしながら市民といたしましては、充分満足

できる回答があるとはおもっておりません。 

要望の全てを実施するという事は不可能であり、市として各区の要望に対してどの

ように対処されているのかをお伺いをいたします、と供に市民が要望しているインフ

ラ環境の整備等に対する、予算の増額をお願いをいたしたい所でございます。 

以上の点に関しまして、ご答弁をお願いをいたします。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） 笹原議員のご質問にお答えします。 

今ほど金津高等学校の卒業式のお話しが出ましたけれども、金津高等学校では千名

ぐらいいるんですね、素晴らしい学校になっております。金津小学校でも今は７００

名ぐらいいると思いますね。中学校では今少なくなってきているわけですね。私は別

にその人数は今ほど中学校が３００とか４００でなくても、８００、９００でも充分、

いい中学校になるものと思っております。 

先ほどの卒業生で本当に友達がたくさんいて、身内の人が亡くなったというお話し

でございましたけれども、その答辞を読まれた女の子は、非常にその時にたくさんの

友達から、先生から、あるいはいろんな形で励ましを受けたという事で、私も同じよ

うに感銘を受けた一人でございまして、大変ありがたく思っているところでございま

す。 

では、本題でございますけれども、現在、市で実施をいたしております各地区から

の要望書の提出制度につきましては、旧金津町では、２０数年来行われてきたもので
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ありますが、旧芦原町にはこのような手法がなかったため、本年度の要望書の提出に

際しましては、芦原地区の区長の皆様には大変なご労苦があったとものと伺っており

ます。 

各地区から提出されました要望書につきましては、それぞれの区で真摯に検討され

たものを地区区長会でとりまとめたものであります。 

できるだけ多くの要望事項にお答えができれば良いわけでございますが、厳しい財

政事情の中で、その多くには、お答えができないのが実情となっております。 

このため、各地区の市政懇談会の席上でそれぞれの要望事項について、担当部長か

ら回答を行い、要望に沿えないものにつきましても、その理由を説明申し上げている

ところでございます。 

市政懇談会ではは、市政の現状を分かりやすく説明し、膝を交えて語り合うことで、

市政への理解を深めていただくとともに、市と各地区がより良い信頼関係を築くこと

を目的に開催いたしているものであります。 

市政懇談会を開催されない地域につきましても、書面での回答をさせていただいて

おります。 

本年度の要望件数でございますが、１２地区全てから提出され、ほとんどの区から

要望をいただいております。その数は約５００項目に及んでおります。 

特に要望の多かったものは、市道や県道などの道路改良、門型側溝整備関係などで

であり、担当部では、土木部関係が全体の約７５％を占めております。 

このような各地区からの要望に対する予算措置につきましては、でき得る限り予算

に反映させて参りたいと考えておりますが、厳しい財政状況の中で、全体的なバラン

スを考慮しながら、計上させていただいておりますので、よろしくお願いを申し上げ

ます。 

○２番（笹原幸信君） 議長。 

○議長（山川 豊君） ２番、笹原幸信君。 

○２番（笹原幸信君） ただ今ご答弁をいただきましたが、要望が５００件にも上がっ

ているという事をお聞きしまして、これを精査するのは大変な作業だなと思っており

ます。 

そして、要望の主な物は、土木関係で７５％を占めているという事でございました

ので、土木部長にお尋ねをいたします。 

今ほどの内容につきましては、市道、県道、それと道路の改良とか補修、それか門

型側溝の整備等があるということでございました。私の地区におきましても、全く同

様であり、その他、集落雨水排水の対策など、市民生活に密着した物が主な要望内容

でございます。 

そこでお尋ねをいたしたいのは、要望の件数と採択される件数には、大きなギャッ

プがあると思います。採択する為の選定基準、どこをどういうようにやるのか、今年

はここを、このようにやるという選定基準、また選定方法をご答弁をお願いを致した

いなとそのように思います。 
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先ほども申し上げましたようにこの要望は、各区が行政に対して実施して欲しい事

を書面にたくし提出するものでございます。一件でも多く要望を実現していただきた

く思いますので、よろしくお願いをいたします。 

○土木部長（神尾秋雄君） 議長、土木部長。 

○議長（山川 豊君） 土木部長、神尾秋雄君。 

○土木部長（神尾秋雄君） 笹原議員の再度のご質問にお答えをいたします。 

各区から要望事項を出されておりますが、整理いたしますと、市長答弁のとおり土

木部関係の要望事項が突出して多い状況でございます。 

そうした中で、各区の要望事項を真剣に受止める事はもちろん、一件でも多くの要

望を実現していきたいという思いは、絶えず念頭にある課題でございます。 

しかしながら、財政事情が非常に厳しい状況の中で、限られた予算の執行となりま

すので、要望箇所のすべての現地調査を行ないまして、真に緊急性や必要性があるの

か、また事業効果の度合いはどうかといった、一件一件の評価をした上で優先順位を

付けながら、箇所選定を行っている次第でございます。また、さらにそういった現場

につきましては、市長、副市長に現地視察をいただきまして、年間の施行計画を立て

ている所でございます。 

特に要望の多い、側溝の整備につきましては、平成１６年度に各区毎の整備状況調

査をいたしまして、台帳を整備しているところでございます。全体と致しましては、

家屋連単部分の市道延長が１７５メートルございまして、側溝延長にいたしまして３

５０キロ、１６年度末の整備済み延長といたしましては、１１１キロメートルで、整

備率に致しまして３１．７％となっております。 

また、未整備延長は、２３９キロメートルでございまして、これを工事費に換算い

たしますと、ざっと７１億７千万円という数字になります。現在の予算状況により、

今後の推理しますと、側溝整備だけでも１００年を要するというような結果になるわ

けでございます。 

尚、要望事項では側溝整備よりも、緊急性が高い物があれば、それが優先されます

ので、側溝整備に関する要望に対しまして、年次計画も示されないという状況でござ

います。そういった事から、回答に誠意がないという具合に受止められても仕方のな

い事情にございますので、その点は何卒ご理解をいただきたいと思います。 

次に、県管理の道路や河川に関する要望も大変多く出されておりますが、市では全

ての要望箇所の写真を取りまして、箇所図と供に県三国土木事務所へ提出いたしてお

りますが、県の財政事情もまた、大変厳しい状況でございまして、中々市民の皆さん

に、目に見えた成果が上がらないという感じで受け取られているのも実情かと思いま

す。 

しかしながら、市民の日常性生活に危険や支障をもたらす事柄につきましては、今

後とも早期実現が図られるよう、強く県に要望してまいりたいと考えておりますので

よろしくお願いいたします。 

○２番（笹原幸信君） 議長、２番、笹原。 
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○議長（山川 豊君） ２番、笹原幸信君。 

○２番（笹原幸信君） 土木部長のご答弁、ありがとうございました。 

細部に渡りましてご答弁いただきまして、土木の負担が大変多いという事も実感を

いたしております。 

ただ、市民への、市民のために、何とか少しでも、市長にもお願いしたい事でござ

いますけれども、何とか少しでも要望を聞き入れていただいて、インフラの整備、環

境整備にご尽力していただきますように、お願いをいたします。 

以上で私の質問を終わらせていただきます。 

ありがとうございました。 

 

 

◇向山信博君 

○議長（山川 豊君） 続きまして通告順に従い、８番、向山信博君の一般質問を許し

ます。 

○８番（向山信博君） 議長、８番、向山。 

○議長（山川 豊君） ８番、向山信博君。 

○８番（向山信博君） ８番向山です。質問をさせていただきます。 

私の質問につきましては、この回答につきましては、一昨日の坪江地区での説明会

で、ほとんど内容的にクリアしておりますので、質問をですね、短くして、また確認

の意味での質問にしたいというように思います。 

尚、先ほどの牧田議員の発言につきまして、私は地元、坪江地区の住民の名誉のた

めに、一言だけ申し添えておきたい。それは、出席者、参加者の過半数が反対のよう

な意見であったというよな発言でございましたけれども、私も参加をしておりまして

感じておりますが、少なくともそういうような状況ではなかった。反対の意見は、多

分、多分ですよこれは、牧田氏が連れてこられた、他地区の人ではないかというよう

に思いますので、皆様方、この事につきましては、絶対に誤解のないように、坪江地

区住民の方々は過半数も反対いたしておりません。 

これだけは申し添えておきます。 

ここで私の質問に入らさせていただきます。 

ただ今、国会が開催中でございます。あれ程選挙で応援して、自民党の大勝利に貢

献をしたホリエモンが法律違反をし、ある意味では国民に多大な迷惑をかけて逮捕さ

れました。しかしながら自民党の幹部は国民に少しも謝罪もしない。この事はどうい

う事でしょうか。本当に大人としてのモラルがあるのかというように疑いたくなると

いうように思っております。 

また、それに加えて、予算委員会での民主党議員のキチンと確証もないのに、あた

かも鬼の首を取ったような発言をし、これも疑惑を追及するという能動的な行動につ

きましてはある程度評価は出来ますが、これまた、内容につきましては国民を翻弄し

たような、公人としてあるまじき行為であるというように思い、益々議員に対する信
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頼度が薄まっていく状況であるというように思っております。 

また、怒りを感じておるところでございます。国民である我々にも責任の一端がご

ざいます。それは選挙、政治に対して、もっともっとムードに酔いしれるのではなく、

よく考えて行動をしていただきたいというように思います。我々は今の若いもんはと

いうように、日頃耳にしますが、それを言う前にまず自ら、普段からモラルを守りな

がらキチンと行動しなければならないというように思う昨今でございます。 

さて、早いもので、あわら市も合併をして２年が経過を致しました。いくつかの計

画を策定しながら新年度に入るわけでございます。とりわけ大きないくつか課題がご

ざいます。一昨日からはじまりました説明会、これにつきましても、特に大きな中学

校建設問題でございます。私も説明会に参加をさせていただきました。政策において

は思いは充分に伝わった、確実に伝わったというように思っております。ただ、本音

の話をもっとして欲しかったなというように思ってます。それは両町時代のこれまで

のいきさつを、もっと掘り下げてして欲しいなと。私も芦原中学校の老朽化につきま

しては、視察をしましてビックリをいたしました。我々視察団に対して、職員や生徒

の皆さんの健気な態度、対応、今でも心に残っております。それは本当に職員の方、

生徒の方々が建設を希望しているというような態度の表れであるというように、身に

しみて感じました。 

なぜ、このような状況を長く、改築しないで置いておいてたかという事について疑

問を持ったわけでございます。 

従って私と同様、旧金津町民の皆様は、芦原中学校の建設の早急性について問題提

起されても、その事を知らない町民の皆様方はびっくりしているというような状況で

あります。 

また、合併協議会で報告がございましたけれども、これほど急務であるというよう

な話はなかったわけであります。ましてや、統合に対しましては、さらに市民の皆様

方はびっくりをしてるんじゃないかなというように思います。 

これは私の思いでございますが、行政側が市民の皆様方に問題提起をする前に独断

専行の動きがあったからと、これが原因でないかと思います。私は常に思っておりま

すけれども、このような小さな市の議会につきましては、民主的な議会運営をやらな

ければ、本当に市民の付託には答えられないというように感じております。 

したがって、市の方向性が何事もですよ、市の方向性が決まってから、そして市民

の皆様に対してご意見、ご要望を聞いいて改めて議論をする。これが民主的、そして

従来の方法ではないかなと、内容的にも掘り下げて、知らない市民の皆様方に、あた

かも、その自分の思いを述べる事によって、先導するような行為につきましては、小

さな市の議会にあってはならない事であるというように思っている昨今でございま

す。 

これも市民の皆様方、我々も大きな関心を持っている現れだと思いますけれども、

今後はこれらについても考えなければならないというように思うわけでございます。 

又、内容につきましても、いくつかございますが、とにかく私は建て前がございま
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す。とにかく建設につきましては、絶対やらなければならないあわら市の行財政改革

の犠牲にだけはして欲しくない。少なくとも、多くの市民、そして多くの子供さんの

考えも取り入れていただいて、充分に聞いていただいた上に、大変厳しいかもしれま

せんけれども、最終的な結論をいただきたいと思います。 

従って、一昨日の説明会につきましては、この後二回目の質問でいたしますが、少

なくとも第一回目としては、大変成功であったなと思ってます。 

以上、取り留めのない話、質問になりましたけれども、２点ほど市長の答弁をお願

いしたいと思います。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） 向山議員のご質問にお答えいたします。 

まず、中学校建設の問題についてのこれまでの経緯や現状をもっと市民の皆様に知

ってもらうべきとのご指摘でございますが、中学校につきましては、合併協議の中で、

金津中学校は体育館の大規模改修を、芦原中学校は改築をそれぞれ行なうとの調整方

針が出されております。 

合併前の両町ではそれぞれに学校施設の整備を行っております。これまでに、旧芦

原町では波松小学校、新郷小学校を改築し、本荘小学校と芦原小学校の大規模改修を

手がけております。芦原中学校では体育館の大規模改修を実施するなど、積極的な整

備を行っております。 

一方、旧金津町でも細呂木小学校の改築、金津東小学校の改修、そして、金津中学

校校舎の大規模改修などに取り組んでおります。 

この中で、芦原中学校につきましては実施設計まで計画が進んでおりましたが、財

政状況の悪化等により、事業の実施が合併後まで延びてきた経緯もあり、その分老朽

化が進んでいるわけでございます。 

この中学校建設が両校の統合という方向に変わってきた経緯につきましては、これ

までも議会で説明を申し上げており、先ほどの牧田議員への答弁でも申し述べたとお

りでございます。 

しかし、これらの経緯を市民の皆様がどれだけご存知かということにつきましては、

新聞などで報道をされている程度でありまして、一昨日からの住民説明会が市民の皆

様への最初の説明となります。 

この説明会では、今日の逼迫した財政状況の要因や将来の見通し、中学校を統合し

た場合のメリットやデメリット、２校維持の場合の財政負担なども説明させていただ

いております。 

また、私は一昨年の１２月定例会で「統合も視野に入れたい」と表明して以来、区

長会や市政懇談会、さらにはＰＴＡの集まりなど機会あるごとに市民の皆様に対し、

統合に対する私の考えを申し上げ、ご理解をいただくように努めて参りました。 

さらに、広報紙では、本年１月号から中学校建設に関する特集を掲載し、ケーブル

テレビでは、先月の２０日から「学校建設を考える」という番組を放映し、市民の皆
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様への周知を図るとともに、ご理解を求めているところであります。 

その中で、旧金津地区の皆様からは「現在の中学校を移転してまで、なぜ統合する

のか」というご質問もいただいております。しかし、現在の金津中学校も校舎の耐震

化や体育館の大規模改修が必要であること、また、これらの改修工事を実施しても、

１０年後にはさらなる改築が必要であることもご理解いただくよう努めております。 

この様に、一歩一歩手順を踏みながら、本当の意味での市民の融和を図るべく、努

力をいたしているところでありますが、本年４月からは、丸岡町で２校目の中学校が

誕生いたします。丸岡町では福井市からの流入による人口の社会増が見込まれ、丸岡

中学校のマンモス化が今後も予想されることから、２校化に踏み切ったようでありま

す。ところが、新しい学校との教育環境の格差がＰＴＡの間で複雑な住民感情が生じ

ているとも聞き及んでおります。あわら市といたしましては、市民の皆様が学校問題

でこのような感情を持つようなことは避けなければなりません。 

また、教育問題と、行財政改革を一緒にすべきではないとのご指摘でございますが、

教育問題は、この中学校建設問題のみに限らず、多岐にわたっております。それらは、

裏付けとなる財源を抜きにして考えられない問題ばかりであります。 

そのためにも、今回の合併の大きなメリットでもある特例債を期限内により有効に

活用し、未来を担う生徒たちに快適な教育環境を一日でも早く提供し、新しいあわら

市の市民として成長していただくことを願うものであります。 

以上で答弁とさせていただきます。 

○８番（向山信博君） 議長。 

○議長（山川 豊君） ８番、向山信博君。 

○８番（向山信博君） ご答弁ありがとうございます。 

答弁で最大限理解をいたしました。ただ、住民の皆様方は反対というよりも、小さ

いお子さんを持つ若い方々は、不安なんです。又、我々クラスはあわら市の今後につ

いてのいろんな財政面での不安がございます。 

不安なんです、その不安の心の表し方がいくつかのグチになって出てくるという事

でございますので、説明会につきましてはもっと掘り下げて、実情を本音でですね、

語っていただく、これが大事じゃないかというように思います。 

又、市長におかれましては、これまで以上に開かれた市政の遂行をお願いを申し上

げまして、今後のいくつかの大きな課題に取り組んでいただく事をお願いを申し上げ

まして、私の質問を終わらせていただきます。 

ありがとうございました。 

○議長（山川 豊君） 暫時休憩します。 

開会は１０時５０分です。 

（午前 10時 43 分） 

 

○議長（山川 豊君） 休憩前に引き続きまして、一般質問を開始します。 

（午前 10時 55 分） 
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◇坪田正武君 

○議長（山川 豊君） 通告順に従い、９番、坪田正武君の一般質問を許可します。 

○９番（坪田正武君） 議長。 

○議長（山川 豊君） ９番、坪田正武君。 

○９番（坪田正武君） 通告順に従い、９番坪田正武一般質問をさせていただきます。 

庁舎統合問題・金津庁舎一本化についてお尋ねをいたします。 

市長は平成１９年度より、金津庁舎一本化の提案をしておりますが、これに伴い次

の問題点はどの様に対応するのかお尋ねします。 

２年前の合併の効果ということで掲げた中から、公共的施設の統合整備の中に、次

のように掲げております。 

公共的施設については、住民生活に急激な変化を及ぼさないよう十分配慮し、地域

の特殊性、地域間バランス、さらに財務事情等を考慮しながら、逐次、総合整備を図

っていきます。 

総合整備の検討にあったては、行財政運営の効率化はもとより、現公共施設の有効

利用・相互利用を総合的に勘案し、住民サービスの低下を招かないように配慮するも

のとします。 

又両町役場を新市の庁舎として活用し、電算システムの統合など必要な整備をはか

りますと合併前に掲げておりました。その後、合併後のひとつのテーマに掲げてまし

た、職員数の削減に伴い、合併時の３９８名に対し、保育所の民営化、早期退職、又

定年等を含め平成１８年度においては、職員数３１８名になりそうとのことで、数か

らいけば、十分金津庁舎で対応できると思いますが、担当課が削減される訳でなく、

それぞれがもっている問題点をどのように解決するのかお尋ねします。 

まずひとつに、芦原庁舎より移転してくる、教育委員会、土木課、下水道課、観光

課、農林水産課、等々が持っている、膨大な関係資料及び備品等あり、これを収納す

る場所の整備を考えると、何処に保管するのか。又、各課が保有している公用車の駐

車場等々の土地の確保はどのように考えているかをお尋ねいたします。 

２番目に、移転後の芦原庁舎はどのように活用するのかをお尋ねいたします。 

また、職員の削減もある意味では必要と思いますが、新規職員の採用計画はどのよ

うに考えているのか。新規採用しないと、機能が衰退してしまうのではないかと思い

ます。 

旧芦原町民が、簡単な印鑑証明、住民票申請その他も含め、全部金津庁舎へ来るよ

うにするのか、合併時に掲げた住民サービスの低下を招かないように配慮するものと

します。この件はどのように対処するのかをお尋ねいたします。 

又、この件に関しても、住民説明が必要と考えられますが、どのように住民に了解

を得るのかをお尋ねいたします。 

最後に、一本化に伴い、芦原庁舎にかかっていた経費、電気料、水道料金、ガス代、
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その他はどれぐらい削減されるのか、具体的に数字で表していただきたいと思います。 

以上、簡潔でわかりやすく、ご回答をおねがいいたしますよう、よろしくお願いい

たします。 

以上です。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） 坪田議員のご質問にお答えいたします。 

あわら市では合併以来、金津庁舎、芦原庁舎で機能を分担させながら行政運営を行

ってきたところであります。 

この間、庁舎機能が分散されていることにより、来庁者から不便だとの指摘がある

ことや組織としての意思決定を行なう際の時間のロス、さらには部署を超えた横断的

な連携が取りにくいことなど、組織としての機能が発揮されにくく、市民サービスの

低下を招くような弊害も出てきておるところでございます。 

今後、行政の一層の効率化を図り、多様化する市民ニーズや行政課題に取り組んで

いくため、庁舎の統合を検討しているところでございます。 

さて、ご質問の芦原庁舎にある各課の関係書類等の保管につきましては、組織の再

編や金津庁舎の内部の改修等も視野に入れながら、検討して参りたいと考えておりま

す。 

次に、職員の採用についてのご質問でございますが、合併時に３９８人であった職

員数も、平成１８年度末には３１８人に減少する予定であります。合併時に想定した

適正人数を下回ることになるために、今後は、行政改革大綱に基づき、平成２０年に

は採用を行ないたいと考えております。 

次に、庁舎統合後の芦原庁舎の利活用についてのご質問でございますが、先般、全

職員に対し、利活用方法についての意見、アイデア等を求めたところであり、それら

を参考にしながら、今後、利活用方法を検討する庁内組織を設けて参りたいと考えて

おります。 

次に、庁舎統合後の旧芦原地域での各種証明書等の交付についてのご質問でござい

ますが、統合後も当該地域に窓口機能等を残し、市民サービスが低下しないように、

十分配慮して参りたいと思います。 

次に、住民説明についてのご質問でございますが、庁舎統合の内容が具体化された

時点で、市民の皆様に広報紙、ケーブルテレビ等により周知して参りたいと考えてお

ります。 

最後に、芦原庁舎の管理経費についてのご質問でございますが、平成１６年度の管

理経費は約３，０００万円となっております。 

大まかな内訳といたしましては、電気水道等の直接的な管理経費が１，２２０万円、

空調リース料が９００万円、借地料が８８０万円であります。これらの経費の削減は、

芦原庁舎の利活用の方法によっても影響されますので、今後具体化していく中で削減

額をお示しして参りたいと考えておりますのでよろしくお願いを申し上げます。 
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○９番（坪田正武君） 議長。 

○議長（山川 豊君） ９番、坪田正武君。 

○９番（坪田正武君） どうもありがとうございました。 

私が質問したい事、ほとんど今、述べられたので、ちょっと他に気になったところ

だけお尋ねを申し上げます。 

今、申し上げましたですね、空調設備が約９００万ですか、リースがあるという事

を報告ありましたけれども、私の知る限りでは、ちょうど芦原庁舎はですね、合併前

に役７千万円をかけて空調設備を更新したように私は記憶しております。 

当然、そういうものはですね、我々から見ればですね、合併前にそういう話はなく

てですね、ある意味では借金はですね、ちゃんと精算している物と思っておりました

けれども、これは毎年の予算書にも上がっておりましたけれども、このリース料が９

００万ですね、相当大きな金、等時の落札では約７千万だと私は記憶しておりますが、

これは後、何年までデスネリース料が残っているのかをお尋ねをいたします。 

それと、現芦原にいる職員数ですね、何名いるのか、公用車が何台あるのか、これ

３つをちょっとお尋ねいたします。 

○総務部長（伊藤清明君） 議長、総務部長。 

○議長（山川 豊君） 総務部長、伊藤清明君。 

○総務部長（伊藤清明君） 坪田議員の質問にお答えをさせていただきます。 

まず、リース料についてでございますけれども、リース料の根拠は、今、坪田議員

ご発言んのとおりの内容でございまして、平成１５年４月から平成２５年の３月まで

の１０ヵ年計画でございます。従いまして、残る期間は７カ年間という状況でござい

ます。 

それと職員数の状況でございますけれども、現在、芦原庁舎内には７８名の職員が

おるところでございます。 

又、金津庁舎には、現在、１０９名という事でございまして、これが来年４月には

１６７名の見込みという事で、２０名減、こういう試算をしているところでございま

す。従いまして、現在の金津庁舎からは、統合した場合は５８名の増加になるという

ように試算をしておるところでございます。 

ただ、先ほどの市長の答弁にもありましたように、芦原庁舎の機能は残す、市民課

芦原分室の機能は残すという考え方でございますと、現在の規模からいけば、プラス

５５名の増加になるというように判断をいたしております。 

又、公用車の台数につきましては、今資料を持ち合わせておりませんので、後ほど

委員会等でお答えさせていただきたいと思います。 

○９番（坪田正武君） 議長。 

○議長（山川 豊君） ９番、坪田正武君。 

○９番（坪田正武君） どうもありがとうございました。 

最後のもうひとつの質問だけ、ちょっとお尋ねいたします。 

先ほど、市長答弁にありましたですね、当該地域に窓口機能を残すということの、
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当該地域とはどういうことを指しているのかを、お尋ねするのと、膨大な資料、現に

芦原庁舎へ行きますとですね、非常にスペースは空洞が多いですけども、やっぱり相

当昔から持ってる、資料関係ですね、これは市長の先ほどの話では、そこらも含めて

金津庁舎一本化なるような対応を考えておるとの事ですが、今の状態のですね、尋ね

た人が職員の横へ言って話できるとかですね、お客さんが来ても、きれいに整理整頓

が出来てるなということが、ひとつのきれいな庁舎だと思いますので、向うの方が全

員来るとですね、当然資料は、いつも使う資料は机の脇に置くし、必要な書類はです

ね書庫に置いてですね、それを引っ張り出すんでしょうけども、ここら辺の事をです

ね、整理整頓がどのようにできるのかなと、一抹の不安があるわけで、学生一人がで

すね単身赴任といいますか、学校へ、県外へ出てますとですね、家の方は一般的な家

庭用品をですね、子に与えておるわけですけども、卒業するまでになりますとですね、

相当膨大な本人の備品がたくさん溜まります。これが社会人一人が単身赴任してもで

すね、同じようになるわけで、今現在芦原庁舎にある備品もですね、相当な数になる

し、これが円滑にですね、機能を果せるような、そういった整理整頓ができるような

機能が必要ではないかな、こんなことを思い、この合併に掲げてましたですね、行政

サービスの問題が生じないようにという事もですね、トラブルがないように、いわゆ

る先ほどの答弁では、住民説明は色んなＣＡＴＶだとか、テレビだとか、広報によっ

て了解を得るとなっておりますけれども、やっぱろ波風が立たない形でですね、円滑

な移転をお願いしたいと、こんな事を思いまして最後の質問だけをお尋ねいたします。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） 先ほどの当該施設はですね、旧芦原庁舎の事を指しております

ので、今の芦原庁舎にそのまんま機能を残しておくということでございまして、窓口

サービスあるいは、他の関係の書類発行だけでなくて、総合的に対応できる方も残す

ようなそんな事も、考えて行かなければならないかなと、又これは私の考えだけで、

きちっと詰めておりませんので、どういった考え方にするかはちょっとわかりません

けれども、そういった形で住民サービスが低下にならないような形にしていきたいと

思っております。 

それから金津庁舎に入ると全部で、大変狭くなるのではないかという質問でござい

ますが、私も今、県庁とか、あるいは国のそういうような機関に要望活動によく行く

んですけれども、国のエリアは新しいところは別としまして、だいたい狭いんですね、

県庁もせまいです。市役所、あるいは町もどこでも同じですけども、だいたい広いで

すね。だから、行政の組織が上にいくほど、なんか一人あたりの面積が少なくてです

ね、下に行くほど面積が広くなるというような、なんかそんなんで、私が今感じてい

ますのは、今の金津庁舎に全員入ってもですね、充分できるようなスペースになるの

ではないかと思ってます。 

ただ、議員ご指摘のように、書類の管理とか、そういった事は、今各自、机の横の

置いたりなんかしておりますが、そういうような事はしっかりと徹底して、いらない
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物は片付けておく、あるいは必要な物だけ出しておくと言うような形に、徹底してい

かないと管理ができないのではないかなと思います。 

そういった意味では、しっかりと職員を指導してまいりたいと思っておりますし、

庁舎統合して住民の皆さんから、サービスが悪くなった、あるいは対応が悪くなった

と言われないように努めてまいりたいと思っておりますのでよろしくお願いを申し

上げます。 

○９番（坪田正武君） 議長。 

○議長（山川 豊君） ９番、坪田正武君。 

○９番（坪田正武君） 最後ですね、あまり事を急がないで、別にタイムリミットがあ

るわけでありませんので、充分検討した形で皆さんがですね、職員の方が一番働きや

すい環境の場を作っていただくことが、一番より行政に対してですね、我々市民に対

しても行きやすい庁舎であるような、そんな配慮をお願い申し上げて、私の一般質問

を終わらせていただきます。 

どうもありがとうございました。 

 

 

◇関山博夫君 

○議長（山川 豊君） 続いて通告順に従い、７番、関山博夫君の一般質問を許可しま

す。 

○７番（関山博夫君） はい、７番、関山博夫。 

○議長（山川 豊君） ７番、関山博夫君。 

○７番（関山博夫君） 久しぶりにここの立たせていただきまして、本当に緊張いたし

ます。 

私も６月、昨年６月当選いたしまして、心改めてこの場で皆様方に私の初心、又、

質問をさせていただく事をお許しいただきたいとそう思います。 

先ほど中学校の問題がございましたが、私は２３年生まれでございまして、ちょう

ど芦原町が北潟とそして芦原と統合したとき、覚えておりますのは中学校３年生のと

きに、夏休みでございますが、椅子を持って現在、芦原小学校のある所のありました、

中学校校舎から舟津の山へ、心躍りながら、どういう友達と出会えるのかなと思いな

がら、学校へ椅子を運んだ事がございます。 

その時は今ほど情報も発達しておりませんし、いわゆる全く知らない中で統合があ

り、更に中学校へ行って北潟の人たちと交流したと、そういう覚えがあります。その

時に今聞きますと、私よりひとつ先輩の仲間は、あなた方は良かったねと、統合して

よかったね、いわゆるそういう事でですね、友達が増えて良かったね、私は良かった

なと自分で実感いたしておるしだいでございます。 

そんな中、賛成、あるいは反対、いろいろこれからもっともっと多くの議論が重ね

られていくと思いますが、私事でございますけれども、私の子供の時を振り返ります

ならば、私は友達が増える事、そして非常にナイーブであったその頃の自分の心を紐
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解きますと、友達と言うのはいわゆる、しょげた時に励ましてくれる、そういう仲間

がたくさん出きる、これは本当に励ましでございまして、くじかけた時の支えになっ

てくれる、親の変りもしてくれる、そして兄の変りもしてくれる、そういう先輩、後

輩、同輩の人達とともに学校脅教育、いわゆる中学校の時の非常にセンシブルな子供

たちの支えになってくれるんではないかなと、そのように思いますので、大きくなっ

たからどうのこうの、小さいからどうのこうの、あるいは格差がどうのこうのという

よりも、友達がたくさんできるという私はその言葉に、本当に信じております。とい

う事で前置きが長くなりまして、質問に入らせていただきます。よろしくお願いいた

します。我が市の地産地消と食育の推進についてお尋ねいたします。 

私、３つの問題を掲げてまいりました。ひとつには、我が市の地産地消と職位区の

推進についてということでございます。 

お尋ねをいたします。 

地域に埋もれている「食の名人」の発掘を行い、マイスターとして登録し生産物の

ブランド化を目指すという考えは無いのかという事でございます。 

ファーマーズマーケットが近々３月に誕生し、さらに５月から稼動するというよう

に聞いております。 

私は実際、農業生産者ではございません。しかし、このあわら市を見渡しますと、

本当に農に勤しんでいらっしゃる方、あるいは兼業されている方、そういう方々がた

くさんいらっしゃるわけでございます。 

この生産者の方々に励ましを出す為のファーマーズマーケット、いわゆる時代に即

応した事情ではないかなとそのように感じております。見渡せば、この前もセミナー

でございましたが、非常にイタリアの風景に似ている北部丘陵があるのにも係わらず、

いわゆる生産力が非常に低下している、後継者問題がある、色んな事を私は聞いてお

ります。その中でこのこのファーマーズマーケットがこれからのあわら市、ちょっと

田舎でございますけれども、光る都市としてですね存在してくる、あるいは継続して

いく、あるいは発展していく、そういう市場性を持ってるんではないかなと私はその

ように感じております。 

この取り組みが、我が市の農業に安定と供給、さらに定着し、さらには拡大してい

くためには市民全体の努力が結集する中ではないかと、農の自立とも言えるんではな

いかと、そのためには市が中核となって音頭とりとなり、経営が成り立つという目標

を持って粘り強く継続し、失敗してもめげないと、改良に改善を加えていく事ではな

いかと、いわゆるひとつの経営と全く同じ事ではないかと、私はそのように確信いた

しております。 

本当に後継者問題で行き詰まる事ではありますけれども、大変な畑作、あるいは畑

作稲作、いろいろ本当に私にはわからない事ではございますが、これから土と供に、

そして私達の世代が、団塊の世代の人たちが実業の世界から卒業し、ゆとりあるこの

あわら市の市民として、その土と供に生き抜く事、そして後継者の方々にそれを伝承

していく事、これがいかに大事な事かと私はそのように感じております。 
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更に、食育という事でございますが学校給食、恐らくこれから統合という事になれ

ばですね、又、食事において、まあ昨日ですかね、給食を食べさせていただいたんで

すが、ヘルシーメニューでですね、野菜もたっぷりありましたし、ジャガイモもあり

ましたし、おいしかった。私はこういう食に満たされている中にですね、本当にこれ

で血になり肉になり、そして元気が出てくるのかなと、そのような事も感じておりま

す。 

そんな中でですね、生産される食材が、我が市独自のオリジナル料理の中心になる、

ブランドになるという事が望まれるわけでございます。例えば、勝山には水菜があり、

｢勝山水菜｣、大野には｢大野里芋｣といったような、北部丘陵を含め、あわら市の全域

で生産される農産物が「あわら米」である、「あわら野菜」であるというようにして

誕生したならばいかがでしょうか。 

我が市独自のオリジナル料理として多くの方々、我が家で、我が村で、我が街で、

我が市を訪れる観光客の方々にも提供しようというような目標を持つ事に大きな意

味が存在するのではないかと私は思います。 

我が地域が持つ宝、「人材」「マイスター」「名人」というような称号をその方々に

ですね、いわゆる見出し付託し、料理の品評会のような、美味しい、あるいはめずら

しい、楽しい、あるいはコンテストを行い、あるいは振る舞い、我が市独自のマイス

ターという称号付託、その方々を登録し、そしてその方々の料理をレシピ化し、広く

市民全体に、また、わが市に訪れる方々に賞味していただく事、食による観光戦略は

我が市において我田引水ではないのではないでしょうか。広く農業と観光の一元化は

必ず新たな観光資源として生まれるのではないかと存じます。 

特に昨今の低迷する農業と観光の双方のコラボレーションが可能となる我があわ

ら市は、このような考え方の中に新たな光が見出せるのではないかと私は確信いたし

ております。 

さて、地産地消と食育は表裏一体であるといわれております。資料によりますと、

２００５年７月１５日には、食育基本法というものが制定されたと聞いております。

家庭や学校での食生活を改善し、国民の健康増進を目指すと供に、目的とした食育基

本法も施行されましたというように書かれております。教育基本法は国や地方自治体

に食育に関する施策の推進を義務づけ、教育家、経営者には食育の啓発を図るように

求めている。地産地消を取り入れての漁村の活性化や食文化の継承等を盛り込んでい

るのが大きな特色である。地域の素材に応じた、食育は地元で取れた農産物を食べる

という地産地消そのものである。学校給食で地産地消が推進されることになれば、子

供たちが、その地域の農業事情や食物が育つ環境について学ぶ意義も大きい物がある、

それが生産者の励みになり、地域の良さの再発見になり、地域の活性化を促す事にな

ると期待されているというように、この地方自治体の発行された文章にも係れている

わけでございます。 

ちなみに私は一昨日ですか、３月４日開かれました、農のセミナーがございまして、

そちらの方に行ってまいりました。小浜市の政策官であります、そして職のまち作り
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課長の高島さんのお話しを聞かせていただきました。本当に多くの資料をいただきま

して、本当に触れ合わせていただいたところ、私もこの農業というものと、そして我

が市特有の観光という物が非常に大きな、これからの力になるのではないかと感じて

おります。 

続けて言わせていただきます。 

さて、地産地消と食育は表裏一体でありますが、物心ついた時に味わった、おばあ

さん、お母さん達、また近所の方々、親戚の方々のお力で味わせていただいた味覚は、

又、村の食の達人達が食べさせてくれた、あの味覚は遠くに住んでいても忘れかけた

故郷の味、食材は必ず私達の心の中に生き続けております。 

鮭は育った川に必ず帰る。離れても、なお生まれ故郷を目指してくる。であります

から故郷を守り続けた人は、遠く離れた方を呼び戻す力となると信じております。 

食の伝承、そして伝統を守り、地域住民が一体となれば必ずや新たな展開が示され

るのではないかと、地域に埋もれた食の名人の発掘を行いマイスター登録し、我が市

の生産物をブランドまで発展させ、農と観光の双方の発展を目指すという考えは無い

かという事をお尋ねさせていただきます。 

第二点目におきまして、質問させていただきます。 

ＪＲ芦原温泉駅の改善、ＪＲ芦原温泉駅の改善とですね、そして湯のまち駅の空き

店舗になっております案内所、旧芦原町の時の案内所ですね。それについての質問を

させていただきたいと思います。 

ＪＲ芦原温泉駅は、ＪＲ国鉄が運行されてから県北の玄関口として旧金津からです

ね、また三国線というもが出て、今日の芦原温泉ができるに至った事は私が申すまで

もございません。 

ＪＲ芦原温泉駅は現在のあわら市誕生の市民の根底に存在する物と聞いておりま

す。同駅は市民利用者、さらには交流、またビジネスでございましょうけれども、又、

旅の始まりはこの二階の待合室から始まるという事は間違いございません。 

さて、その目的が終わり、列車で我が芦原温泉駅に到着した時に、プラットホーム

から階段を上がり、改札口を出た時、家族が出迎えてくれた時、あるいは友達であっ

たり、あるいは若い方の恋人であったり、あるいは家族であったり、その顔が見えた

時には本当にうれしいものであります。ありがたいなあと、家族はありがたいなあ、

あるいは友達はありがたいなあと、知人はありがたいなあと、そういう感謝がそこで

生まれてくる、これもひとつの感動ではないかと私はそう思います。 

さて、みなさん帰路につかれていくわけですが、そんな中、もしお迎えの方がです

ね、時間どおり到着していなかった時に、がっかりするわけですね。自分もそうでご

ざいますけれども、本当にいつ頃迎えにきてくれるのかな、不安が過ぎるわけでござ

います。 

階段を降りきってしまった。車やバスがない、もし、外には雨が降る、また雪が降

る、吹雪だった時に皆さんどうでございましょうか、多くの荷物を持ってですね、ま

た、階段の途中でですね、たたずんでいる姿、そんな事をよく目にする事がございま
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す。そんな事もよくあり、私もそのように感じておりまして、皆様方からなんとかな

らんのかというお問い合わせが、数多く寄せられてくるようになりました。 

それはなぜかといいますと、沿線の駅が近代化してるんですね、そしてバリアフリ

ー化しております。エスカレーターがあります、エレベーターがあります、そういう

物の中で私達は格差を感じているのを、私の耳に入るのかなとそんなように思ってる

わけでございます。 

我がＪＲ芦原温泉駅は市民と近隣の住民、また、さらには観光地へ訪れる方々のた

くさんの大切な玄関口であります。出発の時の二階待合室は、二階に存在するという

事はなんの不便のございませんが、しかしどうでしょうか、市民が列車で降り立った

時に、プラットホーム、階段を上がって行くと先ほど述べた事でございますが、残念

でございます。 

新幹線というものが、整備新幹線として我が芦原温泉駅に来るわけでございます。

その中で１０年間の多くの長い時間をですね、経過してくる、その間ですね、その残

念をですね、毎日１５０本の往来する列車の人達ががっかりしている、そして一喜一

憂する、そういう事を感じさせていて、果たしていいのかなとそういうように考える

わけでございます。 

足腰が弱くなった不自由な方、高齢な方、あるいは交通弱者の方､障害を持たれた

方、身重のなった方、重い荷物、土産を持って、そして帰ってこられる方にですね、

一階付近にですね、いわゆる待合があったらいかがかなと、そんな事を思ったわけで

ございます。 

時間が長くなってすみません、ちょっと端折りまして、次にあわら湯のまち駅でご

ざいますが、あわら湯のまち駅に観光客が要望する情報提供するインフォメーション

センター、ないのかなと、地域再生マネージャーという方が我々の所に、総務省から

赴任されております。 

３年という限定でございますが、この方がこれから私達と供にですね、力を合わせ

て頑張っていただけると思うんですが、そんな中でいわゆる空き店舗になった元の観

光案内所の場所が空いているわけでございますが、それらの利活用はいかがなものか

なと、そんな事でございます。 

更にですね、最後にですね、あわら市の観光マップの作成についてお尋ねをいたし

ます。 

市全体を対象とした明確にビジュアル化されたあわら市観光マップを作成される

というようなお話しはないのかなということでございます。 

我が市は合併後早２年を経過し、順調に市民の融和が計れていると思うわけでござ

います。そんな中で旧金津地区の観光資源、旧芦原地区の観光資源が未だ統合されて

ないわけですね、さらにあわら市全域に埋もれた観光資源を、市民また観光客に広く

知らしめる、知らない人に知らしめるというためには、そして前向きな可能性を軽減

する為には、あわら市全域に埋もれた宝探しをし、その原石を磨き、我が市の津々浦々

にある宝を発見するという運動は、必ずその運動、あるいは行動の結果、訪れる観光
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客のみならず、市民相互の理解と信頼を深め、市民を巻き込んだ運動になるのでは、

繋がっていくのではないかと、去年、総務相から地域再生マネージャーがこられて、

先ほども申し上げましたけれども、議会におきましても、まちづくり調査特別委員会

も設置されているわけでございます。旧両町には多くの資源が、また、先ほどのお話

しでもございますが、保存されているわけでございます。それらを紐解き、さらに広

がった地域には多くの観光になる地域の宝が存在している。それは例えば、平成の初

期にですね、こういう福井の宝捜しというような資料が福井ＪＣの方々の力によりま

して、出てきてから福井の工業と商業と、そして住民の方々だけであった物の中で、

福井の観光というものがそこで出来てきたわけでございます。 

そんなわけでございまして、ちょっと時間が係って申し訳ございませんので、そう

いう事をですねやりながら、この観光と工業、そして商業、そして市民が一丸となっ

たこの３万都市のあわら市の中に、観光というものがこの村々、津々浦々を巻き込ん

だ形での運動展開がこれから目指されるべきでないかと、そうのような事を思ってお

るわけでございます。 

多少時間が２０分ほどの話しになってしまいましたんで、こんな所で私の質問に変

えさせていただきたいと思いますので、ひとつ真摯なご答弁をよろしくお願いして質

問を終わらせていただきます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） 関山議員のご質問にお答えいたします。 

私も団塊の世代でございまして、私どももちょうど中学校が、あの当時坂井郡、み

なほとんど同じような時期に建て替えられておりますので、同じように私も、椅子を

持って、そういった移動した経験がございまして、非常に多くの仲間と親しくできて

よかったなと思っておるところでございます。 

さて、１点目の地産地消と食育の推進についてのご質問でございますが、地域マイ

スター登録制度の導入につきましては、本来の意味でのマイスター制度とは若干異な

りますが、県と協力し、各地区のアメニティ活動推進員を中心に、優れた技の伝承と

技を活かした地域づくりを目的として「むらの達人」の掘り起こしを行い、坂井地区

全体で３６人の達人を「むらの達人」として登録をいたしております。 

あわら市でも、「わら細工」をはじめ、伝承料理では「とびつき団子」や「すずめ

焼き」など１２人の達人が登録されております。あわら温泉は、温泉宿泊地であるこ

とから、多くの優れた料理人を有していることも、他の市町村に比べて恵まれた条件

にあると考えております。 

今後は、「むらの達人」や「料理人」の力を大いに活用しながら、食の面でのブラ

ンドづくりによる地域づくりにも取り組んで参りたいと考えております。 

さらに、地産地消の推進や生産者と消費者の交流拠点施設として、ファーマーズマ

ーケット「きららの丘」が５月にオープンをいたしますが、これに合わせた取り組み
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として、県やＪＡなどが生産者とタイアップして、ミディトマトの越のルビーデラッ

クスや越前柿では、冷凍あわせ柿、越前干し柿、あわせ柿のジェラートなどを利用し

た企画を進めておるところでございます。 

今後は、ファーマーズマーケットを効果的に活用するとともに、県内随一の温泉宿

泊地である「あわら温泉」を支える旅館業などの観光事業者と園芸産地の担い手であ

る生産者との意見交換会や異業種交流をさらに促進して、地産地消の推進や地域ブラ

ンドの創造に積極的に取り組んで参りたいと考えております。 

次に２点目のご質問でございますが、まず、ＪＲ芦原温泉駅の改善に関するご質問

でございますが、ＪＲ芦原温泉駅は、沿線住民や芦原温泉等の観光客が利用する主要

な駅として、昭和４０年代後半に橋上駅舎として整備され、現在は上下合わせて約１

５０本の列車が停車する嶺北の玄関口となっております。 

ご質問の駅舎１階部分につきましては、部分的ではありますが、多少の雨や雪には

耐えられる屋根が整備されております。 

１階部分への待合室の整備ということでございますが、この駅は橋上駅舎であるこ

とから待合室も２階部分に設けられております。 

市では現在「芦原温泉駅周辺整備基本計画」を策定中であります。この計画では、

新幹線駅と芦原温泉駅併設を含めた周辺の整備計画として、長野から金沢・福井間開

業を見据えた整備を予定いたしております。 

議員ご指摘の、駅舎１階部分の待合室の整備につきましては、ＪＲに対し、市とし

て要望してまいりたい考えております。 

次に、あわら湯のまち駅の利活用についてでございますが、この駅はえちぜん鉄道

芦原・三国線のほか、県内有数の観光地である東尋坊方面への路線バスの中継拠点と

して、観光シーズンには多くの観光客で賑わうなど、あわら温泉街の玄関口としての

機能を果たしております。 

しかし、当駅を拠点としていた観光バス事業者の撤退に伴い、駅舎の約３分の１、

約８０㎡が空き空間となるなど、あわら温泉の顔としてふさわしい利活用が課題とな

っております。 

このような状況から、市では、この空き空間の利用方策として、旧両町の文化や歴

史、産業などを紹介する展示ギヤラリー、伝統工芸品や特産品を販売するアンテナシ

ョップなどを設置した、観光・散策スポットとしての活用を検討いたしております。 

このほか、市内外の観光情報を総合的に提供する観光コーナーを設置し、観光案内

機能の強化を図るなど、あわら市観光の情報発信拠点としての活用も検討して参りた

いと考えております。 

次に３点目の観光マップの作成についてのご質問にお答えいたします。 

近年の旅行形態の少グループ化に伴い、観光客の観光地に求めるニーズは多様化し、

地域の人々との語らいや文化・風物、伝統行事などとのふれあい、歴史的な遺構や史

跡など、観光地としての魅力づくりが求められております。 

特に、古くから北陸道の宿場町として栄えた歴史豊かな旧金津地区の地域資源は、
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名所・旧跡の少ないあわら温泉にとって、極めて貴重で、魅力ある観光資源であると

認識をいたしております。 

現在進めております「地域再生マネージャー事業」におきましても、地域資源の発

掘は重要な業務の一つともなっており、地域の皆様にもご協力をいただきながら、計

画的に調査活動を行い、各地域の自慢の「宝」を発掘して参りたいと考えております。 

なお、この活動の成果につきましては、あわら市観光協会、芦原商工会等と連携し

て仮称「あわら歳時記」として小冊子にまとめるほか、今後のマップづくりに反映さ

せて参りたいと考えておりますのでよろしくお願いを申し上げます。 

○７番（関山博夫君） ７番、関山。 

○議長（山川 豊君） ７番、関山博夫君。 

○７番（関山博夫君） 本当にご納得させていただきまして、理解させていただきまし

た。 

最後にですね、これからですね、地方分権、そして行政改革、我が市においてもそ

の波を積極的に対応していかなければいけない時期に来ているわけでございます。 

福井新聞のですね、記事に県会の一般質問の方のお言葉の中でですね、知事さんの

質問と、８市の中でですね、言われている事を引用させていただきたいと思います。 

県と市長との新たな関係はどうなのかと、若手の坂井郡の選出の先生からのご質問

に対して、知事のお答えというのがございます。本格的な地方分権時代を迎える中、

県と市町はこれまで以上に連携を強化する必要がある。新年度からは９市８町の市町、

そして町長との定期的な意見交歓会を開くというような事が書かれております。 

この中では市長、あるいは議長がですね、そういうところに出向かれて、多くの事

を語られると存じます。そういう事はいわゆる、県、また市町の領域がですね、非常

に私達の身近に迫ってくるのかな、そういうように予感するわけでございます。 

また、もう一人若い方のご質問の中に、ブランド作りというものの質問がございま

した。本県のブランド作りの具体的な戦略はというような事でございます。その中で、

知事がお答えされたのは、なぜか長寿の知名度向上や地域ブランド創造事業の定着な

どで、ブランドを進展させる事が重要である、こういうような形で簡単明瞭ではござ

いますが、この中に多くの資源がかくされているのかなと、課題が隠されているのか

なと思います。 

私も昨年、市会議員にさせていただき、そして残りの間、この議会を通じていろい

ろ情報収集し、皆様方に情報を提供し、そしてこのお話しの活性化に寄与していきた

いと思いますので、本日の質問を終わらせていただきたいと思います。 

○議長（山川 豊君） 暫時休憩します。 

再開は１時です。 

（午前 11時 43 分） 

 

○議長（山川 豊君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

会議の前に一言、厳重に注意をいたします。 
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午前中の会議の中で、携帯電話を持ち込み禁止という事になっておりますところ、

携帯電話の着信がありました。これについては厳重に注意しますので、今後ともこの

事がないようにお願いをいたします。 

それと質問の中で、一人３問ということは４５分、３回と決めてありますので、４

回目に付いては許可しませんので、これも議員の皆さん、厳重に守っていただきたい。 

それと時間的誓約もございますので、３番目ですけれども、あまりにも前置きが長

く過ぎますので、前置きは簡単にしながら、質問の本質に入っていただきたい。 

これ３点をご注意申し上げます。 

そして、もう１点につきましては、午前中の質問の中で、向山議員の発言の中で、

牧田議員個人に関する、一部適正をかく発言がありましたので、先ほど議会運営委員

会の協議の結果、当該部分の発言を取り消す事といたします。 

議長職権でさせていただきますので、よろしくお願いをいたします。 

（午後 1時 08 分） 

 

◇八木秀雄君 

○議長（山川 豊君） それでは、午前中に引き続きまして、一般質問を開始をいたし

ます。 

通告順に従い、１番、八木秀雄君の一般質問を許可します。 

○１番（八木秀雄君） １番、八木秀雄。 

○議長（山川 豊君） １番、八木秀雄君。 

○１番（八木秀雄君） 今日、私、この芦原庁舎に来る前に、北部丘陵へちょっと車で

よりまして、そうしましたら、北部丘陵のハウスの前で、７０歳前のご夫婦の方がハ

ウスの中で作業をしてました。 

車からおりまして、私、今から北部丘陵の担い手の話をしてきますのでという具合

に、その方とちょっと会話をしてきました。そうしましたら、即座にその方は、担い

手の事で、｢八木さん、担い手というのはここで作った色んな作物が、市場で高く売

れれば、息子たちが仕事をやめてでも、この作業をするんですよ｣と答えをいただい

たような感じで参ってきました。 

そして、その通り道、そこの坂井北部丘陵から農業者トレーニングセンターの坂道

を下りてきまして、芦原庁舎が昭和５６年に出来た、この芦原庁舎を見ながら、この

芦原庁舎の事についても、今日は一般質問するんだという事で、そこで決意を新にし

て今日にまいりました。 

それでは一般質問をさせていていただきます。 

まず、金津、芦原両庁舎の統合についてです。 

市長は年頭の記者会見の中で、金津、芦原両庁舎が２００７年４月に統合する意向

を示し、合わせて市役所内部の組織再編も行なう意向を明らかにしました。 

また、今の芦原庁舎の利用、活用方法を検討する内部組織を設けると述べてます。

発表から２ヶ月たちました。その進捗状況を説明していただきたいと思います。 
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又住民の声をいつ聞き入れるかも、併せて質問をしたいと思います。 

次に、北部丘陵地担い手育成事業について、三国・あわら丘陵地営農推進協議会「農

と文化のあるまちづくり基本計画」、平成１５年３月に担い手育成事業の主な施策、

幼稚園児、小、中学生の食、農、環境学習と農業体験のできる地域ぐるみの学習シス

テムを構築すると明記してありますが、どのような活動をされているのかご質問しま

す。 

以上です。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） 八木議員のご質問にお答えいたします。 

１点目の庁舎統合に関するご質問につきましては、先ほど、坪田議員に対する答弁

の内容と重複をいたしますが、現在、統合に向け、職員の配置や組織の再編、統合に

伴う課題の洗い出しや整理を関係部署に指示をしているところであります。 

また、これらと並行して、統合後の芦原庁舎の利活用につきましても、職員からの

意見やアイデアを求めるなどの作業を進めております。 

まずは、庁舎統合の具体化を先行させて参りたいと考えておりますが、議員ご指摘

の市民の皆様の意見をお聴きする手法につきましても、利活用の調査、研究を行なう

庁内組織において、検討して参りたいと考えております。 

次に２点目のご質問にお答えをいたします。 

あわら市と三国町に広がる坂井北部丘陵地では、国営総合農地開発事業により優良

な畑地約１，０００ヘクタールが造成され、大根やスイカをはじめとする土地利用型

農業やメロン、トマトを中心とした施設園芸が盛んで、野菜、果樹の県内随一の産地

となっております。 

丘陵地の農業振興事務の共同執行を目的に組織された三国・あわら丘陵地営農推進

協議会において、丘陵地農業の目指す方向を明確にし、その基本的考え方となる基本

理念やテーマ、基本方向を定めたものが、平成１５年３月に策定した「農と文化のあ

るまちづくりの基本計画」であります。 

議員ご指摘の地域ぐるみの学習システムの構築につきましては、基本計画における

担い手育成事業の施策の一つに掲げられており、現在、その施策の実現に向け、県立

大学と連携した学習会などを実施いたしております。 

なかでも、平成１６年度から県畜産試験場を会場に実施いたしております「わくわ

く体験農場」は、協議会が中心となり、あわら市と三国町、県関係機関、花咲ふくい

農業協同組合、坂井北部土地改良区、各種農業団体や生産農家などが一体となり企画

されたものであります。 

乗馬や羊のえさやりなどの「動物とのふれあい体験」、ウインナーやバターづくり

などの「ものづくり体験」をメインとした内容で、地域資源を活用した体験メニュー

づくりや体験学習の受け皿となるものであります。 

この事業の実施にあたっては、あわら市及び坂井郡内の保育園や幼稚園、小学校の
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協力が得られたことから、昨年度は１日に約３，０００人、本年度は１日に約５，０

００人の来場者に恵まれ、多くの子供達が生き生きとした表情で動物とふれあったり、

家族が笑顔いっぱいでソーセージを作ったりと、体験学習に対する関心の高さを実感

できたものとなっております。 

今後はさらに、農業、教育、環境等に携わる関係機関や各種団体が一体となって、

地域の皆様となお一層の連携を図りながら、次世代を担う子供達の体験を通した食料、

農業、環境学習ができる地域ぐるみのシステム構築へ向けた取り組みを展開して参り

たいと考えておりますので、よろしくお願いを申し上げます。 

○１番（八木秀雄君） 再質問をいたします。 

○議長（山川 豊君） １番、八木秀雄君。 

○１番（八木秀雄君） 担い手の事についてなんですけど、各学校でおきまして、農林

水産の体験に取り組んでいるとお聞きしていますが、次世代を担う子供たちのために、

農、教育、農業教育、環境部門が真剣に連係を深めて、友好な学習システム構築を取

り組んで欲しいと思います。 

また、それに必ず実績を作っていただきたいと思います。 

それについてのご質問をいたします。 

○経済産業部長（小林幸夫君） 議長、経済産業部長。 

○議長（山川 豊君）経済産業部長、小林幸夫君。 

○経済産業部長（小林幸夫君） 八木議員の再質問にお答えいたします。 

次の世代を担う子供たちが、生涯を通じて健全な心身を養い、豊かな人間性を育む

為には子供の頃からの体験の場を通じての、食や農業への理解を深める事が非常に重

要で有効な手段と考えております。 

農林水産業を体験する事によりまして、仕事のやりがいや苦労を知り、その重要さ

を。また、料理体験によりまして、健康に対する食の重要性や食文化への理解を深め

る事を。そして、動植物と触れ合う事によって、生命の多様性とその尊さを学び、自

らが学びます。 

さらには、農林水産業を維持継続する事が、地域の環境の保護にも繋がるものと確

信いたしております。 

さらに、将来、本市の子供たちが様々な体験をきっかけとして、環境問題に取り組

んだり、自らが就農し、環境保全型の担い手となってくれたり、そしてなによりも生

命の大切さを重んじる人材の育成に繋がるものと考えておりますので、今後も農業教

育環境に携わる、関係機関や団体と一緒になりまして、地域住民との連係を深めなが

ら、地域ぐるみで体験を通じた学習システムが構築できるよう、努力して参りたいと

考えて降りますのでよろしくお願い致します。」 

 

 

◇山口峰雄君 

○議長（山川 豊君） 続いて通告順に従い、５番、山口峰雄君の一般質問を許可しま
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す。 

○５番（山口峰雄君） ５番、山口。 

○議長（山川 豊君） ５番、山口峰雄君。 

○５番（山口峰雄君） 議長のお許しをいただきましたので、５番、山口が公民館の活

動の強化について質問をさせていただきます。 

先般示されたあわら市の総合振興計画、素案でありますけれど、その中に５つのプ

ロジェクトがありますが、そのひとつに、輝く人、地域の創造プロジェクトというプ

ロジェクトがあります。このプロジェクトの基本方針として、地域コミュニティの創

造を上げています。 

この中で、地域で考え運営する拠点やしくみづくりを目指しますと述べられていま

す。この地域で考え、運営する拠点として公民館は、もっとも身近でかつ、生活に密

着した重要な拠点であります。 

この公民館は、地域の特性に合った生涯学習の中心として重要であるだけでなく、

小学生の放課後の文化、社会教育、わいわい教育とか、合宿通学、世代間交流、こう

いったものに、最近、公民館が利用されてきつつあり、すなわち、学校教育の補完的

役割が期待されております。 

このように生まれてから死ぬまで、社会教育の中心として、公民館が重要になって

きていると思います。 

そこで、現在あわら市には９つの公民館があります。そこで、職員の配置について

ちょっと述べさせていただきます。 

中央公民館、伊井公民館は館長が職員であり、主事が職員、それから管理人がひと

りずつおります。職員がひとりづつということは、兼務という事です。同じく、坪江

公民館と剱岳公民館も職員の館長、それから主事の職員、それから民間人の嘱託、こ

れはひとりずつおります。管理人といいますのは、鍵を開けるだけという事で、ひと

りずつおります。それから細呂木公民館、吉崎公民館も同じく、職員それから館長の

職員、兼務の職員と主事、それから民間人の嘱託がおります。 

また、湯のまち公民館につきましては、職員が専任の職員の館長、専任の職員の主

事、それから民間人の嘱託がおります。さらに本荘公民館は民間人の嘱託、主事は民

間人の嘱託、それから管理人も民間人で、同じく北潟公民館も民間人の館長の嘱託が

いらっしゃいます。 

それで旧金津には６館あり、芦原には３館あるという事です。こういった職員配置

でやられております。この表から、同じあわら市の公民館の中で、館長、主事が兼務

の公民館と館長、主事が専属の公民館があるという事です。 

細呂木地区を例にとりますと、吉崎公民館と兼務のために、館長の勤務は午前中は

細呂木公民館、午後は吉崎公民館に勤務となっています。ところが、以前は旧金津の

全ての公民館で民間人の館長、それから２館を兼務する市の職員の主事、管理人とい

った構成で、館長兼務している公民館は、ひとつもありませんでした。 

また、当時は館長が地元出身に著名人であったため、各種のイベント時にあいさつ
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をしたり、囲碁、将棋等の各種競技会に館長杯というものを出したりして、地区の活

動のリーダー的役割も果たしてきました。 

地区出身の館長でしたので、地区民もいろいろ相談に気軽にでき、地区の活性化に

関する意見交換や、議論なども交流も盛んでした。現在あわら市では、館長や主事に

民間人の職員を配置している公民館と、市の職員が配置されている公民館があります

と。どういう基準、どういう理由でそういう違いがあるのでしょうか。この点につい

てご見解をお聞きします。 

合併時には、合併後も以前と同じ形態にするという事を聞いておりましたが、実際

には旧金津地区の公民館は、民間の館長の代わりに市の職員となり、さらに２館兼務

という勤務対応になってしまいました。これでは時間的な制約はもとより、地域に根

ざした活動、地域の特性を利用した独自の活動ができないのではないのでしょうか。 

地域で考え運営する拠点として、公民館としては大変な後退ではないでしょうか。

地域コミュニティの創造という基本方針にも逆行しているのではないでしょうか、見

解をお伺いいたします。 

また、公民館をお世話する職員の研修、視察もほとんどなされてないようです、以

前にくらべてですけれど。平成１７年度の予算では、公民館費が１億２,５００万円

ありますけれど、公民館職員の研修については、あわら市全公民館、年間でセミナー

参加負担金が１万４千円、県公民館大会参加負担金が８千円、合計２万２千円という

ような現状です。これだけの予算では、何ができるでしょうか。何も出来ません。あ

とは、この２万２千円の残りは人件費と設備の維持管理費だけです。公民館活動の為

の費用も何もありません。現状では公民館は、クラブ等への貸館業の役割しか果たし

ていないと言わざるお得ないでしょう。何の為に公民館があるのか疑問です。この公

民館の職員も他の市町村の活動を勉強し、研鑚を積まなければ、自分の地区の活動を

指導できないし、やる気も起きてこないと思います。もっと社会教育関連の研究会、

発表会に参加させるべきと思います。 

これらについても、ご見解をお伺いいたします。 

また、本年から県から派遣されている社会教育主事、昨年から派遣されてないと思

いますけれども、スポーツ主事が引き上げられて、県からこないとお聞きしましたが、

今後の社会教育活動が、益々停滞するのではないかと懸念されます。 

この点についても、どういう対応かお聞かせ願いたいと思います。 

地域で考え、運営する拠点としての公民館、その活動を発展さ競る為には、まず 

民間人館長を各公民館に専属に配置する。できれば専属の主事を置いていただきた

いと思います。 

また、社会教育関連のセミナー、研究会、発表会にも積極的に参加させ、勉強いて

もらい、指導力を高める為の予算の付けてもらいたいと思います。そうすると費用が

かさむと言われるかもしれませんけれど、公民館費１億２,５００万円のうち、８,２

００万円、率にしまして６６％が市の職員の人件費となっております。民間人の館長

なら１年間、役００万円弱です。職員なら何百万になります。民営化すると、館長だ
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けでも民営化すれば、大変節約になると思います。 

公民館活動のこれからの強化をお願いしまして、質問を終了します。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） 山口議員のご質問にお答えいたします。 

公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、生活に即する教育、学術及び

文化に関する各種の事業を行い、もって住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化

を図り、生活文化の振興と社会福祉の増進に寄与することを目的として設置されてお

ります。 

市内の公民館は、金津地区に中央公民館以下６館、芦原地区に湯のまち公民館以下

３館の９館であります。ご指摘のように合併後の職員体制が金津地区と芦原地区では

異なっております。 

金津地区の地区館５館の館長は、市の職員で２つの公民館を兼務している関係上、

午前、午後と分けて勤務をいたしております。主事につきましても、館長と同様に２

館を兼務いたしております。 

一方、芦原地区の地区館は２館で、館長は地元の嘱託館長であり、基本的には午前

中勤務となっており、主事につきましては、嘱託職員で１日勤務となっておりますが、

これらの配置についての基準はございません。 

公民館の使用については、使用の予約申し込みをしていただいており、使用者に不

都合にならないように運営を行っております。 

なお、土曜日と日曜日につきましては、中央公民館と湯のまち公民館に、職員又は

管理人を配置して、運営にあたっておりますが、地区館につきましては、使用申請が

ある場合を除いては閉館をしているのが現状であります。 

次に、職員の研修につきましては、県内で行われるセミナー等には積極的に参加を

しておりますが、県外研修につきましては、近年は参加が少なくなっているのが現状

であります。 

今日の多様化する公民館活動やそのあり方への対応につきましては、インターネッ

トを活用した、県内外の資料の収集、活動事例などの研究に努めているところであり

ます。 

また、今後の公民館の運営、管理につきましては、議員ご指摘のように「地域で考

え、地域で運営する公民館」の一つの方法として、地元地域でつくる団体等に管理、

運営を行なわせる指定管理者制度の導入も検討して参りたいと考えております。 

この制度の導入に当たりましては、平成１８年度において、関係地区議員をはじめ

区長会や地域の皆様と協議、検討を重ねながら、平成１９年度以降、実施可能な公民

館から導入し、地域に根ざした、地域の文化、伝統などの独自性を育てて行く管理、

運営を行い、より身近な公民館にして参りたいと考えております。 

市といたしましても、地域住民サービス、市政情報等の提供など、市と地域の接点

としての機能、役割も含めた公民館にして参りたいと考えておりますので、よろしく
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お願いを申し上げます。 

○５番（山口峰雄君） 議長。 

○議長（山川 豊君） ５番、山口峰雄君。 

○５番（山口峰雄君） ただ今、ご答弁いただきまして、再度のご質問をさせていただ

きたいと思います。 

昨日の全員協議会で、行政改革大綱にも答申されておりますが、今回のご答弁で前

向きの意向が示されたと思います。 

公民館活動にも指導的役割を果たす社会教育主事、スポーツ主事が不在となった訳

ですが、人員不足により社会教育関連の住民サービスが低下する心配がありますので、

これに対する対応を、お伺いしたいと思います。 

もうひとつあります。１８年度検討して、１９年度に実施できる公民館からとのご

答弁ですが、一度に指定管理者制度の導入すると時間がかかると思われます。 

そこで、以前は館長が民間人を採用していたのでございますが、なるべく本年中に

でも実施していただきたいと思いますが、ご回答を再度お願いしたいと思います。 

よろしく、お願いします。 

○教育次長（吉村幸夫） 議長、教育次長。 

○議長（山川 豊君） 教育次長、吉村幸夫君。 

○教育次長（吉村幸夫） 山口議員の再度のご質問にお答えいたします。 

だいたいとしまして、社会教育主事の事でございますが、平成１７年度からスポー

ツ主事が配置されまして、来年度からは社会教育主事が、いわゆる配置されます。こ

れは派遣についてでございます。県の教育委員会から派遣されています、社会教育主

事が、いわゆるこんようになるわけでございます。 

社会教育の現場には、従来、社会教育主事がおりまして、現在もスポーツ課、文化

学習課には、市で要請しました社会教育主事がおります。ただ、今現在の公民館には

その講習は受けておりません。 

これにつきましては、社会教育そのものの形態が変わっております。ご存知のよう

に２０年程前、公民館を整備した頃には社会教育という言葉が使われたわけでござい

ますが、ここ数年、１０年以上でございますが生涯学習という形に変わりまして、社

会教育、公民館の活動が居良いよ専門化になってきているわけでございまして、その

使用が変わってきて、金沢大学におきましても社会教育主事の講師の数を少なくして

いるのが原因でございます。その中で研修費も減ってきたというわけでございますが、

公民館のあり方につきましては、先ほど市長が申しましたように、今後とも考えて行

く訳でございます。 

次に指定管理人制度と民間人の考えでございますが、これにつきましては来年度の

予算もありますし、現在公民館職員の中でもっともいい、ベターな、先ほども申しま

したように、人件費だけで公民館の費用が相当いってしまうのはしょうがないという

ことでございますので、もっともいい考え方を、職員の間で検討しております。 

この答えにつきましては、大変申し訳ないんでございますが、１８年度１年間を当
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てております。その事につきましてはよろしくご理解いただきたいと思います。 

以上でございます。 

○５番（山口峰雄君） 議長。 

○議長（山川 豊君） はい、５番、山口峰雄君。 

○５番（山口峰雄君） ただ今、再度のご答弁いただきまして、これから公民館という

のは、地域にとっても非常に重要なものになりまして、昔、公民館の館長が民間人の

ときは、例えばふれあい祭りとか、そういう祭りとか慰霊祭とかやっても、公民館長

が率先してやっていただけたんで、この時は非常に良かったと思ってますんで、これ

から再度、このようになって行く事をお願いしまして、これで質問を終了いたします。 

どうもありがとうございました。 

 

 

◇穴田満雄君 

○議長（山川 豊君） 続きまして通告順に従い、１６番、穴田満雄君の一般質問を許

可します。 

○１６番（穴田満雄君） 議長、１６番、穴田。 

○議長（山川 豊君） １６番、穴田満雄君。 

○１６番（穴田満雄君） ただいま議長の指名がありましたので、次の２点について質

問させて頂きます。 

まず１点目ですけれども、皆さんご存知のように福井県には、三方五湖、北潟湖の

２つの湖沼があります。その一つ、三方五湖は、昨年１１月にウガンダで開催されま

したラムサール条約締約国会議で登録されました。同条例は、１９７１年にイランの

ラムサールで採択された「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条

例」の通称で、人間を守る為に湿地を保全し、賢い利用の仕方を考えるという湿地の

「ワイズユース」が条約の精神としてあります。 

「湖を守り監視するムードを住民、釣り客へと広げていくことがラムサール条約の

狙い」との若狭町長の弁ですけれども、三方五湖においても、４０年程前は、シジミ、

ウナギ、エビ、スズキ、セイゴ等の恵みを受けていたと言います。ところが、いつし

か湖には、ヘドロが積り、汚れが目だち始め、食卓からも湖の恵みが遠ざかっていき

ました。 

又、数年前からは、ブラックバス、オオクチバスの繁殖が活発化している為、コイ

やフナ等の在来種の生殖が危機的になっていると言われております。これと同様な現

象が北潟湖にも見られます。北潟湖は、当市の北部に広がる周囲１４キロ、面積２．

７３キロの湖沼で最大幅は約１キロに過ぎません。湖水は北端で、大聖寺川の河口に

通じ、水深も最大３．５メートル、平均水深２．５メートルの浅い湖沼であります。

平均水位は、０．３メートルと海水面との差が極めて少ない為、海水の進入がみられ、

汽水湖となっておりましたが、吉崎と浜坂との間に堤防を造り、水門によって、海水

の出入りを調節した結果、淡水化が進みました。堤防築後は、コイ、フナ、ウナギ、
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ボラなどの淡水魚を対象とする漁業も盛んになってきました。しかし、生活雑排水や

農業排水等によるヘドロが積り、湖水の汚れも進み、漁業の恩恵も遠ざかってきまし

た。 

又、近年外来魚の一種であるブルーギルが繁殖し、コイ、フナの卵や北潟漁業組合

が放流した稚魚が食い荒らされる等の被害が出ています。これに対して福井県では、

平成１３年に北潟湖のブルーギル駆除に補助金を出して支援に乗り出し、また、平成

１６年度には、北潟湖のブルーギルと三方五湖のブラックバスの駆除に向けた調査を

実施していおります。 

当市におきましても、独自に昨年７月２０日に福井工業大学との間で相互協力協定

の調印をし、その中で北潟湖の環境保全に向けた共同研究や市全体の産業振興の支援

に連帯して取り組んでいくとしております。 

旧町時代には、名所造りの一環としまして、アイリスブリッジ、北潟湖畔公園、四

季の森、サイクリングロード等の事業を行ってきました。これによりまして、北潟湖

の外堀の整備は大体終了したと思われます。しかし肝心な内堀、すなわち、北潟湖の

浄化に対する取り組みは始まったばかりでございます。 

又、北潟湖畔において、毎年、花菖蒲祭、カヌー競技、観月の夕べ等のイベントも

開催されていますが、更なる盛り上がりを期待する為にも、北潟湖の透明度を上げる

のも施策の一つかと思われます。 

そこでお尋ねしますが、北潟湖へのヘドロの状況と、それを除去する取り組みはお

こなっているのか。 

２つめですが、琵琶湖を始め、日本の湖沼で淡水魚の減少が深刻化しております。

これは開発等による自然破壊ばかりでなく、ブラックバス類やブルーギルなど外来魚

の増加も大きな原因と言われていますが、外来魚の生殖状態と、駆除の方法はどの様

に行なっているのか。 

次に住民の方々が関心の強い、公有財産の管理についてお尋ねします。 

財産は、地方財政の健全な運営の上から、財源確保の手段として重要な役割を果た

すこともあり、地方公共団体の財政の需要を充足する効果の面からは、地方財政や住

民に及ぼす影響も少なくありませんので、財産の管理については、各種の規制もあり

ます。 

地方自治法第２３７条で、この法律において「財産」とは、公有財産、物品及び債

権並びに基金をいうとなっていて、地方自治法第２３８条にこの法律において「公有

財産」とは、普通地方公共団体の所有に属する財産のうち次に掲げるもの（基金に属

する者を除く）をいうとなっていて、８項目を規定しております。 

また、同条の３項では、公有財産はこれを行政財産と普通財産とに分類する。次の

４項では、行政財産とは普通地方公共団体において公用、又は公共用に供し、又は供

することと決定した財産をいい、普通財産とは、行政財産以外の一切の公有財産をい

うとあり、第２３８条の５において、普通財産は、これを貸付け、交換し、売払い、

譲渡し、若しくは、出資の目的とし、又はこれに私権を設定することができるとなっ
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ています。 

ところで、公有財産の取得、管理及び処分が適正に行われる為には、現況が明確に

記録されていることが必要です。通常この記録は財産台帳によって行われております

が、この財産台帳の記録管理は、どの様にしておられるのかと。 

二つ目ですけども、公有財産の旧慣使用とありますが、この公有財産の旧慣使用と

は、あわら市の一部の住民が市制施行以前について有している特別の使用権です。こ

れは自治法２３８の６に規定されておりますが、この様な財産があるのか否かをお尋

ねします。 

３つ目ですが、土地保有のうち、５年以上のものを塩漬け土地といわれております

が、これに該当する割合と地価落下による含み損はあるのかをお尋ねして、一回目の

質問を終わりたいと思います。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 
○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） 穴田議員のご質問にお答えをいたします。 

１点目の北潟湖の浄化対策でございますが、北潟湖は、観音川その他の排水路等か

ら生活雑排水や農業排水等が流入し、湖底には多量の窒素、リンを含む有機汚泥が堆

積をいたしております。その結果、湖水の汚濁が進行し、市の水質検査では、富栄養

化項目である全窒素、全リンについては、環境基準値を超えている状況にあります。 

北潟湖の水質改善を図るため、あわら市と美浜町及び若狭町で構成する「三方五

湖・北潟湖水質保全対策協議会」を通じ、湖底堆積物の除去について県へ要望書を提

出し、平成４年度から国庫補助事業による、浚渫事業を行っております。 

この事業は、平成４年度から平成１３年度において、最も汚濁が著しい最上流部の

小牧から塩尻橋までを実施し、面積６万３千㎡で約４万３千㎥の浚渫を行ないました。

引き続き平成１４年度からは、塩尻橋から昭和橋までの浚渫事業に着手し、平成２２

年度までに、約４万４千㎡で３万１千㎥の浚渫を行なう計画となっております。 

この事業の実施により、富栄養化項目でわずかながら減少傾向が認められ、一定の

効果が現れており、今後とも県に対し、事業の継続を要望して参ります。 

しかし、湖沼の水質浄化対策として最も重要なことは、発生源対策であります。下

水道への早期接続や水田へ勘考性肥料、有機肥料の使用促進等を図り、水質汚濁の防

止に努めて参りたいと考えております。 

次に、外来魚のブルーギルの生殖状況と駆除方法についてでございますが、ブルー

ギルやブラックバスは、もともと北アメリカ大陸の川や湖に住むものでありますが、

近年は日本各地で確認されており、県内の川や湖にも生息していることが確認されて

おります。 

北潟湖でも昭和４５年頃からブルーギルが見られるようになり、その数は年々増加

し、コイやフナの稚魚や卵などを食べられるという漁業被害が出てるようになってお

ります。 

このため県では、平成１３年度から「外来魚緊急駆除対策事業」を実施し、北潟漁
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業協同組合が行なう駆除事業に対して補助金を交付し、外来魚の駆除に取り組んでお

ります。 

捕獲状況は、年々減少傾向にあることから、平成１３年度以降の生息の増加は抑制

されていると考えられますが、県では平成１６年度から４カ年で「外来魚対策調査事

業」に取り組み、外来魚の分布状況や生態を調査し、効率的な駆除方法についての検

討、開発を行なうことになっております。 

次に２点目の公有財産の管理についてのご質問でございますが、市有財産の管理に

つきましては、法令の定めによるほか、あわら市財産管理規則による、事務の適正化

を図っております。 

財産管理に関する事務は、行政財産については当該財産に係る事務、又は事業を所

掌する課長等が、普通財産については監理課長が行なうことと定められております。 

ご質問の公有財産台帳は、各事業を所管する課が備え、適正に管理するものですご

ざいますが、合併後の財産が膨大化し、従前のような紙ベースによる管理では掌握が

難しくなったため、正確かつ効率的な運用を図るため、データの電子化やシステム化

を目指し、現在、台帳の精査、整理作業を行っているところであります。 

次に、旧慣使用の財産についてのご質問でございますが、旧慣使用権は、明治２２

年の旧市制町村制施行以前からの慣行として、一部の住民に保障された公法上の権利

であります。 

調査をした限りでは、市有財産において旧慣使用権の存在は確認いたしておりませ

んが、今後十分な調査の上、対処して参りたいと考えております。 

次に、塩漬け土地の割合と含み損についてのご質問でございますが、塩漬け土地と

は、土地開発公社が、土地を購入したまま用途が具体化されず、自治体が引き取れな

いまま５年以上経過した土地のことを、いつしか「塩漬け土地」と呼ぶようになった

ようであります。 

本市には土地開発公社はございませんが、「塩漬け土地」に類似するものとして未

利用地がありますので、未利用地の状況について申し上げます。 

土地開発基金で取得した土地が３カ所、普通財産では宅地で７カ所、面積にして８，

８１３平方メートルであります。この未利用地のうち、５年以上未利用となっている

ものの割合は、約５３．４％となっております。 

また、含み損についての考え方でございますが、公有財産は主に事業目的に基づき

取得するものであり、この未利用地については、財政事情等による事業未実施の状態

ということで、売却益に結びつくものではないと考えております。 

参考までに、平成８年度に取得したＪＲ芦原温泉駅前周辺の土地については、取得

価格と平成１７年度固定資産評価額との割合において約２０％の下落となっており

ます。 

よろしくお願いを申し上げます。 

○１６番（穴田満雄君） 議長。 

○議長（山川 豊君） １６番、穴田満雄君。 
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○１６番（穴田満雄君） 今の市長の答弁で、だいたい概要は理解できたんですけれど

も、私、頭が悪いもんですから、もうちょっと市長、あるいは他の部長に答弁してい

ただきたいと思います。 

まず一つ目ですけれども、北潟湖浄化対策についての中の、北潟湖のヘドロの状態

なんですけれども、今、市長の答弁ですと、平成４年度から１３年度、それから平成

１４年度から２２年度と、こういう浚渫の事業をやっていますと、そんな中での項目

では減少の傾向にありますよと、これ私は大変結構な事じゃないかと思うんです。で

すけれども、国庫事業としてやってくれているんですが、その北潟湖、湖全体にどれ

くらいのヘドロがあるかと、そういう調査をしてあるのかどうかと、それから富栄養

化項目だけじゅなしに、透明度はそれによって増してきているのかと、これ２点につ

いて、ひとつお願いしたいと思います。 

○市民生活部長（山田重喜君） 議長、市民生活部長。 

○議長（山川 豊君） 市民生活部長、山田重喜君。 

○市民生活部長（山田重喜君） 穴田議員の再度の質問の件でございますが、北潟湖の

ヘドロの状態でございますけれども、約７０センチあるように聞いております。従い

まして、それに面積をかけていただければ量がが出るのではないかと思います。 

２点目の透明度でございますけれども、事実、計っているわけでございますけれど

も、少しずつ、ヘドロを除去した関係上、良くなってきております。 

以上でございます。 

○１６番（穴田満雄君） 議長、１６番、穴田。 

○議長（山川 豊君） １６番、穴田満雄君。 

○１６番（穴田満雄君） 今の質問に対して、三回目の質問をします、再々質問をしま

す。 

理事者側はそれなりの、北潟湖の湖水をきれにしてやろうと、住民のみなさんにや

ね、きれいな北潟湖を見ていただこうと、こういう気持ちは当然持っておられるだろ

うと思います。 

そうすれば、そんな中で、色々な情報収集も私これ、必要じゃないかと思うんです

ね。今の答弁ですと、もう少し突っ込んだ答弁がいただけるのではないかと思ったん

ですけれども、悲しいかなそういう答弁じゃなかったので、再々質問としまして、先

ほどの三方五湖の例も上げましたけれども、三方五湖では、私の調べたところにより

ますと、ＥＭ菌、これは乳酸菌や酵母菌などの微生物の事でございますが、これは浄

化作用があってやね、その水質改善効果にも繋がっていきますと、こういうような情

報を得ています。 

それで、三方五湖の住民は平成１６年度に、このＥＭ菌を使った団子ですね、団子

を１万個投入したと、そうしたら浅い部分から徐々に透明度が増してきましたと、こ

ういうような情報を持ってるんですけれども、この他にですよ、もし理事者側で、透

明度を増す、ヘドロを減らす、こういう情報を得ているんでしたら紹介かた、お願い

したいと思います。 
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○市民生活部長（山田重喜君） 議長、市民生活部長。 

○議長（山川 豊君） 市民生活部長、山田重喜君。 

〇市民生活部長（山田重喜君） ただ今の北潟湖の水質浄化問題でございますけれども、

確かに穴田議員ご指摘のですね、三方五湖等につきましてはＥＭ菌で浄化をしている

と、しかしながら、かなり予算も係るような事も聞いております。 

今後につきましては、こういう事もやっていきたいと思っております。 

尚ですね、北潟湖の浄化につきましてはですね、いわゆる浮き礁、葦を植えたやつ

で浄化しておりますし、また、観音川流域、北潟流域につきましては、三方五湖・北

潟湖水質対策協議会の中で、椰子の実の石鹸を配ったりですね、あるいは台所の三角

の水切りコーナーを配布いたしまして、浄化活動に啓蒙推進しているところでござい

ますので、ご理解を賜りたいと思います。 

以上でございます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 
○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） ＥＭ菌の話が出ましたけれども、私も先ほど申し上げましたよ

うに、三方五湖と北潟湖の水質協議会に出ておりまして、ＥＭ菌のお話をいろいろと

聞いておりますけれども、県はＥＭ菌の効用を認めていないんですね。というのは県

が実験したところでは効果が顕著に現れていない。一つは透明度が、団子を入れる事

によって、結局沈殿する為の時間がかかったりしてですね、透明度が悪くなるという

ような事がひとつ上げられておりますし、その団子そのもののいわゆる、色んな物が

含まれておりますので、それが返って悪い状況になるっているようなお話しを聞いて

おります。 

ただ、生物はその中に色んな生き物が、長いこと生きれるというんですか、そうい

うような事で、生物に対する効果はあるのではないかという事で、私も関係の皆さん

からちょっと進められておりまして、書類等もいただいておりまして、担当課の方で

ＥＭ菌に関する勉強をして欲しいと、こういう具合に今、指示を出しております。 

それらで、一度あわら市として取り組むべき物としてですね、担当課から上がって

くれば、ぜひ検討していきたいなと思っておりますけれども、今は調査の段階でござ

いますので、また、色んな事を調査しながら今後、生かしていきたいなと思っており

ますので、よろしくお願いを申し上げます。 

○１６番（穴田満雄君） 議長。 

○議長（山川 豊君） １６番、穴田満雄君。 

○１６番（穴田満雄君） 今、市長から前向きな答弁、ありがとうございました。 

ひとつ、そういう努力方、よろしくお願いします。 

次ですが、今度は外来種の一種である、ブルーギル、これについてお尋ねしたいと

思います。 

○議長（山川 豊君） 穴田議員、３問目です。１問について、１回目と１、２と。 

○１６番（穴田満雄君） それでは、次、保有財産の管理についてお尋ねします。 
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先ほどの市長の答弁ですと、データの電子化やシステム化を目指して、台帳の整理

作業を実施していますとこういう事ですが、財産台帳は公有財産の取得、あるいは管

理、処分等に伴い、その増減等の状況及び管理、運用の状況が常時、的確に把握され

ている物だと私は理解しております。 

それで、この作業をするに当てってどれくらいを目途に置いているのか、ひとつお

答え願いたいと思います。 

○総務部長（伊藤清明君） 議長、総務部長。 

○議長（山川 豊君） 総務部長、伊藤清明君。 

○総務部長（伊藤清明君） 質問にお答えさせていただきます。 

いわゆる公有財産の整備につきましては、担当を預かる管理課が所管で進めておる

わけでございますけれども、ご案内のように昨年、本年とＧＩＳ事業も完了したとこ

ろでございます。 

これと併せました台帳整備をということで、管理課が検討やっておりますので、終

了時期ははっきり申し上げられませんが、議員ご発言のご趣旨の台帳整備は、急ぐ必

要がございますので、それを含めまして担当課で早急にやるように指示して参りたい

と思いますので、ご了承賜りたいと思います。 

○１６番（穴田満雄君） 議長。 

○議長（山川 豊君） １６番、穴田満雄君。 

○１６番（穴田満雄君） 今、部長の答弁ですと、なるべく早くやりたいと、こういう

答弁をいただきました。 

やっぱり公有財産の台帳と言いますとやね、市民の皆さんの財産ですから、財産管

理、これ的確にしていただきたいと、こういうように思います。 
次は旧慣使用の財産、これは先ほど市長の答弁の中では、今まで調べた結果、あり

ませんでしたと、こういう答弁でしたけれども、更なる調査をしていただきたいと、

こういうように思います。 

それから、答弁の中で公有財産は主に事業うんぬんとありましたけれども、公有財

産でもやね、今さら市長にこんな事言うのは誠に失礼に当たるかもわかれませんけれ

ども、行政財産と普通財産に分けられると、先ほど市長が答弁されたのは、恐らく行

政財産の事を言っているんじゃないかと思います。 

私の考えているのは、普通財産の処理について私はそういう意味で質問しておりま

す。それで、この普通財産も経済的価値を発揮するために、収益財産とその他の財産

に分けられると、私調べたらこういうようなもんもんが書いてありました。 

そこで、平成１６年度の決算書なんですけれども、これを見てやりますと財産に関

する調書の中で、公共用財産、山林、貸し付け財産、その他となっておりますけれど

も、このその他というのは何を指しているのかという事と、それから、これからあわ

ら市も行政改革の大綱も出来ましたし、これから財政難の折から、普通財産もやね､

必要以外のやつは、私はどんどん処分していくべきだと、こういう考えを持っており

ます。 



 

81 

ですから、普通財産の中でも、今言いましたように収益財産とそうでないもの、そ

の他の財産の区別はすでに出来ているのかと、これについてお答え願います。 
○総務部長（伊藤清明君） 議長、総務部長。 

○議長（山川 豊君） 総務部長、伊藤清明君。 

○総務部長（伊藤清明君） 今、決算書を持っていないので、区分けは何とも申し上げ

られないんですけれども、質問の後段にありますように、普通財産といわゆる行政財

産との区別は明確にしているつもりでおります。 

ただ、本市の普通財産にはいわゆる寄付を持って受け付けた財産がありますので、

これらについては、いわゆるかなりの年度が経った土地がある状況でございますので、

後ほどまた、資料等でお示しをしたいと思います。 

 

 

◇橋本達也君 

○議長（山川 豊君） 続きまして通告順に従い、２１番、橋本達也君の一般質問を許

可します。 

○２１番（橋本達也君） 議長、２１番、橋本。 

○議長（山川 豊君） ２１番、橋本達也君。 

○２１番（橋本達也君） ２点質問をいたします。 

まず、第１点目は、地域防災計画の策定について質問をいたします。 

合併後２年が経過したにもかかわらず、いまだにあわら市の地域防災計画が策定さ

れておりません。この間、豪雨による被害はあったものの、災害対策本部を設置すべ

き状況には至りませんでしたが、これは幸いというべきであります。 

地方自治体がおこなうべき行政サービスは多岐にわたりますが、市民の安全を守り、

危機に際して的確な対処を図ることは行政に課せられた最も重要な責務であるはず

であります。 

ここで、近隣市町のふたつの例をあげます。まず丸岡町では、非常事態に際しプー

ルの水を浄化して、飲料水に転換する装置を設置しております。大事なのは、このよ

うな装置の是非云々ではなくて、非常事に備えて平穏時に対策を講じるという意識が

あるかどうかではないでしょうか。 

もうひとつの例は、福井市では自然災害や武力攻撃、伝染病などさまざまな危険へ

の対応を示した「福井市危機管理計画」の原案がまとまったとのことであります。こ

れは災害対策基本法、国民保護法のほか、法規定のない危機事象も対象とする行動計

画であり、自助、共助、公助という概念を導入して、市民と地域や企業、そして行政

との連携をうたったものなっているそうであります。 

以上のような自治体に比べ、この２年間の本市の対応には危機管理意識が欠如して

いるのではないかとの印象がぬぐい去れません。まず、この件ついての理事者のご認

識を伺います。 

２年前、合併と同時に制定された「あわら市防災会議条例」は、市長を会長とする
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防災会議をこの３月までに開催することを予定していると考えます。なぜなら、同条

例の第３条７項において、防災会議委員の任期は２年と規定していながら、附則２に

おいて同条の規定にかかわらず、委員の任期は平成１８年３月３１日までという経過

措置が規定されているからであります。 

したがって、附則２の反面解釈から、同条例が求める防災会議の期限内開催に違背

しているのが現状と考えます。今まで防災会議を開催しなかった理由と責任について

ご答弁を求めます。 

この防災会議が作成すべき「あわら市地域防災計画」がいまだに策定されていない

状況は市民にとって不幸であるばかりでなく、明確なマニュアルのないままに危機対

処行動を強いられる職員にとっても不安であるはずであります。 

早急な防災会議の開催と計画の策定を強く要望いたしますが、この対応についての

ご答弁を求めます。 

次に雲雀ヶ丘寮の特養、すなわち特別養護老人施設の増床計画について、質問いた

します。 

雲雀ヶ丘寮において特養４０床の増床計画があるとのことでありますが、坂井地区

広域連合における、第三期介護保険計画の施設整備計画からすれば、これは極めて異

例といえます。なぜなら、１８年度から２０年度までの３年間で坂井地区における特

養計画ベッド数が全体で４０床だからであります。 

この増床計画について市長は従来から熱心であったと聞きおよんでおりますが、そ

れは雲雀ヶ丘寮の民営化問題と関係があるのかどうか。いいかえれば、あわら市の公

的施設として増床が必要とお考えなのか、あるいは民営化のための条件整備としての

必要性を重視しておられるのか、その理由についてご答弁を求めます。 

さて、特養のベッド数が保険料に反映する金額が大きいことはつとに指摘されてい

るところであります。第二期までの計画では、ベッドがひとつ増えるごとに保険料が

約２０円高くなる計算になると聞いておりました。第三期計画ではそこまでにはなら

ないと思いますが、今回はどの程度になるのかご答弁願います。 

ところで、私はひとつの危惧をいだいております。それは介護保険広域連合が解体

し、あわら市が単独で保険者になる可能性であります。特に、坂井市が誕生すること

で広域連合内でのあわら市の立場が相対的に低下することを考えると、その可能性を

どこかで考えておくべきではないでしょうか。 

仮にそうなったとすると、特に特養ベッド数のあわら市内での増加は、将来の財政

や市民の保険料負担に大きな影響を及ぼすことが推測されます。そこで、あわら市が

単独で保険者になったと仮定したときに、特養４０床の増床が保険料の増加およびあ

わら市負担の増加に及ぼす影響をそれぞれ金額で示されるよう求めて、質問を終わり

ます。 

○総務部長（伊藤清明君） 議長、総務部長。 

○議長（山川 豊君） 総務部長、伊藤清明君。 

○総務部長（伊藤清明君） 第１点目のご質問は、担当部の私からお答えさせていただ
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きたいと存じます。 

一昨年の福井豪雨、台風２３号そして新潟県中越地震と、立て続けに日本列島を襲

った大規模災害により、全国的に防災意識、危機管理意識が大きな高まりを見せてお

ります。 

無論、市といたしまして、これらの重要性は、十分認識をいたしておるところでご

ざいます。 

本市にも被害をもたらした平成１６年１０月の台風２３号の際には、いち早く災害

対策本部を設置し、被害状況の把握、情報収集に努めるとともに、関係地区の避難場

所を開設し、避難勧告等も発したところであります。 

しかし、議員ご指摘のように、合併後の新市建設を進める中において、防災対策、

危機管理対策への取り組みは、必ずしも十分ではなかったと感じております。このこ

とが新市の地域防災計画策定の遅れにもつながったのではないかと感じております。 

県内の例をみますと、福井市は言うに及ばず、他市においても、地域防災、危機管

理対策を専門とする部署やグループを設置し、専任職員を配置いたしております。 

今後は、本市におきましても十分な体制整備を検討し、積極的な取り組みを行って

参りたいと考えております。 

次に、防災会議に関するご質問でございますが、あわら市防災会議条例附則第２項

の経過措置につきましては、委員の任期について、この会議の委員の構成上、年度単

位での委嘱、又は任命を行なうことが適当であるため、特例措置を設けたものであり

ます。このような規定は、他の附属機関におきましても委員任期の特例措置として定

められているものであります。 

すなわち、この規定が任期内での会議開催を義務付けているものではございません

が、ご指摘のように、これまで会議を開催しなかったことは、決して好ましいことで

はございません。これまでの防災対策、危機管理対策への取り組みと合わせて、反省

をすべき点であると考えております。 

また、地域防災計画につきましては、現在、県当局とも協議を行いながら策定作業

を進めておりますが、平成１８年度の早い時期には防災会議に諮問をし、１８年度上

期内には策定の予定といたしておりのでよろしくお願いを申し上げます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 
○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） ２点目のご質問にお答えいたします。 

雲雀ヶ丘寮の増床につきましては、平成１２年の介護保険制度がスタートした時点

より要望していたものであり、４０床を増床することにより、経営上の安定を図るも

のであります。 

当施設に養護部門も備えており、特養施設と養護施設の両部門一体での施設運営で

あるために、特養施設の４０床増は是非実現したいと考えております。 

また、この増床計画は、旧金津町時代からの計画事業であって、施設の民営化問題

とは直接関係ないものであります。 
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次に、特養ベッド数の１床当たりの介護保険料についてでございますが、広域連合

においては、第３期の計画の中で、認定者の増及び地域支援事業の創設、施設整備の

充実の中では、特養施設４０床、地域密着型施設５８床の増床を見込んでおり、介護

老人福祉施設で１９円、介護老人保険施設で２０円の増となる試算をいたしておりま

す。これにより、介護保険料も基準額３，６００円から３，９００円に引き上げの予

定となっております。 

次に、介護保険広域連合が解体し、あわら市が単独で保険者になる可能性があると

いうことでございますが、そのことについては、現在の管理者会では全く議題に上が

っておりませんし、話題として取り上げられてもおりません。 

一般的には、様々な分野において広域的に事務処理を行なうほうが効率的にもベタ

ーであると考えております。 

また、４０床増床につきましては、仮に増床をしなくても、他の地域に４０人が入

所されても負担額が増加いたしますで、地元施設の４０床増床により、現在のあわら

市の待機者１２０人が、優先的に緩和されるメリットの方が大きいと考えております。 

なお、単体保険者となった場合の試算でありますが、平成１６年度広域連合の決算

における人件費等を除く介護保険給付費総額は、１５億８，６００万円となっており、

あわら市が４０床を確保した場合には、１床当たりの単価、２３万５，１７０円でご

ざいますので、総額１億１，２８０万円の純増となります。 

負担割合は１２．５パーセントですが、事務経費の負担増を考えますと介護保険料

及び市の負担額も大幅な増になると考えられます。 

現在においては、広域連合の解体は全く想定いたしておりませんので、事務局とい

たしましても単体の保険の試算は行っておりませんので、よろしくお願いを申し上げ

ます。 

○議長（山川 豊君） 暫時休憩します。 

開会は２時４０分から開始します。 

（午後 2時 30 分） 

 

○議長（山川 豊君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 2時 41 分） 

 

◇大下重一君 

○議長（山川 豊君） 通告順に従い、３番、大下重一君の一般質問を許可します。 

○３番（大下重一君） 議長、３番、大下。 

○議長（山川 豊君） ３番、大下重一君。 

○３番（大下重一君） それでは、私の方から質問をさせていただきます。 

長期財政計画についてのご質問になります。 

２月２８日の全員協議会にて、私たちは初めて長期に渡る財政計画というものを、

担当課からしっかりと説明をしていただきました。 
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それによりますと、平成１８年度においても２億円の債務負担行為は、借り替えざ

る得ない。平成２１年、３、４年先からは歳出と歳入が返り、いわゆる歳入を歳出が

上回るってくるというような状況について説明をしてもらいました。 

ならばどういった対策をというような案として、自主財源の確保に、いわゆる都市

計画税なる物を導入、あるいはゴミ袋の値上げ等、公共料金そのものを上げざる得な

いと、そういった形を取りながら、歳入と歳出のバランス、いわゆる均衡を図ってい

かなきゃならないんだというような説明でありました。 

そういった内容を捉えて、翌日の福井新聞ではこんな記事が記憶に残ったんですが、

合併効果以上に目立つ財源不足による苦心のやりくりというような事で、当市の財政

状況を解説してありました。 

私も議員になりまして、これで８ヶ月目になろうかと思うんですが、市当局は必ず

事あるごとに、とにかく財源がないというようなお話しも聞いておりまして、まだ合

併３年目を迎えるという段階でありながら、この知らされた財政状況、後々のシュミ

レーション、合併１年目から合併１５年目までの状況を聞かされ、目の当たりにした

時、大変だなと、誠に大変だなという思いと同時に、この３万１千人のあわら市が、

本当に頑張って、生き残って、勝っていけるのかと、そんな思いをもったわけです。 

そこで、その時の財政課の説明と重なろうかと思うんですが、この現状を捉えて、

このあわら市のリーダーである松木市長は、この市の運営をいかに図るべく対策を練

っておられるのかについて、お考えを聞かせていただきと思います。 

それに加えて、市民への情報公開は、あるいは市長の説明責任はいかに図るのか、

これも併せてお聞きをしたいと思います。 

それに重ねて、先ほどから中学校統合問題というのが大変大きな当面の問題ですが、

この状況の中で今、説明会あるいはあわら市の広報等で情報公開されてますのは、統

合の新築か、あるいは２校の新築かという、両方新しく建てるという話しばかりが先

行しているように思います。 

これほど財政が厳しいのならば、１５年先がしっかりと捉えきれないのであれば、

なぜ両中学校の改修、いわゆる補修といいますか、リフォームといいますか、そうい

った物が議論として上がってこないのかと。 

先日提出された教育厚生委員会からの資料によれば、どう見ても改修補修が理にか

なった対応のように、私は思えてならないわけです。 

これについても、お考えを聞かせていただきたいと思います。 

以上、第一回目の質問を終わります。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 
○市長（松木幹夫君） 大下議員のご質問にお答えいたします。 

先般の全員協議会で申し上げましたとおり、今後のあわら市の財政状況は非常に厳

しいものとなっております。 

しかしこれはあわら市だけでなくて、全国自治体どこも同じでございまして、そう
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いった中で本市の財政計画につきましては、当初、新市の建設計画の中でお示しいた

しましたが、その後の三位一体の改革に伴う国庫補助負担金の廃止、縮減、地方交付

税等の大幅削減に加えまして、人口減少あるいは固定資産税の評価替えに伴う影響等

によりまして、地方交付税や市税の伸びが期待できないなど、社会情勢や国の政策変

更に伴い大きな差異が生じてきております。このため、財政の見通しはこれらの変化

に対応すべく、その都度見直しを行なわなければならない状況となっております。 

このような中で、平成３０年度までの今後のまちづくりにつきましては、議員ご承

知のとおり課題が山積をいたしております。特に中学校の整備事業、金津・三国線の

道路整備事業、嶺北金津消防署の老朽化に伴う改築、国営・県営かんがい排水事業の

負担金をはじめ、本県が進めている北陸新幹線開業に合わせた駅舎や広場の整備、跨

線橋の嵩上げ工事等の大型プロジェクトが予定されております。 

このような財政環境の中で、現状のままで推移した場合、平成２０年度には財政調

整基金も底をつきまして、今後１０年間に約１１億円の累積赤字が発生するものと予

想されております。 

このことから、人件費の抑制や事務事業経費の削減、特別会計の採算性向上による

繰出金の抑制、市税の収納率向上をはじめ、上水道、下水道使用料、保育料などの公

共料金の適正化、新たな税源の確保等、行財政改革を強力に推し進めることで毎年度

の赤字額を解消し、これら大規模事業推進ための財源を確保するとともに、優先度に

応じた施策の取捨選択が重要となってまいります。 

このように、今後のあわら市の効率的なまちづくりの推進には、市民の皆様のご理

解とご協力が不可欠なものとなります。このため、策定中の総合振興計画に掲げた事

務事業を推進するに当たっては、本市の財政状況を適宜市民の皆様に公表し、優先度

に応じた施策の取捨選択を行い、次代に誇れるまちづくりを推進して参りたいと考え

ております。 

次に、中学校建設に係る事業費等についてでございますが、これまで両中学校建設

の場合と統合中学校建設の場合の事業費と財源比較を試算してご説明をいたしてお

ります。また、一昨日から開催いたしております住民説明会では、芦原中学校の改築

と金津中学校の校舎の耐震化、体育館の大規模改修に係る事業費と財源試算につきま

しても比較表をお示しして、説明をいたしております。 

議員ご指摘の両中学校の大規模改修につきましては、過日の教育厚生常任委員会協

議会で耐震補強工事と大規模改修工事については、詳細な設計などは行っていないた

めに、仮の数字として国の補助限度額を基本に算出した試算表で、ご説明申し上げた

ところであります。 

これらの改修に係る事業費試算額は、改築事業費に比べて、大幅に少ない金額とな

っており、これに伴う市の負担額も少ない金額となっております。しかし、地方債や

合併特例債の充当、その後の交付税算入額を考慮いたしますと、改修事業は改築事業

に比べて、国の助成が少なく、財政的には非常に不利な事業であります。加えて、大

規模改修に係る工事期間を考えると、この期間の教室の確保や騒音対策に係る授業方
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法等について、大きな支障や困難性が危惧される状況であります。 

さらに、建物本体の耐用年数を考慮することも極めて重要であります。耐力度調査

により、建物自体の強度が建設時の５０％以下に落ちていることが判明している芦原

中学校はもとより、同時期に建設された金津中学校につきましても、仮に耐震化工事

をした場合でも耐用年数を迎える１０年後には、さらなる改築事業に着手する必要が

あるものと考えております。この時期には、合併特例債の充当期限も過ぎており、改

修事業に充当した地方債の未償還金もあることなどから、財政状況からも容易には改

築できないと考えておりますので、よろしくお願いを申し上げます。 

○３番（大下重一君） 議長、３番、大下。 

○議長（山川 豊君） ３番、大下重一君。 

○３番（大下重一君） 中学校の二中の改修の件でございますが、私の教育厚生委員会

でおきまして、いろんな資料を出していただくんですが、極端な言い方をしますと日

替わりに資料が、どんどん変わってくるような気がしてならない事が実はあります。 

今の大規模改修に係わる、この支障、問題点ですね、工事機関の騒音や教室の確保

とか、あるいは耐用年数、今補修をしても耐用年数１０年後には改築事業に入らなけ

ればならないと、これはどういった根拠で、誰がどのように言った事なのかという事

も含めて、実はお尋ねしたいところですが、これは教育厚生委員会において詳しく議

論をさせていただきたいなというように思います。 

そこで、長期財政計画の中でですね、いよいよ３月２０日に９万５千人の坂井市の

誕生という事に相成るわけですが、地域自治区なるものがどのように機能するのかと

か、いろんな疑問とあるいは期待感とあろうかと思うんですが、これはですね、大変

大きなライバルの出現かと。 

実はどちらにしましても、今後、都市間競争、いかに秀でた自治体になっていくか

という事が、我々が担っていく命題だというように思わざる得ないんですね。 

北を見れば７万７千人の加賀市、南を見れば坂井市の９万５千人と、それであわら

市の３万人のこの市が、どう生き抜いて、勝ち抜けるのかというのが大きなポイント

になってくるかと思うんですが、ただ坂井市にいかに競い合って勝って行けるかとい

うような事になった時に、長期財政計画の中にうたわれている、例えば都市計画税に

しても、公共料金のアップにしてもですね、市民、あるいは住民個々に負担増、いわ

ゆるサービス料金をアップして行くことになれば、当然のごとく坂井市はいったいい

くらなんだ、あわら市はいくらなんだというような話しになっていくように思います。 

どんどんどんどん、安易に財政でないところは市民に付けようというような構図に

なる事は、大変危険なように思うわけで、新に求められるのは人口約３倍になります

かね坂井市は。その大きな税収基盤を抱えている坂井市の水準に、いわゆるサービス

料を劣らないものとして、あわら市の市民に提供する、こういった任務といいますか

責務をこのあわら市でがんばりつづける以上、持たざる得ないという事になると思い

ます。 

市長にお聞きしたいんですが、住民負担増に走らない税源基盤の喪失、昨今も福井
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市の市長選がありまして、坂川勝氏が福井市の市長としてなりました。道州制をにら

んで、あるいは中核市をにらんで、政令都市をにらんでという話しの中に、いわゆる

地域力をどう上げるのかというような話しがありました。 

一方、高木文同氏は負けましたが、県都１００年計画とうたって戦ったわけですが、

松木市長がこの舵取りの中でですね、あわら市の今後の舵取りの中で、財政はどんど

ん無くなる、人は減る、そうしたらどんどん合理化だと、二つあるものひとつにまと

めて行こうじゃないかと、そんな話しばかり今のところは、残念ながら私は聞こえて

こないような気がします。 

先般の国勢調査でも、坂井市、いわゆる丸岡、春江、坂井、三国町の各人口はです

ね、合計をして１,２３９人増加しているが、一方であわら市は残念ながら、１,０９

８人の減少を見てしまったと。この隣接する二つの市で、方や増加、方や減少という、

これを目の当たりにする時にも、よっぽどがんばってですね、人口増加なり、企業誘

致して行かなきゃ、ただただ住民にどんどん負担を重ねて行くという事では、我々の

責務を果せないのではないだろうかというように思って仕方ないところです。 

そこで改めて、坂井市の誕生に併せてですね、あわら市の独自性をどう確立して行

き、都市間競争に望むおつもりかというところを、市長の熱い思いをひとつ、語って

いただきたいというように思います。 

重ねて、情報公開の事も先ほどちょっと触れさせてもらいましたけれども、私はな

ぜ、この情報公開が大事かといいますと、住民にどんどんどんどん負担するというこ

とになれば、いわゆる受益者負担、この考え方にどんどんどんどんなっていこうとす

る形であると思うんですね。 

そうしたら余計に住民に、なぜこうなのか、こうしなければならないために、どう

負担をお願いしたいという事は、しっかりと丁寧な説明が必要だというように思うわ

けです。 

ですから、今後のあわら市の舵取りと、その中に併せて、今後の説明会と説明責任

をどう市長は望んでいかれるおつもりなのか、これについてご答弁をいただきたいと

言うように思います。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 
○市長（松木幹夫君） 大下議員の再度のご質問でございますが、大変漠然としたとい

いますか、ご指摘でございますが、私が今考えてる事を申し上げたいと思います。 

これからの、合併後の都市間競争というのは、議員ご指摘のように益々厳しくなる

ものと思っております。お隣の加賀市、あるいは坂井市だけでなくて、やはり全国の

各氏町村と競争する事になろうかなと思っております。 

そういった中で、先般発表されています、例えば行政コストですね、一人当たりの、

住民一人当たりの行政コストで、人口が５千人以下の町村では約１０６万円、それか

ら３万から４万が私どもの市でございますけれども、ここの市でだいたい３６万円、

一人当たり。それから１０万以上の市になっても３３万円という事でございます。従
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いまして、お隣の例えば坂井市が今、９万３千人になりますけれども、そんなに安い

といえば１割弱ですね、うちよりもコストが安くなるという事でございますが、その

くらいは充分、あわら市がいわゆる行財政改革を徹底してやって行けばですね、充分

それに対抗できるような数値でございまして、あわら市が２年先駆けて合併して、今

中学校を統合する、あるいは行財政改革、今年、市の行政改革大綱も今、議会に提出

をいたしているところでございますけれども、そういった事を５年間で徹底してやれ

ばですね、充分今の他の市町村と対抗出きるものと私は確信いたしております。 

ただ、その行財政改革ばっかりを進めていてもですね、実際にもっとたくさんの人

口が増加って事が、議員ご指摘でございますので、それに対して市としてどういう具

合に取り組んでいくかという事が、非常に重要でございます。これにつきましては、

昨日の穴田議員のご質問にもお答えいただきましたように、やはり何といいましても

住民の皆さんが住みよいまちづくり、それがやはり基本かなと思っております。 

その他にやはり、もう一方では働く場所としての産業の活性化、その中には工業が、

金津では非常に盛んでございますので、企業の誘致とか工業を更に発展させていくっ

てこと、それからあわら温泉、観光は非常に大きな、旧芦原町の大きな目玉でござい

ますので、これについても市が積極的に取り組んで、全国からたくさんのお客さんに

きていただく、そういった下地作りしていく事が極めて重要かなと思います。 

又、両方にあります商業のそういうような活性化についても、これは商工会を中心

にして、又やっぱり、ぜひそういうような活性化を図っていくように、ＴＭＯの導入

とか、そういった事も検討して行きたいと思っております。 

又、両町にまたがるいわゆる農業ですね、北部丘陵地もございますし、大きな水田

もございます。こういった中でも、やはりパイプラインは非常にお金が係ります。又、

土地改良もお金がかかりますけれども、やはりそういった中でもですね、市としても

しっかりと産業の基盤、農業の基盤を築いていくためにも、これから投資していかな

ければならないと思っております。 

そういった事を併せてやればですね、必ずや先に明るい物が見えてくる物と私は思

っております。そのためにも、今、庁舎の統合、あるいは中学校の統合、各施設の統

合というものは必要なものは落として、皆さんで使っていただくというような形にし

ながらですね、魅力的なまちづくりをして行けばですね、必ず先が見えてくるのでは

ないかと思っております。 

ちょっと余談になりますけれども、この間、坂川氏が当選されまして、道州制の相

手としてですね、坂井市あるいは永平寺町を掲げてございましたが、私は将来的には

そういった可能性もきわめてあるものと思っております。ただそれがいつの時点で来

るかどうかわかりませんけれども、その間にあわら市としてはきちっとした体制を作

ってく事が極めて重要であると思うんです。 

自治区として残る為には、それだけのきちっとした基盤がなければですね、自治区

としては残っていけないと。今、お隣の坂井市は５年間の自治区でございますので、

きちっとした自治区で、将来がずっと残っていけるものとは違うわけですね、将来的
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に例えば道州制が導入された暁には、例えばそういうような事が標榜できるような時

代が来るものと思っております。それまでにはしっかりとした、この嶺北の拠点をで

すね、魅力あるまつづくりにしてですね、やっていく事があわら市の今の立場ではな

いかと思っております。そのためにも市民の皆さんに無理なお願いを今している部分

もあろうかなと思っておりますけれども、そういった事をぜひご理解をいただいて、

取り組んでまいりたいと思っております。 

又、情報公開につきましては、適時、色んな形でさせていただいております。あわ

ら広報紙も出しておりますし、又、ケーブルテレビ等でもお話しをさせていただいて

おります。又、インターネット上でもいろんな情報を公開をいたしておりますし、又、

私はどこでも｢おでかけトーク｣という形で、皆さんとひざを交えてのお話しもさせて

いただいておりますので、できるだけそういった事を頻繁にしながら、地域の皆様方

にあわら市のおかれている状況と、又、住民の皆さんの声が市政に反映できるような、

そういったものにしていきたいと考えております。 

○３番（大下重一君） 議長。 

○議長（山川 豊君） はい、３番、大下重一君。 

○３番（大下重一君） ご答弁いただきまして、初めて私、市長の言葉の中から、ずい

ぶんと先の展望に繋がるのかなというような思いを聞かせていただきました。 

そこに向う手法という事になると、まだまだ私自信が納得できるところと、賛同で

きるところと分けられるかなと思うんですが、どちらにしても都市間競争の中で、こ

の金津、芦原両地域のふるさとを愛して積み上げてきた人たちがですね、その後もい

かなる道州制がこようと、やはりこの地域に誇りを持って生きていけると、やってい

こうという気概を生み出すには何が必要かとなった時に、若干これは意見になります

が、中学校というのは地域の拠点として置いておくべきというのが、私の思いでもあ

ります。 

これで私の質問を終わりますが、私ども市会議員としても市民への説明責任という

のが、大変重いものがございます。ぜひ、一体となって私たち議員が率先して市民の

中に入っていって、情報公開する、市民の意見を吸収して行政に、あるいは議会にお

願いをして反映していく必要があろうかと思いますので、ぜひ新しい市が出来まして

も、あわら市としての存在意義をしっかり見出だしてがんばっていただきたいと思い

ますし、又私もしっかり頑張っていきたいと思います。 

どうもありがとうございました。 

 

 

◇山川知一郎君 

○議長（山川 豊君） 続きまして通告順に従い、４番、山川知一郎君の一般質問を許

可します。 

○４番（山川知一郎君） 議長、４番、山川。 

○議長（山川 豊君） ４番、山川知一郎君。 
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○４番（山川知一郎君） 当面する市政の重要な課題について質問をいたします。 

まず、中学校の建設問題でございます。 

今日、午前の牧田議員の質問、又今の大下議員の質問と若干だぶる点もあるかと思

いますが、確認の意味も含めて質問をさせていただきます。 

市長は、昨年１２月議会で金津、芦原両中学校統合の意向を正式に表明されて、一

昨日から住民説明会を開いておられますが、なぜ統合となったのか、この間の経過と

理由について改めて伺いたいと思います。 

まず、教育長に伺いたいと思います。 

この問題について昨年、検討委員会が設けられ、５ヶ月にわたって審議をしたけれ

ども１つの結論にはいたらず、両論併記の答申が出されました。答申を受けた教育委

員会は、たった１回の会議で統合という結論を出して市長に報告したと、聞いており

ますが、教育委員会はどんな議論をされ、どういう理由で統合と言う結論になったの

でしょうか。また、議論は十分に尽くされたのでしょうか。 

統合すれば、県下１のマンモス校になります。今でも、両中学校ともいじめや非行、

不登校が発生していると聞きますが、これらを無くしていくには今のままより、統合

の方がよいのでしょうか。 

私はこれらの問題行動が発生する、大きな原因は授業がわからない、従って学校が

おもしろくないという所にあると思いますが、どの子にもわかる授業をし、しっかり

とした学力をつけていく、一人ひとりの子供の持っている個性をのばし、いわゆる落

ちこぼれを無くしていくのにも、教育観点から考えて、統合の方が良いとお考えなの

でしょうか。その理由をお聞かせください。 

聞くところでは、教育委員会は教育的理由ではなく、市の財政事情を考慮して「統

合やむなし」の結論を出したと言われておりますが、財政は市長が考えることであっ

て、教育委員会は何よりも子どもの教育を第一に考えねばなりません。もし、言われ

ているとおりであれば、これは教育委員会の使命を放棄したものといわざる得ません。 

教育長の明快な答弁を求めるものであります。 

次に、２校改築と統合の場合の事業費の比較が発表されております。これについて

市長にお尋ねいたします。 

統合中学校の用地造成費は９億３千万円とされておりますが、どこに、どれだけの

広さのものを造成するのでしょうか。またその用地買収単価はいくらと想定されてい

るのでしょうか。さらに、用地造成費も含めて統合中学校の総事業費は５５億円とさ

れていますが、大きさ、構造、資材等はどのように想定してこの金額を出されたので

しょうか、お答えいただきたいと思います。 

こういう細かい事をお尋ねするのは、今説明会でも広報でも発表されております、

この事業費の数字自体が、私はかなりいいかげんではないかと思えてならないからで

あります。 

また、統合中学校建設の場合、解体工事費は、芦原中学校の分しか事業費の表には

計上されておりませんが、この理由は何でしょうか。 
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また、統合した場合、通学にはスクールバスが想定されていますが、その費用は現

状と比較してどうなるでしょうか。 

私は統合ではなく２校存続を強く求めるものでありますが、市の説明でも、芦原中

改築と金津中改修が財政的には最も負担が少なくてすむとなっております。 

先ほど大下議員も言われましたが、市の財政状況を見れば、教育環境の格差是正な

どと言っていられる状況ではありませんし、教育は入れ物、校舎で決まるものではあ

りません。 

当面の財政危機を乗り切るためにも、一人ひとりの子どもに行き届いた教育をと願

う多くの市民の声に応えるためにも、統合ではなく、芦原中改築と金津中改修を直ち

に実行されるよう求めるものですが、市長の見解を伺いたいと思います。 

二つ目の問題は、障害者の自立支援についてでございます。 

障害者への支援については、今年４月より、今までの支援費制度に替わって、障害

者自立支援法に基づく対応が求められることとなりますが、多くの障害者は、果たし

て安心して支援を受けられるのか大変な不安を抱いております。 

そこでまず、あわら市内の障害者の実態と対応について伺います。 

市内在住の障害者、身体障害者、知的障害者、精神障害者に分けて、その数、障害

の程度、そして収入や介護の必要度など生活状況はどうなっているでしょうか。 

また、障害者にサービスを提供する事業所の充足度や、経営状況はどうなっている

でしょう。これからはサービス利用にかかわる障害程度区分認定や支給決定、利用料

減免の事務手続き等は、かなり専門性が求められると同時に、障害者自信の意見が反

映されることが必要と思いますが、職員の配置も含め、市の対応は十分に整備されて

いるのでしょうか。 

また、この４月からの新制度の周知はどこまで進んでいるのでしょうか。さらに、

「地域生活支援事業」の実施計画や「障害者福祉計画」の策定はどこまで進んでいる

のでしょうか。 

新制度では、障害者福祉サービスの利用料負担が大きく増え、障害者自信では、負

担できないことが予測されますが、市独自として負担軽減措置は考えておられるでし

ょうか、伺います。 

第三の問題は、特別職の報酬と退職金の問題についてでございます。 

私は昨年、９月の議会でもこの問題を取り上げましたが、９月議会で申し上げまし

たように、退職金についきましては、福井県市町村職員退職手当組合がその事務を行

なっておりますが、この退職手当組合は、今までの負担率と支給率のままでは、平成

２４年には財政が破綻するとの予測から、この程、特別職の支給率１０％引き下げる

と同時に負担率の引き上げを決めたとのことでありますが、これによって当市の特別

職の退職金の支給額はいくらになるでしょうか。また、この事によって支給額は減り

ますが、市からの負担額は今まで以上に、かなり増えると思われますが、負担額は総

額はいくらになり、今までと比較してどうなるでしょうか。 

今回の改定によっても尚、特別職の報酬と退職金は高すぎると考えます。一般職の
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給与が引き下げられている折、特別職の報酬等も引き下げるべきと考えますが、市長

の見解をお伺いいたします。 

また、退職手当組合議会は首長だけで構成されており、かねてより、お手盛りとの

批判がありますが、自治体議会代表や職員代表も入れるべきと考えますが、この点に

ついても市長の見解を伺いたいと思います。 

まず、第一回の質問を終わります。 

○教育長（児島博光君） 議長、教育長。 
○議長（山川 豊君） 教育長、児島博光君。 
○教育長（児島博光君） 声がちょっと悪いんで、ちょっと声がガサガサになりますけ

れど、よろしくお願い致します。 

まず、山川議員のご質問にお答えをいたします。 

中学校の建設問題は、合併後のあわら市の最重要課題であり、芦原中学校の単独改

築とするか、金津中学校との統合新設とするかを早期に決定することが人用で必要で

あります。 

このような中で、中学校建設という教育環境の整備について検討するため、昨年７

月に「あわら市中学校建設検討委員会」を設置しました。１１月までに５回の委員会

を開催しまして、生徒の学習面や施設整備の経費面など多くの問題についての検討を

いたしました。そして、１２月１日に検討委員会から教育委員会に報告書が提出され

ております。 

教育委員会は、この間、検討委員会に合わせて協議会を開催しました。検討項目や

検討委員会の協議状況について、その都度検討を行ってきました。 

また、報告書につきましても、検討委員会の報告書の案の段階から、原案までの説

明を受けまして、協議を行ってきました。報告書の提出後も、２回、協議会を行ない

ました。 

これらの協議、検討を重ね、メリット、デメリットなど多くのことを総合的に勘案

し、一日も早く統合中学校を建設し、あわら市の統一した新しい特色ある教育を進め

ることが最も重要であるとの結論いたしました。 

なお、市長へは１２月５日に報告書を添えて、検討いただきたいと、いう旨の報告

を教育委員会より市長に提出しました。これは１２月５日でございます。 

さらに、１２月９日には、早期に統合中学校を建設したいとの市長の意向を受けま

して、緊急に教育委員の協議を１２月９日に開催しました。そして、委員一人ひとり

に、統合中学校建設の意思確認を行っております。 

私たちいたしましては、数回に渡って、その都度、協議会等を開催しましたので、

十分議論は尽くされたと思っております。 

ご理解のほど、よろしくお願いします。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 
○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） 山川議員のご質問にお答えいたします。 
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中学校建設の事業費につきましては、両中学校建設の場合と統合中学校建設の場合

の財源比較表をお示ししておりますが、その中の統合中学校建設に係る用地造成費は、

９億３，０００万円と試算をいたしております。その内、用地取得費は、４億円を見

込んでおり、面積は５万平米を予定しているものであります。建設位置につきまして

は、統合中学校を建設することに決定した後において、検討すべきものと考えており

ます。 

また、建設工事費や附帯設備費、備品購入費、施工管理費につきましては、合併前

の芦原町時代に実施設計がなされた芦原中学校の設計額をスケールアップして算定

したものであります。なお、これらは、あくまでも現時点での試算上の数字でありま

すので、ご了解をお願いいたします。 

金津中学校の解体工事費につきましては、将来的に何らかの活用ができればとの考

えから、これらの試算からは除いております。 

次に、通学方法についてでございますが、統合中学校を建設することになれば、ス

クールバス等による通学の利便性を図ることも必要であります。 

しかし、建設場所が確定していない時点の試算は極めて困難であり、建設場所の候

補地選定が検討されることとなった時点で検討すべきものと考えております。 

次に、２校存続の要望につきましては、２つの中学校の教育環境の格差是正や今後

の生徒数の動向、さらには、市の財政事情などを総合的に勘案した上で、先の１２月

議会で、統合中学校の建設が現時点でのよりよい選択であると申し上げたところであ

ります。 

また、先に開催された全員協議会で、長期財政計画等の説明を申し上げましたが、

中学校建設には合併特例債を最大限活用して教育環境の施設整備を図るほか、学習面、

学校運営面などを考慮し、早急に最適な教育環境を確立することが重要であると考え

ております。 

なお、議員ご指摘のとおり芦原中学校は改築、金津中学校は耐震化工事のみとした

場合の市の負担額は、統合中学校の市の負担額に比べて若干少なくなるものでありま

す。しかし、金津中学校舎の耐用年数を考慮した場合には、約１０年後には改築事業

に着手する必要があり、結果的には統合中学校建設が最良の選択であると考えており

ます。 

２点目のご質問にお答えいたします。 

まず、あわら市の障害者の状況等でございますが、障害者数は、身体障害者１，５

２０人、知的障害者１９１人、精神障害者１９０人で、このうち重度と判定される障

害者は、１，１０１人となっております。 

障害者の収入や介護の程度に関しては、台帳等において個別の管理は現在のところ

行っておりませんが、入所や在宅福祉サービスの申請時において、受給者ごとに面談

し、所得状況や障害年金の有無のほか、サービスの要否について聞き取り調査を実施

いたしているところであります。 

次に、市内の福祉サービス事業所の状況でございますが、入所のための施設が、身
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体障害者施設１カ所、知的障害者施設１カ所であり、通所の施設は、知的障害者施設

２カ所、精神障害者施設１カ所であります。また、在宅者のためのデイサービスやシ

ョートステイなどが各事業所で運営されているほか、グループホームも６カ所利用さ

れております。あわら市以外の障害者施設等を利用されている人も多く、現在入所希

望者の待機者もいないことなどから、充足度は高いものと考えております。 

次に、障害程度の認定についてのご質問でございますが、入所者についてはこれま

でどおり入所判定により認定されますが、障害者自立支援法の規定により、在宅者が

福祉サービスを利用する際には、いわゆる障害の等級とは別に６段階の障害程度区分

の認定が必要となっております。 

認定に際しましては、面談などでの聞き取り調書による１次判定の後、認定審査会

での判定が必要となります。この認定審査会は、障害者自立支援法に規定されており、

判定医を中心に構成し設置するものであります。 

なお、利用料の決定につきましては、４月の更新に向け、現在個別面談を行い、聞

き取りによる調書を作成いたしております。この中で収入状況等も調査をいたしてお

りますので、これにより利用料の決定と低所得者の利用料の減免を決定し、通知する

ための事務を進めているところであります。 

利用者への周知につきましては、現在実施している個別面談において十分に説明を

行っているところであります。今後は、市広報に掲載するなど、さまざまな機会をと

らえて周知に努めて参りたいと考えております。また、制度のスムーズな運営が図ら

れるよう、県においては市町村の職員及び事業者の職員に向けた学習会とケアマネー

ジメントなどの研修が行われているところであります。 

計画の策定につきましては、あわら市では平成１８年度において策定委員会を設置

し、地域福祉計画の策定を予定いたしております。この計画には、障害者基本法に定

める障害者福祉計画も含まれておりますので、福祉サービスの必要量の見込みなどの

数値目標やご質問の地域生活支援事業についても盛り込んで参りたいと考えており

ます。 

なお、新制度における負担軽減措置につきましては、障害者自立支援法でも規定さ

れていることから、現在のところ市単独での負担軽減措置は検討いたしておりません。 

次に３点目のご質問にお答えをいたします。 

退職手当組合では特別職の退職手当支給率を本年４月から１０％引き下げるとと

もに、負担金率につきましては、平成１９年４月から１５％を３２％へ引き上げる予

定となっております。このことにより、あわら市の場合、退職手当支給額は、市長が

１，９２２万４千円、副市長が９０７万２千円、教育長が５１８万４千円で、従来よ

りそれぞれ１０％の減となっております。また、負担金の総額は、平成１９年度から

は、８４０万９,６００円となり、４４６万７,６００円の増額となります。 

次に、特別職の報酬等について申し上げます。 

特別職の報酬等の改定に当たりましては、あわら市特別職報酬等審議会の意見を聞

くことが条例で定められております。 
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先月から当審議会が数回開催されており、去る３月６日に答申を受けたところであ

ります。この審議の中では、県内の市町村や全国の同規模市との比較をはじめ、慎重

な審議を重ねた結果、首長など三役については、概ね妥当との協議をいただいており

ます。 

なお、議員の報酬についてはかなり低額となっているため、引上げが相当との答申

を得ております。これらのことから、市長等の給与につきましては、現在のところ見

直しは考えておりません。 

次に、退職手当組合議会の構成について申し上げます。現在組合議会議員には、い

ずれも各市町村長が充てられております。 

現在私は、組合議会議員ではございませんが、県内市町村で合併が進む中、組織の

見直し等が行われ、次回の議会から新たに組合議員として参画することになっており

ます。 

組合議会の中で今後の議会のあり方について、議員ご指摘のようなご意見も申し上

げて参りたいと考えておりますので、よろしくお願いを申し上げます。。 

○４番（山川知一郎君） 議長。 

○議長（山川 豊君） ４番、山川知一郎君。 

○４番（山川知一郎君） まず、中学校の建設問題についてですが、先ほどの教育長の

説明を伺いましたが、経過はだいたいわかりましたが、私が申し上げました教育的に

考えて、統合するほうがいいという理由については何もおっしゃらなかったように思

いますが、その事について再度、答弁を求めたいと思います。 

それから、今の説明会で示されている、広報にも載っていますが、事業費の問題で

すが、今市長は統合の用地については５万平米、約４億円と言われました。 

この表で両中とも改築の場合、金津中学校の改築費というのは、芦原中学校の改築

費を生徒数で割って、金津中学校の生徒数をかけて、約４０億と出したというように

説明をされていると思いますが、そういう同じ手法でいきますと、統合中学校の事業

費５５億円というのが、生徒数からいくと非常に低すぎると、ですからこの５５億と

いうのを出された根拠は何かというのが、今のご答弁でははっきりいたしませんので、

再度、この点について答弁をいただきたいと思います。 

○教育次長（吉村幸夫君） 議長、教育次長。 

○議長（山川 豊君） 教育次長、吉村幸夫君。 

○教育次長（吉村幸夫君） 山川議員の再度の質問にお答えいたします。 

第一点としまして、教育委員会のいわゆる統合にした判断という事でございますが、

教育委員会はいわゆる報告書に基づきまして、メリット、デメリットが報告されてお

りますので、それを判断しましてされたものと思います。と申しますのは、山川議員

はこの経過はわかったという事でございますが、２００４年１２月に市長が統合も視

野に入れたいという事で、検討委員会は７月に発足しております。その間、半年ある

わけでございますが、この間、教育委員は真摯なご意見を述べております。 

当然、市の財政の事は考えておりますが、教育委員は議会でも同意を得た委員さん
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でございますし、識見の豊かな方ばかりでございます。その中で検討委員会にいたる

までに、メリット、デメリットというものにつきまして、充分協議させています。 

ただ、ここで記録が無いという事につきましては、大変申し訳ございませんが、そ

の間、協議会という形で、じゃあそれでは検討委員会という形に持っていって、その

所をいっぺん、意見を聞こうという形でなったわけでございまして、それが報告書に

なったわけでございます。 

その報告書にある、メリット、デメリットを考慮しまして、教育委員会として判断

したわけでございます。これは事務的な報告でございます。 

次に学校の試算が高いというわけでございますが、確かに高いといわれればそうか

もしれませんが、これが実際の設計の時に安く上がれば一番いいわけでございますが、

先ほど申しましたように、人口比とそれに現在の、金津中学校、芦原中学校とは少し、

いわゆるグレードが高いという形は表現が悪いんですが、グランドにしましても、そ

の他の施設につきましても非常に大きく取っております。さらに、基本的は校舎、体

育館、そういったものにつきましては、芦原中学校で試算したものの１．８倍でござ

います。 

その他の造成費とか、その他の諸経費につきましては、いわゆる仮試算したわけで

ありまして、これが５５億になったわけでございますが、これにつきましては将来、

実際の段階になって、低くなればこれまた幸いじゃないかと思っております。 

以上でございます。 

○４番（山川知一郎君） 議長。 

○議長（山川 豊君） ４番、山川知一郎君。 

○４番（山川知一郎君） 私の質問の仕方がまずかったかもしれませんが、統合中学校

の建設費５５億は、私は低すぎるのではないかと。芦原中学校が３０億かかると、改

築すれば、そして金津中学校の改築費は、芦原中学校の３０億を芦原中学校の生徒数

で割って、そして金津中学校の生徒数を掛けたら、だいたい４０億になると、そうで

あれば統合中学校は両方の中学校を合すわけですから、同じ計算方法でいけば、私に

言わせれば統合中学校は７０億にならなければならないんではないかと、それを５５

億と見積もった根拠は何かと。何か都合のいいように、低くしているのではないかと

いう事でございます。 

それから、市長は先ほど、説明会でも言われておりますが、芦原中学校を改築して、

金津中学校を改修するのが一番財政の持ち出しが少ないと、これは認めておりますが、

金津中学校を改修しても、１０年ぐらいで改築が必要になるというようにおっしゃっ

ておられますが、私はこの根拠も非常に曖昧ではないかと、一般的な耐用年数でいっ

ておられると思いますが、私はこの問題をきちっと科学的な診断に基づいて判断すべ

きであると、そのためには早急に金津中学校の耐震診断、また体力度測定ですか、そ

ういうものをやって、本当にどれだけ持つのかというような事、それからどれくらい

の耐震改築工事が必要かと、そこをやらなくてですね、１０年でだめになるというの

では、ちょっと納得できないというように思います。 
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その点について、再度伺いたいと思います。 

○教育次長（吉村幸夫君） 議長。 

○議長（山川 豊君） 教育次長、吉村幸夫君。 

○教育次長（吉村幸夫君） 山川議員の再度のご質問にお答えいたします。 

大変、解釈が間違いまして申し訳ございませんでした。 

何度も申し上げておりますように、この学校の試算につきましては、先般、全員協

議会でこの中学校説明会の資料をお渡ししたわけでございますが、これに基づきます

資料が、１０ページが根拠でございます。 

これに至るまでの積算につきましては、私ども事務局で行なっております。何べん

も申し上げますように、きちんと釘一本から積み上げられた芦原中学校の校舎、体育

館、そういったものが建設に対するスケールアップでございまして、約１．８倍を見

込んでおります。 

用地造成費とか敷地等につきましては、先ほど市長が申し上げたとうりの単価でご

ざいます。その他、取り壊し料とか諸経費につきましても、一部庁内の設計技術者が

おりますので、そういった方に見積もらせた金額でございまして、見積もり方が大雑

把と言われますと、非常に申し訳ないんでございますが、この数字につきましては、

統合中学校の方向と、二校にした場合の統合中学校にかけられる費用とした、だいた

いこの程度だろうという事務局の提案が、このまま数字に上がってきたわけでござい

ます。 

それ以後に、きちんとした物を作れと申しますと、基本構想から入りまして、専門

家に入らなければ、委託するわけでございますが、それなりの費用がかかります。そ

ういう検討をされるんでしたら、今後の課題とさせていただきます。 

次に、金津中学校が改修しても１０年後には直さなあかん、これは科学的根拠がな

いと、大変そのとおりでございますが、一般的に鉄筋の建物は耐用年数は５０年であ

ります。この間、金津中学校につきましては大規模改修もしておりますが、同時期に

建てられた芦原中学校では、いわゆる申しておりますように、体力は落ちております。

金津中学校につきましても同じ時期に作られておりますので、これはあくまでも予想

でございますが、同じような、同様の結果が出てくるのではないかと思います。 

金津中学校につきましては、そんなものではない、もっときちんとした科学的な根

拠に基づいて、１０年後が２０年になるんじゃないかというような事でしたら、これ

につきましても今後の課題とさせていただきますが、色々な検討をいただいている中、

そういった面で費用をかけるわけでございますが、それにつきましても今後の課題と

させていただきますので、よろしくお願い致します。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 
○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） 芦原中学校が改築して、金津中学校は耐震化工事のみした場合

には、統合中学校を建てたときと金額は２３億と２１億で１億ちょっと安くなるとい

う事でございますが、これは金津中学校の校舎は、ただ耐震をするだけで、校舎その
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ものはきれいにならないんですね、だから、その片方と片方は大変、最新の中学校に

歴然としてなるわけです。今、丸岡中学校の丸岡南中学校のように、冷暖房の完備し

た素晴らしい中学校が建つわけです。片方はただ耐震の調査だけをしてですね、それ

の補強をしただけでですね、子供たちはそれで我慢しなければならないわけですね。

だから歴然とした教育環境格差があるわけです。その辺を十分考えていただかないと、

改修をしますよというのは、すべてリニューアルしてきれいになったと、議員はイメ

ージをされていますけれども、そうでは全くないという事です。 

だからその辺を良く考えてもらわないと、安くなったからといって、ずっとこちら

の方が立派なものが建って、改修になってるとう事とは違いますので、その辺だけ認

識していただきたいと思っております。 

○４番（山川知一郎君） 議長。 

○議長（山川 豊君） ４番、山川知一郎君。 

○４番（山川知一郎君） 今の次長の答弁は納得しがたいところですが、統合の場合に

は金津中学校は解体しないという一方でいってるわけですね。何に使うかかわかりま

せんが。これは引き続き、何かに使うという前提に立っているわけですね。この試算

の場合には、片一方ではもう１０年しかだめなんだと、これはちょっとおかしいので

はないかと。 

いずれにしても、早急に耐震診断はやる必要はあるわけで、耐震診断をいつやるの

か、明確にできるだけ早くしていただきたいという事を申し上げておきます。 

では２つ目の問題、障害者の問題について再質問させていただきます。 

先ほどのご答弁で、実態はかなりわかりましたが、障害者が自立して生活するため

には、障害者雇用の確保と支援の拡充が必要であり、「障害者の雇用の促進等に関す

る法律」では、国、地方公共団体、民間企業に対して障害者雇用率を定めて、障害者

の雇用を義務付けています。この法律によれば、地方公共団体は２．１パーセント、

５６人以上の従業員を抱える民間企業は１．８パーセント雇用しなければならないと

定められています。あわら市の状況および市内の民間企業の障害者の雇用状況はどう

なっているかをお知らせいただきたいと思います。 

○福祉保健部長（清水芳文君） 議長、福祉保健部長。 

○議長（山川 豊君） 福祉保健部長、清水芳文君。 

○福祉保健部長（清水芳文君） ただ今の山川議員のご質問にお答えをさせていただき

たいと思います。 

あわら市役所の状況でございますが、これは保育士等の現場職員ちょっと除いてご

ざいますけれども、市長部局におきまして２２２人のうち、２名、０．９パーセント

の雇用率でございます。それから、教育委員会部局、８９名でございますが、そのう

ち２名、２．２５パーセントの雇用率という具合になっているところでございます。 

それから市内の民間企業の状況でございますけれども、残念ながらあわら市内の状

況については把握いたしてございません。しかしながら、三国公共安定所の調べによ

りますと、これは春江町を除くわけでございますが、常時５６人以上の雇用の企業の



 

100 

中では、３９社、８９人の１．２９パーセントという具合になってございます。 

また、常時雇用、３０人以上に下げますと、８９社という具合に伸びてきまして、

１２６名、１．４２パーセントという具合になっているところでございます。 

大変申し訳ございませんが、あわら市内の状況については、そういう事でございま

すので、把握してございません。よろしくお願いしたいと思います。 

○４番（山川知一郎君） 議長。 

○議長（山川 豊君） ４番、山川知一郎君。 

○４番（山川知一郎君） 今のお答えですと、あわら市自体も法律に定められた、守ら

れていないと、市内事業所については掴んでいないという状況でございます。 

私はぜひとも法律で定められた、少なくとも法律で定めれれた障害者雇用は、ぜひ

実行をしていただきたいと思いますし、障害者が本当に安心して暮らせる為に、市内

の民間企業に対しても、この法定雇用率を守るようにですね、積極的に指導をお願い

をいたしたいというように思います。 

答弁は結構でございます。 

３つ目の特別職の報酬、退職金の問題について、再質問いたします。 

今議会開会の前日、特別職の報酬審議会が議員報酬の大幅引き上げの答申を出され

ました。 

先ほど、市長の答弁でありましたように、市長ら特別職についての報酬については

何ら触れておりません。 

私は、連日、中学校建設についての説明会で、市の財政が如何に大変かを力説して

いる中で、答申のこのような大幅引き上げについては、とても市民の理解は得られな

いと考えております。 

私は報酬引き上げは断固反対するものでありますが、なぜこの審議会で、市長らの

報酬については諮問もされておらず、議論もされていないのか大変疑問に思います。 

合併後、職員の給与は毎年引き下げられており、当然、市長らの報酬も引き下げる

べきではないでしょうか。職員には犠牲を強いておきながら、自らの報酬は今までど

おり。このことに市長は何の問題も感じないのでしょうか。これで、本当の財政改革

はできるのでしょうか。私は大変疑問に思います。 

この点について、ご意見を伺いたいと思います。 

○総務部長（伊藤清明君） 議長、総務部長。 

○議長（山川 豊君） 総務部長、伊藤清明君。 

○総務部長（伊藤清明君） 質問にお答えさせていただきます。 

特別職報酬等審議会にはこれまで４回開会をしていただきまして、過日、答申をい

ただいたところでございます。 

お尋ねの市長等の特別職について云々でございますけれども、市議会のあり方につ

きましては、４回のうちまず２回を状況等をご説明申し上げ、検討していただいた経

緯でございます。その検討内容を踏まえまして、第３回目におきまして、市長から諮

問をしたと、こういう状況でございまして、いわゆる県内の市、並びに全国の同規模
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市の資料等をお示ししながら検討をしていただいた状況でございます。 

結果といたしましては、議員報酬がかなりの差があるということでの審議内容でご

ざいますので、それに基づき諮問をし、答申を願ったところでございます。 

なお、市町等の特別職につきましてもご検討いただいた結果、いずれも県内の最低

市の額からも、まだ低額でございますし、全国の規模レベルでも低額の部分にあたる

という事で、あえて今回、市長からは諮問をしなかったという経緯もございますけれ

ども、特別審議会の委員の中では、市長等について差があるんですけれども引き上げ

るべきでないというような事もありませんので、諮問はしなかったと、こういう経緯

でございますので、よろしくお願いを申し上げます。 

○４番（山川知一郎君） 議長。 

○議長（山川 豊君） ４番、山川知一郎君。 

○４番（山川知一郎君） 他に比べて高すぎることはないという事でございますが、そ

れはその通りだと思いますが、しかし、今住民に対して本当に財政が大変だと、もう

破綻するかもわからない、この間の坪江の説明会でも、１０年先あわら市はないので

はないかというご意見も出ましたが、そういう厳しい中で中学校建設についても、財

政的理由で統合というようにいわれているわけで、そうであるば、やっぱり率先して

報酬も引き下げるべきではないかと、そうしてこそ初めて職員一丸となって、議会も

一緒になってですね、財政改革が進められるのではないかという事を申し上げて、私

の質問を終わります。 

 

 

◇卯目ひろみ君 

○議長（山川 豊君） 続きまして通告順に従い、１４番、卯目ひろみ君の一般質問を

許可します。 

○１４番（卯目ひろみ君） １４番、卯目。 

○議長（山川 豊君） １４番、卯目ひろみ君。 

○１４番（卯目ひろみ君） 通告順に従いまして、大規模災害時の対応についてと雪害

時の歩道の除雪について質問させていただきます。 

私たちは、自然と共に暮らしています。ニュースなどで、日本のどこかで自然災害

が起こっていることを知ると、自然に対するある種の恐れもそこで復興に立ち向かう

人たち、人間のたくましさを感じています。 

直下型地震や竹田川の大規模な水害、大雪による雪害、台風の被害など、想定外の

災難が近い将来このあわら市にもいつ、どこで、どんなふうに起こるかわかりません。 

質問いたします。 

今、震度６以上の直下型地震起こったとしたら、行政としては、どのような災害セ

ンターを立ち上げ、また、どのように対処しますか。また、災害時の備蓄にはどんな

ものをどこにどれだけ準備されているでしょうか。それらのことを住民に対して、ど

のような形で説明していますか。また、どのくらいの住民がそれを周知しているとお
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考えですか。 

お答えください。 

災害が起こった時、私は行政と民間がしっかりと助け合って、ことに当たるという

ことが本当に大切だと考えます。 

私事ではありますが、昨年１２月に社協が行った災害ボランティアについての研修

会に参加させていただく機会がありました。災害時におけるボランティア活動の必要

性、目的、内容、特性などを学び、地域の中での住民自信が行なう普段からの経験や

訓練がいかに大切かということを実感いたしました。 

今から思えば、三国町で起きた重油事故の時には、ボランティアをするために全国

からたくさんの人々が集まってきました。私も参加しましたが、ボランティア作業を

指示したり、集まった救援物資を振り分けする場所、司令塔といいますか、いわゆる

災害ボランティアセンターがなかなかうまく機能しないために、せっかく集まった人

たちが、どこで何を、どうすればいいのか、右往左往しているという現実がありまし

たので、なおいっそう興味深く、また、その必要性を感じました。 

確かに、過去何度かは私たちは、防災という避難訓練を受けてきました。しかし、

いったん災害が起これば、自分が一体何をどうすればいいのか戸惑うばかりなのは、

私だけではないと思います。 

自分の身に災難が降りかかったときに頼りになるのは、やはり自分たちの暮らす、

近いところにある地域ではないかと考えます。 

提案ですが、災害時の混乱を少しでも避けるためには、地域住民単位、市内の各小

学校単位で防災訓練、住民自らが参加するボランティア組織の立ち上げ、組織づくり、

この中には研修ですとか、学ぶことも入ると思いますが、そういったことを平常時か

ら行い、住民に対する人材育成をして、まさかに備えることを提案したいと思います

が、市としての考え方をお聞かせください。 

つづいて、私は大雪もひとつの災害だと、考えています。 

車道をいち早く空けていただくこと、このことは、私たち住民の足、車を通すため

に大変ありがたいと思います。ただ、車道の除雪をした雪が、歩道の上に盛り上がっ

たままになっています。普段より歩くことが多くなるにもかかわらず、歩道がほとん

ど機能せず、車道を歩くことになります。 

児童の通学時、それから住民の通行、この両方を見ていましても、もちろん私もそ

こを歩きますが、本当に自動車事故の危険と裏腹です。 

また、車道を歩くことになると、見通しの悪い時などは、取り返しのつかない重大

事故も予想されると思います。 

市の除雪をする、その配慮というのももちろん大切なことなのですが、私が思うの

は現実問題として、なかなか歩道の除雪まで手が回らないのが、現実かなといつも思

うのです。 

そんな時に、ＰＴＡですとか、地域住民のボランティアの参加による歩道確保、そ

ういった物が組織的あれば、またそういう所を利用して、行なう必要があるのではな
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いのかと考えておりますが、歩道の除雪について市としてはどのようなお考えでしょ

うか、お答えください。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） 卯目議員のご質問にお答えいたします。 

１点目の大規模災害が発生した場合の行政の対応についてのご質問でございます

が、昨今の大規模災害の発生により、平常時の防災意識及び危機管理意識の重要性を

再認識しているところであります。 

万一災害が発生し、または発生する恐れがある場合には、現在策定中の地域防災計

画において、いち早く災害対策本部を設置し、災害情報及び被害情報を迅速かつ正確

に収集し、防災関係機関の協力を得て、状況に合わせた災害対策活動に取り組むもの

であります。 

また、備蓄品の保管につきましては、市では、従来より芦原地区の各防災倉庫及び

金津地区分として大型防災倉庫に防災資機材等を、それぞれ配備しているところであ

ります。平成１７年３月には毛布、アルファ米及び飲料水を１，５００人分購入し、

配備をいたしておりますが、この備蓄品は市民に周知するものではなく、市が管理す

るものでございます。今後も災害に強いまちづくりを目指し、あらゆる災害に対応で

きるよう、ハード、ソフトの両面から整備充実を図るよう努めて参りたいと考えてお

ります。 

次に、ボランティア組織の立ち上げと防災訓練の実施についてのご質問でございま

すが、議員ご指摘のとおり、災害時には、初期活動として自治会などの単位での活動

が最も効果的であると言われております。自主防災組織づくりは、何より主役である

市民の皆様の防災知識の普及と防災意識の高揚を図ることが重要なことであります。 

そのため、市及び消防署の連携はもとより、区長会、消防団、日赤奉仕団等、市内

各種団体の協力を得ながら定期的な市民参加型の防災訓練を実施するとともに、広報

紙などを通して自主防災組織づくりを積極的に推進して参りたいと考えております。 

次に２点目のご質問にお答えいたします。 

行政報告でも申し上げましたが、本市でも１２月１３日から２３日にかけて断続的

にまとまった降雪があり、幹線市道や生活道路を優先に、昼夜を問わず除排雪作業に

努めたところであります。 

市では、県内自治体の多くが全面委託を行なう中、経費節減と機動力の強化、防災

面の危機管理意識の高揚を図るため、初期対応と重要路線については、職員６０人体

制による直営除雪を行っております。歩道除雪につきましては、市の除雪能力に限界

があるため、降雪状況に応じ町内会、ＰＴＡ、子供会などに支援、協力をお願いして

いるところであります。 

近年、通学路の安全確保の観点から、県では平成１５年度から小学校から５００ｍ

範囲の歩道除雪を実施しており、平成１７年度からはＪＲ芦原温泉駅周辺５００ｍの

歩道除雪にも取り組んでおります。このほか、あわら市の設置箇所は１カ所ですが、
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横断歩道や交差点、バス停などにスコップを配置し「みどりのスコップひとかき運動」

を展開するなど、歩道除雪のエリア拡大に努めております。 

市としましても、生活道路や歩道を含めた通学道路の早期除雪を図るため、本年度

から「雪に強いまちづくり支援事業補助金制度」を拡充いたしております。区が事業

主体となって市道や区道を除雪した場合に助成する「道路除排雪事業補助金」を新た

に創設し、ハード・ソフト両面の補助制度を整えたところであります。本年度は笹岡

区、北区、牛ノ谷区及び沢区で事業を実施いたしておりますが、来年度以降除々に増

えていくものと期待をいたしております。 

今後の歩道除雪の方針といたしましては、市の除雪能力を勘案いたしますと、当分

の間は、議員ご指摘のとおり、ＰＴＡや地域の皆様のボランテイア活動に頼らざるを

得ない状況にありますので、この補助制度を歩道除雪にも適用するよう検討を加えて

参りたいと考えております。 

この補助制度を積極的に活用していただき、区が主体となり、学校、行政との連携

を密にした組織体制を構築するなど、市民参加型の地域除雪力の強化に努めて参りた

いと考えておりますので、よろしくお願いを申し上げます。 

○１４番（卯目ひろみ君） 議長。 

○議長（山川 豊君） １４番、卯目ひろみ君。 

○１４番（卯目ひろみ君） 即、災害対策本部が立ち上がると、それは非常に私たちに

とって心強いことです。それから備蓄につきまして、住民にはお知らせしなくてよい

というようなお答えでしたが、きちっと備蓄されているということを、こういうこと

があるんですということを周知していただくだけでも、どこにあるという、どれだけ

あるのとかということでなくって、ちゃんと備蓄はありますよ、皆さんご安心下さい

という、そういうことを皆さんにいうことで、やはり住民の人っていうのは安心され

るものだと思います。 

そこの所もお願いしたいと思います。 

また、この中に職員の方ですね、職員の方は例えば、いつもの防災訓練の時ですと、

家から自転車で来るとか、歩いてくるとかっていうその庁舎にですね、集まってくる

ということを聞いた事があります。 

でも、それはあくまでも訓練でありまして、もし本当に、例えば壊滅状態になるよ

うな大きな災害があった時には、そんなこといっていられない、職員もやはり家に帰

れば一人の家庭人でありますし、住民と思うんですね。そんな時に、その自分の地区

の中で、その方が住民の人と一緒になって中心になって、司令塔の役ですね、そうい

うのをしていただけると、やはり皆さんが安心できるということもあると思うんです

ね、それでこれは庁舎内での、そういうシュミレーションですとか、あと訓練、あと

ボランティア活動に対する勉強ですとかね、そういうことを防災計画の中に入れると

か、そういうことはできないでしょうか。 

それと、もうひとつ除雪のことなんですけれども、確かにＰＴＡですとか、色んな

方が除雪されると思います。それからその地区内の歩道ですとか、歩く道は恐らく確
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保されていると思います。ただ、問題なのは地区から次の地区へ行くまでの間の歩道

ですね、そこを誰がするかということなんですね。 

実は今年のこの冬ですけれども、新郷小学校の前を通りかかりました。そしたら自

分が乗って、そして小さい歩道の中に入るような機械で除雪されている方がいらっし

ゃったんです。それでこれは大事なことやなと、本当に子供たちにとって大切なこと

やなと思ったんですけれども、私の回りを見回してみますと、実際には本当に役場か

ら駅前に向う歩道さえも、なかなか除雪がされてない、人が踏み固めてつけたような

道しかないんです、ですからそういう所が市内全部見回すと、間、間のね、そういう

道がなかなか除雪されていないというのが現実だと思いますので、そういう時にさっ

きの、例えば災害ボランティアとして、各種団体とかってことではなくって、一般市

民の方ですね、そういう方を掘り起こすというのは大変な作業だと思いますが、そう

いう災害ボランティアに登録されているとか、やってもいいよって言う方がいらっし

ゃたら、そういう方の力を借りるというのも、ひとつ大きな、人と人との繋がりがで

きるのではないかと考えるんですけども、そういう事も行政指導でぜひ、やっていた

だきたいなと思うのですが、そういうことについてはいかがでしょうか。 

○総務部長（伊藤清明君） 議長、総務部長。 

○議長（山川 豊君） 総務部長、伊藤清明君。 

○総務部長（伊藤清明君） 大災害時の職員対応について、まず私のほうからご説明さ

せていただきたいと思います。 

先ほどの市長の答弁にもありましたように、地域防災計画は現在策定中でございま

して、１８年度の上半期中には策定できるという考え方でございますけれども、まず、

基本的には大災害が発生した時、これは地震で申し上げますと、震度４で職員は調査

に集まる義務が生じているところでございます。 

これは、旧芦原、旧金津の防災計画書も全く同じでございますので、職員はそうい

う義務を負っております。 

しかし、議員の論調の中にもありましたように、まず招集する為には、まず自分の

家族の身が安全かどうか。また、それに続いて地区の被害がどうかというのは当然、

地区の職員としての義務というように考えておりますし、そういうように職員も認識

していると思います。 

そういうことで、家族、地域の被害がある程度救済された時点で召集すると、こう

いうシステムになろうかと考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

また、備蓄につきましては先ほど、市長はいわゆるどこにあるかということは、市

民に知らせることは考えていないということでございますけれども、卯目議員の論調

は数的にはどうか、周知すべきということはごもっともと思いますので、防災計画書

が出来た時点で、備蓄はいくらということも公表してまいりたいと、このように考え

ておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○土木部長（神尾秋雄君） 議長、土木部長。 

○議長（山川 豊君） 土木部長、神尾秋雄君 
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○土木部長（神尾秋雄君） 歩道除雪に対します再度のご質問にお答えをいたします。 

子供さんが通学される通学路においてはですね、歩道のある所とない所があると思

います。歩道のある所はですね、歩道の部分をなんらかの形で除雪を、地域住民の方

がですね、していただけるというのが多いようでございます。 

ない所につきましては、市といたしましては拡幅と、そういった通学路につきまし

ては、できるだけ車道プラス、保護者の歩ける部分もですね、少しでも拡幅しようと

いうことで、拡幅に努めてるところでございます。 

しかしながら昨年の１２月のように大雪になりますとですね、それもなかなか拡幅

もままならないというような状況になりますので、非常に危険な状況も生まれてるか

と思います。 

特に卯目議員ご質問の集落間の除雪を誰がするのかという問題でございます。これ

につきましては、現在も長い距離をですね、過去に地域ぐるみ歩道除雪活動補助事業

ですかね、県と市で３分の２の補助事業で、そういった除雪機を購入をいただいた区

がかなりございまして、中にはそれを更新するためにですね、再度、市の方から助成

をした区もございます。 

そういった除雪機械を利用していただきまして、継続的にやっていただいている集

落もあるわけでございますが、そういったものを我々としてはですね、今後、どんど

ん発展させて行きたいという形でございます。 

先ほど市長の答弁にもございましたように、昨年から市の除雪力が極端に低下して

いるということで、地域の住民パワーをひとつ最大限にお願いしたいということで、

区が事業主体となって除雪をしていただく場合にですね、除雪の交付金制度というも

のを設けさせていただきました。 

その中には歩道除雪が今、入ってないわけなんですが、これをですね拡充いたしま

して、ただボランティアという形だけではですね、なかなか普及しないもんですから、

そういった機械の経費でありますとか、出ていただいた方のちょっとした慰労とかで

すね、またそういうことで、更に輪が広がっていくような形を作ってまいりたいと考

えているところでございます。 

県の方では、県の歩道除雪機が２台ほどございますので、それで５００メートル範

囲の除雪はやっているとのことでございますが、市の方といたしましてはそういう制

度は今のところ、現段階では設けておりませんけども、今後検討して行きたいと考え

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

○１４番（卯目ひろみ君） 議長。 

○議長（山川 豊君） １４番、卯目ひろみ議員。 

○１４番（卯目ひろみ君） 子供たちのね、通学の子供たちのことなんです、歩いてい

く子供たちがいますね、春、夏、秋、冬たとえば雪が降ると、地域から歩かないで車

で送ってしまうっていうんですか、雪があるために送ってしまうという、そういう子

供さん方っていうのは地区的に把握されてんでしょうか。 

冬になって、雪が降って歩けなくなると、だいたいこの地区は学校へ送り迎えを、
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家のものがするとか。 

そのことをちょっとお聞きしたいと思いますが、何か調べたものっていうのはあり

ますか。 

○教育長（児島博光君） 議長、教育長。 
○議長（山川 豊君） 教育長、児島博光君。 
○教育長（児島博光君） 現在のところ、把握はしておりません。 

ただ、中学校等に関しては、雪が降ると、連れて行きます、車で。その数はわかっ

てますけど、小学校は把握しておりません。 

 

 

○議長（山川 豊君） お諮りします。 

本日の会議時間は、議事の都合により、予め延長したいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 異議なしと認めます。 

よって、本日の会議時間は延長する事に決定しました。 

（午後 4時 15 分） 

 

◇海老田州夫君 

○議長（山川 豊君） 続きまして通告順に従い、１８番、海老田州夫君の一般質問を

許可します。 

○１８番（海老田州夫君） 議長、１８番、海老田州夫。 

○議長（山川 豊君） １８番、海老田州夫君。 

○１８番（海老田州夫君） 通告制に基づき、最後の一般質問をさせていただきます。 

大変長い間、皆さんご苦労様でございます。 

お疲れのことと思います。簡潔に質問をさせていただきたいと思います。 

まず初めに、あわら市が当面抱えている重要課題３点についてお尋ねをいたします。 

まず、第１は中学校統合の問題、これは先ほど来、同僚議員が何回もご質問をして

ございます。私はこの統合問題につきましては、生徒数が平成１７年９６６人が、平

成２９年で６７８人と大幅な減少が予想される事、また統合することにより、市民の

融和と一体感が図れる事、財政的には先ほど来、何回もでておりますように、両中学

校建設することにより、１校を建設するのとは国の補助金等を含めめると、２１億２,

２００万円もの負担が少なくするとのこと、また運営費でも年間３千万円、２校であ

ると増えるというようなことを考慮しますと、これは統合しかないのではないかとい

うように考えてございます。 

ただ、この芦原中学校の、非常に老朽化が激しいということから考えまして、この

統合中学校を早急に建設する必要があるというように、私は考えるわけでございます。

時期的にどういう時期を考えておられるか、ひとつ理事者側のご意見をお聞きしたい
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と。 

また、当然のことながら合併特例債を使用しての期限というものは、平成２５年で

あるということは、これは論を待つまでもございません。 

中学校の件については、そのことをお尋ねします。 

それから次に、庁舎統合の問題についてお尋ねをします。 

まず、通告制でこの固定的掲示、これは先ほど３千万円ぐらいが削減されるであろ

うということでございますので、できるだけこの経費を削減するように、ひとつ努力

をされて、統合に持っていっていただきたいということ。 

また、その統合することによる波及効果はどうであるかということも、ひとつ教え

ていただきたいと思います。 

次に芦原温泉駅周辺整備計画についてでのお尋ねをいたしたいと思います。 

ご承知のとおり、新幹線整備は福井駅舎が平成２０年に完成をすると、また、国の

方進として、長野、金沢間が平成２６年度に開業すると、これをなんとか福井駅舎ま

で持っていかなければならんということでございます。 

こうしたことを踏まえると、早急に芦原温泉駅舎についても改築、または周辺整備

を図らなければならないと思うわけでございます。 

そういった中で、土地の先行取得ということで、今現在あります金津東部土地区画

整理組合の所有の土地、１，５００坪、これを何とか代替地、駅周辺の代替地、また

は駐車場の確保という意味合いから、早急に取得してはどうかということで、ひとつ

この点を明確にお答えをいただきたいと思います。 

ただし、この土地を購入するだけも、資金が約１億６千万ほど必要になるというよ

うなことから、駅周辺整備の事業費は膨大なものであるということが予想されます。

そのために、その財政計画等についても、ひとつお知らせを、お示しをいただきたい

とこういうように思います。 

次に第２問の介護保健法改正による市の対応についてということに、質問を移らさ

せていただきます。 

平成１２年度に施行された介護保険制度が、平成１７年度６月に改正をされ、今年

度から実施をされることになっております。 

一部、１７年の１０月から実施をされておるわけでございますが、坂井郡介護保健

広域連合では、この改正に併せて第三期事業計画を作成したところであります。広域

連合内の６５歳以上の高齢者の人口が、平成７年で総人口の１７．５パーセントであ

ったものが、平成１７年では１０年間の間で、２０．６パーセントとあわら市の場合

には２３．３パーセントに増加をしておると、ほぼ４人に一人が６５歳の高齢者にな

りつつあるとのことでございます。 

また、保険給付費で見ると、平成１７年度で６６億６００万円、これが平成２０年

では、７９億円になると予想されております。３年間でだいたい１９パーセントの伸

びでございます。 

今後、一人暮らし高齢者、認知症高齢者などの増加が懸念されることから、介護保
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健給付費が膨大になり、この制度の持続可能性が危ぶまれておるところでございます。 

このことから、制度の持続性、可能性、明るく活力ある高齢化社会の構築、社会保

障の総合化の３つを基本的理念として、まず第一に要望重視型システムへの転換、二

番目に施設給付の見直し、この施設給付の見直しについては先ほど１７年の１０月か

た実施されておるということで、居住、食事の見直しがなされておるということでご

ざいます。３番目に新たなサービス体系の確立、４番目にサービスの質の向上、５番

目に負担のあり方、制度運営の見直しなどの大幅な改正が行なわれたところでありま

す。 

今ほど申し上げた改正の中で、３番目の新たなサービス体系の確立についてもう少

し詳しくお話しをさせていただきますと、ひとつめは地域密着型サービスの創設、二

つ目は地域包括支援センターの創設、３つ目は有料老人ホームなどの居住系サービス

の充実が上げられております。 

こういったことで、お尋ねをしたいんでございますが、この地域包括支援センター

の創設でございますが、広域連合ではあわら市に１ヶ所箇所、坂井市に２ヶ所の設置

をすることがすでに決まっております。 

今さら申し上げることではございませんが、地域包括支援センターというのは日常

生活等の身近な地域で、総合相談窓口機能、介護予防マネージメント、包括的、継続

的マネージメントの支援を担う、中核的機関として創設されるものです。 

配置職員の職種は保健士または看護士、社会福祉士、主任ケアマネージャーの３種

類があることはご存知であろうと思います。そこであわら市ではこの３職種の人員を

確保できるのかどうか、このことをまずお尋ねをいたしたいと思います。 

地域、また地域包括支援センターの運営方法はどのように、今現在考えておられる

のか、このことについてもお答えを下さい。 

また、もう一点は、今回の法改正の主な視点は、高齢者の介護予防を重視し、保険

給付費の削減が狙いであることは申し上げるまでもありません。こうしたことを踏ま

え、あわら市には各地区に老人クラブがございます。こうした老人クラブが老後を健

康で有意義に過ごすことと、病気予防あるいは老化防止のため、ゲートボールあるい

はグランドゴルフなどの各種運動を行なっております。また、老人クラブ運営の為の

レクリエーション、総会などのいろいろな会合を重ねていることはご承知かと思いま

す。 

そこで、こうした老人会の行事に対する助成金、これは介護予防を重視したこの施

策から考えましても、どうしても必要ではないかというように思います。そこでこの

助成金対策についての考え方をひとつお聞かせをいただきたいと思います。 

以上で第一回目の質問とさせていただきます。 

〇市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） 海老田議員のご質問にお答えをいたします。 

１点目の重要課題に対する政治姿勢ということでございますが、まず、中学校建設
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問題につきましては、合併後のあわら市にとって最優先に取り組むべき重要な行政課

題であります。 

これまで、議員各位をはじめ多くの市民の皆様からもご質問、ご意見をいただいて

いるところであり、私も一日も早い事業計画の決定に向けて検討を進めているところ

であります。 

先の１２月議会で、２つの中学校の教育環境格差の是正や今後の生徒数の動向、さ

らにはあわら市の長期財政見通しなどを総合的に勘案し、統合中学校の建設が現時点

でのよりよい選択であるとの表明をいたしました。 

その後、区長会や地区懇談会など機会ある毎に中学校建設の経緯等についての説明

をいたしております。また、広報紙の１月号、２月号では中学校建設の特集記事を掲

載しているほか、ケーブルテレビでは２月２０日から両中学校の現状や財源比較、小、

中学校の児童生徒へのインタビューなどを特別番組として放映し、市民の皆様への説

明に努めております。 

先のご質問にもお答えいたしました住民説明会につきましては、夜間の開催となり

ますが、多くの市民の皆様にご出席をいただき、十分な説明を申し上げ、ご理解をい

ただくように努めて参りたいと考えております。議員各位におかれましては、最寄り

の会場にお出かけをいただきますよう、お願いを申し上げます。 

さて、中学校建設につきましては、高度情報化、国際化に対応した２１世紀型の学

校、開かれた学校、シンボル的な学校を建設することにより、交流やコミュニケーシ

ョンによる市民融和の推進を図り、一体となったまちづくりを進めることが、重要な

ことであると考えております。このためには、早急に統合中学校の建設計画を樹立し、

建設へ向けての準備を整えたいと考えております。 

次に、庁舎統合の効果についてのご質問でございますが、庁舎統合により行政運営

の効率化、組織としての意思決定の迅速化、部署を超えた横断的な連携の強化、職員

への指揮監督の強化及び職員の志気の向上が図られ、市民サービスの向上に大きく寄

与するものと考えております。 

また、両庁舎を併用することによる市民の混乱が解消でき、来庁者が庁舎間を行き

来することも必要なくなり、市民の皆様の利便性が向上するものと考えております。 

このほか、庁舎統合には芦原庁舎の管理経費の削減という効果がございます。これ

は芦原庁舎の利活用の方法によって効果の度合いが変わって参りますので、芦原庁舎

の利活用を検討していく中で、管理経費の削減効果をお示ししていきたいと考えてお

ります。 

次に、芦原温泉駅周辺整備計画に関するご質問でございますが、現在策定している

この計画では、芦原温泉駅と同じ規模で、現駅併設の新幹線駅の事例から、新幹線開

業による駅利用者の圏域拡大と新幹線のインパクトによる交流人口の増大で、乗降客

が増加するものと想定をいたしております。 

このため、増加する駅利用者に対応する駐車場整備が駅周辺部に求められていると

ころであります。この計画では、現在の駅西広場を北側へ拡大することにより、現在
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の市営駐車場の区域が新しい西口広場の一部になることから、既に取得している日本

たばこ産業跡地を代替駐車場として計画いたしております。 

駅利用者の増加に対応する新たな駐車場といたしましては、駅東方面の丸岡や永平

寺、さらには奥越方面からの一層の利用計画を図るとともに、策定委員からも強い要

望のありました駅東地区にも駐車場を設置したいと考えております。 

これらの現状を踏まえ、駅周辺における駐車場といたしましては、駅の近傍で大規

模な用地の確保が条件となるため、現時点での駅周辺整備計画では、金津東部土地区

画整理事業区域内の大型保留地を有力な候補地として想定いたしているところであ

ります。 

また、代替地の確保の件については、新幹線の詳細なルートが決定されておらず、

民家や自動車学校を含めて、どこまでが軌道に含まれることになるのかが、今の段階

では公表されておりません。さらに、相手方の希望や条件も多岐にわたることが予想

されることから、現時点では代替地取得の予定はございません。 

次に、駅周辺整備計画の事業概要でございますが、まちづくり調査特別委員会でも

説明いたしましたとおり、東西駅前広場、アクセス道路や自由通路の整備等、多額の

事業費を必要とするものであります。 

このため、各種の補助事業を最大限に活用するとともに、優先順位を考慮しながら

実施することが重要であります。あわら市の玄関口となる駅西の整備を優先し、西口

広場、西口アクセス道路、西口駅駐車場等を先行して整備を図る計画となっておりま

す。 

現時点での概算ではありますが、総事業費で７０数億円、一般財源ベースでも約１

１億円もの費用が必要であり、事業期間も長期間になることから、事業の実施にあた

っては、社会情勢の変化、国の政策変更にも対応するため、歳出の抑制、事業の見直

しや新たな財源の確保などが重要であると考えております。 

次に２点目のご質問にお答えいたします。 

介護保険制度は、昨年６月に制度の大幅な改正が行われ、本年４月からの施行とな

っております。今回の改正では、できるだけ要介護状態にならないよう、高齢者の状

態に応じた介護サービスや医療サービスまでの予防対策サービスを提供することが

必要であるとしております。 

このため、これらの援助、支援を包括的に行なう中核機関として地域包括支援セン

ターを設置することになっております。市ではこのセンターを介護保険広域連合から

委託をうけて、直営で運営をするものであります。 

地域包括支援センター設置に伴う人材の確保につきましては、配置する職員として、

保健師、社会福祉士、主任ケアマネージャー等が必要となっておりますが、当分の間

の経過措置があることなどもあり、これらの職種に市職員を配置する予定をいたして

おります。 

業務の内容といたしましては、市が把握、選定した特定高齢者の介護予防事業に関

するケアマネージメント業務及び要支援１又は２の認定を受けた要支援者の新予防
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給付に関するケアマネージメント業務であります。また、高齢者の実態把握や虐待へ

の対応などを含む総合的な相談支援業務や権利擁護業務、ケアマネージャーのネット

ワークの構築や各事業所が対応すべき困難事例への相談、助言などの支援業務も合わ

せて行なうものであります。 

介護予防に基づく高齢者対策といたしましては、現在、実施している各種健康づく

りはもとより、市民健診や医療機関の協力を得て実施する生活機能評価に基づく、要

支援・要介護になるおそれのある特定高齢者を対象に転倒骨折予防教室、栄養改善事

業を実施していく予定となっております。 

特に地域単位での活動を活発化させるためにも、老人クラブの活動を強化させる支

援体制づくりも行って参りたいと考えておりますので、よろしくお願いを申し上げま

す。 

○１８番（海老田州夫君） 議長。 

○議長（山川 豊君） １８番、海老田州夫君。 

○１８番（海老田州夫君） まず第一点の当面の重要課題に対するご回答がいただいた

わけでございますが、今ほどは中学校統合で建設をやるということについての時期的

な明確な回答はなかったわけでございます。 

どちらにいたしましても、合併特例債を利用するということになれば平成の２５年

までにはやらなければならないということでございますが、今の時点で建設場所、あ

るいは生徒の通学手段等の具体的なことがわかっておれば、ひとつお知らせをいただ

きたいなと思います。 

それから、芦原温泉駅周辺整備のことについての第二の質問でさせていただきます

が、色々と総事業費でも７０数億円の経費がかかるというようなことで、非常に大き

なお金が必要になるわけでございますが、今、小松駅舎あるいは福井駅舎の在来線が

もうすでに完成をしておるというようなことを踏まえると、やはり早期に事業に着手

をしていかなきゃならんというのが、これからまだ国への要望をしていくという面か

ら考えて、非常に大事ではないかというように思います。 

そういう意味合いからも、今ほど保留地確保の意味で、東部土地区画整理の１，５

００坪の土地を早急に先行取得してはどうかというお話しでございましたが、そうい

う考えは持っているけれども早急にというのは中々難しいというような返答でござ

いました。 

ひとつできるだけ、いろいろ精査しながらそこのところはひとつ事業を進めるとい

う意味合いから、考えていただきたいとこういうように思うわけでございます。 

今ほどの中学校の問題について、ご回答をお願いをいたしたいと思います。 

〇市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） 中学校の今、説明会開催いたしておりまして、住民の皆さんの

ご理解を得て、最短では６月の議会に、新市の建設計画の修正を議会に提出すること

になろうかと思います。 
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これは住民の皆さんのご理解をいただいたという判断ができればですね、６月に議

会に変更計画を出させていただくということで、その後の計画については今のところ

時期的にはちょっとわからないと思います。 

早急にそういうような計画を建てていかなければならないと思っておりますけれ

ども、現在まだ決定しておりませんので、その先のいろんな事業というんですか、そ

ういったことが進めておりませんので、今は皆さん方にご理解いただくように、全力

を傾注して取り組んでまいりたいと思っています。 

従いまして、場所につきましても全然決まっておりませんので、ぜひお願いをいた

したいと思います。 

それから新幹線の用地につきましてお話しがございました。 

新幹線につきましては、福井駅が点で新幹線の予算がついてわけでございますが、

これは新幹線は点で認められたということは、そこまで沿線にあります芦原温泉も必

ず通るということではございますけれども、新幹線の予算がついたわけではございま

せんので、一日も早く、まずは新幹線の予算が福井駅まで、一日も早くつくように沿

線の市長さん、また福井県と連係しながら取り組んでまいりたいと思っております。

そうすれば駅舎につきましてもですね、そういった形で芦原温泉駅も着手できるので

はないかと思っておりますが、現在の段階では調査だけということでございまして、

ちょっとまだ難しいのではないかなと思います。 

今、議員ご指摘の東部土地区画整理組合の持っている大型保留地につきましては、

これは議会でも再三お話しをさせていただいておりますけれども、今日は関係の皆さ

んがお出ででございます。そういった中でですね、議会の皆さんとも充分相談をしな

がら、今、この３月の定例会にも５千万円の補助金を上程いたしております。それら

と合わせまして今後も大型保留地の購入、あるいは次の９千万の残りですね、それら

についても議会の皆さん方のご理解をいただきながら適切に、市としては対処してい

きたいと思っております。 

それが、大型保留地が駐車場になるか、新幹線の代替地になるか、また違った用途

にしていくかってことは、今後議会の皆さんとの議論のところになるかなと思います

けれども、市としてはできるだけ早く購入をしていきたいと思っているところでござ

いますので、よろしくお願いを申し上げます。 

○１８番（海老田州夫君） 議長。 

○議長（山川 豊君） １８番、海老田州夫君。 

○１８番（海老田州夫君） 次に２番目の介護保健改正に関することでございますが、

先ほど包括支援センター職員については現職員の中で色々と勉強していただいて、そ

ういった職に就かしていくというようなお話しでございました。 

私はこの包括支援センターが運営の中でやるべきことについてはちょっと、若干今

の包括支援センターそのものの職務からいっても無理かなと思うんですが、今現在、

先ほど申し上げました老人会等のいろいろなクラブ運営、あるいは活動、こういった

とこで、例えば坪江老人クラブで申しますと年間で運営会合としては、総会、あるい



 

114 

は吉崎御坊参拝だとか、あるいは物故者の法要、その他随時役員会などが開催されて

おるというようなこと。また、屋外の運動としては今現在はゲートボールをやってお

ると、今年からは老人会で寝たきり防止ゼロ作戦というようなことを打ち上げて、い

ろいろ運動をやっていきたいというようなお話しを聞いてございます。 

そういったことを考える時、やっぱり行事に対して補助制度をしっかり手当てする

ということが、いわゆる老人の予防に一番適するのではないかなと、大事ではないか

なというように思いますので、そのところをもう一回お聞きをしたいなと。 

それからもう一点は、今後老人クラブ、あるいは高齢者を対象とする各集落の集会

場、あるいは各地区の公民館、または今現在市が保有しているところのセントピアあ

わらとか、あるいは笹岡の余熱館だといった温泉施設を利用しての、オリエンタルエ

クササイズ、これはいわゆる太極拳だとか、気功法だとか、あるいはヨガなどの東洋

医学に基づいた運動ですが、このことが非常に健康に役立つというようなことで、こ

ういったことをそれぞれの所でやっていくことが大事ではないかなと。そのためには

講師等の派遣をする、こういったことを市の方でしっかりやる、これを私は包括支援

センターでそれをやることができるのかどうか、ちょっとわからないですが、こうい

うようなことをひとつ、どうでも実行に移していただきたいなというように思うわけ

でございます。 

それからもう一点は、何といっても高齢者が増えて、いわゆる介護が増えてきてい

るというところに、介護する人が介護ざれる時代が非常に大きくなってきていると、

このことをなんとか阻止していかなければならんというようなことを思います。 

そういうことで、今後の市の対応について、もう一回お尋ねをさせていただきます。 

〇市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） 海老田議員の再度の質問でございますけれども、老人クラブの

寝たきりゼロ作戦、老人クラブの幹部の方からお話しを聞いて、私も非常にいいお話

だと思っております。 

今、介護保健でですね、予防介護のお話しが進んでいる中で、老人クラブのみなさ

んがそういったことを真剣に考えていただいてですね、積極的に取り組んでいただけ

るというお話しでございますので、市としましても積極的な形で、老人クラブの活動

の支援をしていきたいと思っておりますし、今ほど議員のお話しのように、公民館と

か、あるいはセントピア、また余熱館等でそういったことを行なうということは、非

常に良いかなと思っております。 

昨年、私、中国の方に皆さんと一緒に寄せていただきました。 

中国の方でですね、朝、中国では公園等で老人の方が、皆さん朝食をそこで取る人

もおるんですけれども、朝、健康づくりでですね、太極拳とか、ダンスですね、それ

から道に水で書道したり、いろんなことでお年よりがですね、自分達の健康づくりを

やってるわけですね。 

ちょうど上海の公園で、私見させていただいたわけでございますけれども、非常に
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中国においてはそういった健康づくりが活発で、あわら市におきましてもそういった

ことを見てですね、老人の方が朝起きてですね、体操とか、あるいは散歩とか、ソウ

いったことをやられる、あるいは一緒に集まってですね、要望介護としていろんな取

り組みをされるってことは非常に今後あわら市の健康管理、老人の皆さんの健康管理

を考える上では、極めて重要かなと思いますので、それらも市としては応援をしてい

きたいなと思っておりますので、よろしくお願いを申し上げます。 

○１８番（海老田州夫君） 議長。 

○議長（山川 豊君） １８番、海老田州夫君。 

○１８番（海老田州夫君） どうも回答、ありがとうございました。 

市長の指導力を期待をいたしまして、質問を終わらせていただきます。 

 

 
◎散会の宣告 

○議長（山川 豊君） 以上で一般質問を終結いたします。 

○議長（山川 豊君） これをもって、本日の日程はすべて終了いたしました。 
明日から２１日までは休会とし、休会中に付託されました案件について、それぞれ

常任委員会の審査をお願いいたします。 
本日は、これをもって散会いたします。 

（午後 4時 48 分） 

 

 

 

地方自治法第１２３条の規定により署名する 
 
平成１８年  月  日 

議  長 

 

署名議員 

 

署名議員 
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◎開議の宣告 

○議長（山川 豊君） これより、本日の会議を開きます。 

○議長（山川 豊君） 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

（午後 1時 45 分） 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（山川 豊君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行ないます。 

本日の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、１３番、牧田孝男君、１

４、卯目ひろみ君の両名を指名します。 

 

 

◎議案第３号から議案第３３号の委員長報告・質疑・討論・採決 

○議長（山川 豊君） お諮りします。 

審議の都合上、日程第２、議案第３号から日程第３２、議案第３３号まで議案３１

件を一括議題とし、各常任委員長から委員会審査の結果について、その報告を求めた

いと思います。 

これにご異議ありませんか。 

(｢異議なし｣と呼ぶ者あり) 

○議長（山川 豊君） 異議なしと認めます。 

よって、日程第２、議案第３号から日程第３２、議案第３３号まで議案３１件を一

括議題とし、各常任委員長から委員会審査の結果について、その報告を求めます。 

総務常任委員長、丸谷浩二君。 

○１２番(丸谷浩二君) 議長、１２番、丸谷。 

○議長（山川 豊君） はい、丸谷浩二君。 

○１２番(丸谷浩二君) それでは、総務常任委員会審査のご報告をいたします。 

当委員会は、去る３月９日、１０日の両日に開会し、今回、当委員会に付託されま

した、議案第１１号、平成１８年度あわら市一般会計予算をはじめとする、議案１４

件について、市長、副市長及び担当部長等の出席を求め慎重に審査をいたしました。

以下その経過と結果についてご報告いたします。 

先ず、議案第３号、平成１７年度あわら市一般会計補正予算(第７号)の当委員会所

管分について申し上げます。 

今回の補正は、２億３，５８６万３千円を減額し、歳入歳出の総額を１２７億７，

４０４万９千円と定めるものであります。 

歳入では、地方譲与税から自動車取得税まで、県算定見込み額をそれぞれ計上し、

地方交付税に普通交付税追加１，０６８万４千円を計上する一方、繰入金で財政調整

基金繰入金等２億３，７９２万円を減額し、市債において各種事業費の確定に基づき

４，６３０万円を減額するものであります。 

一方歳出の当委員会所管分では、各款にわたり事務事業の確定による調整額等の計
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上が主なものであります。先ず議会費では、議員旅費など１７０万５千円、総務費で

は、情報化推進費でケーブルテレビ第３期エリアに係る伝送路布設工事費など４，１

２４万６千円を減額し、公共交通対策費において、コミュニティバス運行委託料の確

定による不用額７５０万円を減額する一方、広域生活路線維持対策等事業補助１，１

８５万２千円が計上されております。 

また、衛生費では、環境衛生費において、三国あわら斎苑組合建設負担金、水道事

業会計補助金など４，２５６万８千円を、塵芥処理費で広域市町村圏事務組合負担金

など２，１８３万３千円を減額するものであります。 

審査の過程で、コミュニティバスの運行と公共交通機関及びスクールバスとの関連

など論議が集中し、特に、公共交通機関については広域生活路線維持対策等補助の動

向など見据えたコミュニティバスのあり方について十分検討されたいとの意見が出

されております。 

本案につきましては、いずれも所要の措置と認め、全員異議なく原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

次に議案第４号、平成１７年度あわら市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

について申し上げます。 

今回の補正は、８，３３４万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額を２６億４，０

４６万７千円と定めるもので、先ず歳入においては、国保財政の財源見直しにより、

国庫支出金８１１万円、県支出金、１，４５３万４千円を減額し、療養給付費等交付

金８，８３６万４千円、共同事業交付金１，２４８万５千円を追加いたしております。

一方、歳出では、保険給付費において一般及び退職被保険者療養給付費など１億３，

１６５万円を計上し、老人保健拠出金３，８９４万４千円を減額するものであります。 

本案につきましても、所要の措置であり全員異議なく原案のとおり可決すべきもの

と決したしだいであります。 

次に、議案第５号、平成１７年度あわら市老人保健特別会計補正予算(第２号)につ

いて申し上げます。 

本案は、歳入歳出それぞれに、２，６００万円を追加し、予算の総額を３６億１，

４９２万９千円と定めるもので、歳入において、支払基金交付金８４７万４千円、国

庫支出金３００万８千円、諸収入１，３０１万９千円等を追加する一方、歳出におい

て、医療諸費で一人あたり年間医療給付費を７５１，０００円と見込む３，６００万

円を追加いたしております。医療費支給費１，０００万円を減額するものであります。 

本案についても、所要の措置であり全員異議なく、原案のとおり可決すべきものと

決した次第であります。 

次に、議案第９号、平成１７年度あわら市モーターボート競走特別会計補正予算(第

２号)について申し上げます。 

本案は、歳入歳出それぞれ１億８，９３３万６千円を減額し、当初予算の総額を２

７億２，０１６万２千円と定めるもので、一日平均売上げを１億１，０００万円と見

込むものであります。先ず歳入においては、競艇事業収入２億１，７４０万３千円を
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減額し、繰入金に競艇基金から２，７５０万円を繰り入れる一方、歳出において、競

艇事業費１億８，６７８万３千円、諸支出金２５９万２千円を減額するものでありま

す。 

審査の過程で、当会計の財政見通しについて質疑が出されたが、理事者においては、

全国的な売上げ減少の続く中、中央では交付金・納付金の見直しも検討されているこ

とや更なる売上げ向上対策など、事業運営に厳しく対処していくとのことであります。

本案につきましても、全員賛成で原案のとおり可決すべきと決しております。 

次に、議案第１１号、平成１８年度あわら市一般会計予算の当委員会所管分につい

て申し上げます。 

本案は、厳しい地方財政の中、事務事業の見直しや行改大綱を念頭においた緊縮型

予算となっているが、合併３年目を迎え新市建設計画に掲げている各種事業取り組み

など重要な案件であることから、慎重に審査をおこなったところであります。 

先ず、歳入の主なものにつきましては、市税において、税制改正及び固定資産評価

替えにより前年比１．９パーセント減となる３９億３，７７２万４千円を計上してお

ります。地方譲与税には、税源移譲による所得譲与税２億５，３００万円など４億１，

２００万円、地方交付税に２９億４，８００万円、繰入金に財政調整基金繰入など６

億９，３１８万３千円、市債に臨時財政対策債など９億４，５８０万円が計上されて

おります。 

歳出につきましては、議会費に議員２２名に係る経費など１億４，２０１万９千円、

総務費では、総務管理費において、一般管理費に行政連絡員１３１名に係る経費のほ

か、集会施設整備事業補助金など５億７，８０５万５千円、文書管理費に市例規集デ

ーターベース使用料など１，０４４万１千円、秘書広報費に市広報発行に係る経費１，

４１４万６千円、財産管理費は庁舎及び公用車等の管理に要する経費など５，７９１

万６千円を計上しております。また、企画費では、新規事業となる行政評価システム

構築業務委託料など１，８９１万７千円、情報化推進費では広域市町村圏電算共同利

用負担金のほか、ＣＡＴＶ早期加入補助金など１億６７５万３千円、国際交流推進費

に日中友好協会活動事業補助など２５６万 5千円、税務総務費に市納税組合連合会運

営補助など９,９６９万円、賦課徴収費は前納報奨金など３，６８２万２千円、戸籍

住民基本台帳費に戸籍総合システム保守点検委託料など７，９６２万１千円、統計調

査費に工業統計など４指定統計に係る経費９４７万３千円、監査委員費は１１９万５

千円であります。諸費では、公共交通対策費にコミュニティバス運行委託料など８，

７７１万３千円のほか、男女共同参画社会推進費として１５６万５千円が計上されて

おります。 

衛生費では保健衛生費において環境基本計画策定委託料、郡環境衛生組合負担金、

公害測定調査委託料など３億３，０８５万 3千円を、清掃費において一般廃棄物収集

委託料、広域圏清掃センター負担金など６億３，２３０万４千円が計上されておりま

す。消防費は嶺北消防組合負担金のほか、新規に行なう防災情報等配信システム構築

委託料など５億２，２１４万８千円を、公債費で元金・利子合わせて１３億４，５０
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０万５千円計上し、諸支出金は南部土地区画整理基金積立金など１，０６２万４千円、

予備費は１，０００万円となっております。 

次に、審査の過程で論議の集中した事項について申し上げます。先ず、新規事業で

ある「行政評価システム構築事業について申し上げます。本事業は、行革大綱の中で

も示されており、効果的な行政運営には欠くことのできない事業であり、これが導入

は誠に時宜を得たものであります。しかし、その実施方法や職員の意識改革など十分

な対応と、このことが「評価のための評価」になりかねない恐れも懸念されることか

ら、事業の実施にあたっては適正かつ公正さの確保など十分配慮されたいとの意見が

出されております。理事者においては、施策評価と事務事業評価について、外部専門

機関のノウハウを活かし適正に実施するとのことでありますが、特に、評価の「物差

し」の当て具合など的確に対応されることを願うものであります。 

次に、日中友好事業については、今回の予算計上に関連し、友好訪問団派遣の考え

方など質疑が出されたが、理事者においては、両市の友好関係の更なる構築と魯迅と

藤野厳九郎の関係を将来わたり大事にしていくためには毎年訪問団等による交流も

必要と考えているとのことであります。 

また、今回の税制改正に伴い納税者の負担増が強いられる中、その滞納額も増加す

ることが懸念されることから、収納対策に一層の努力を願うものであります。 

以上、申し上げましたが、歳入が減少する厳しい財源の中で、予算編成には相当の

努力が見受けられるところであり、本案については、所要の措置であり賛成多数をも

って原案のとおり可決すべきと決した次第であります。 

次に、議案第１７号、平成１８年度あわら市国民健康保険特別会計予算について申

し上げます。 

本案は、対象被保険者を１１，１６０人、世帯数を５，７６０世帯と見込み、予算

の総額を前年比１．０２パーセント増となる、２５億９，４５０万円と定めるもので

あります。歳入においては、国民健康保険税８億４，５００万円、国庫支出金６億７，

０３９万８千円、療養給付費等交付金７億８９０万１千円、繰入金２億２，３５５万

９千円が計上されております。歳出では、保険給付費に１７億９５８万９千円、老人

保健拠出金６億１，１２０万円、介護納付金１億６，５００万円が主なものでありま

す。 

審査の過程で、レセプト点検の効果等について論議が出されました。理事者では、

今回から医療費通知事務に替え、その分、レセプト点検事務の拡充を図っていくとの

ことでありますが、一方では、多重診療等も懸念されることから、適正受診の推進に

更なる努力を願うものであります。 

本案につきましても、所要の措置であり賛成多数で原案のとおり可決すべきものと

決しております。 

次に、議案第１３号、平成１８年度あわら市老人保健特別会計予算について申し上

げます。 

本案は、受給対象者を４，４５０人と見込み、予算の総額を前年比９６．２パーセ
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ントとなる３４億４，１２０万円と定めるものであります。歳入においては、本年１

０月から公費負担５０パーセントなることから、支払基金交付金に１８億５，１４８

万４千円、国庫支出金１０億５，９５６万１千円、繰入金２億６，５１６万４千円等

が計上されており、歳出では、医療諸費３４億４，１１０万円が主なものであります。 

本案については、所要の措置であり全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決し

ております。 

次に、議案第１７号、平成１８年度あわら市モーターボート競走特別会計予算につ

いて申し上げます。 

本案は、一日平均売上げを１億１，０００万円と見込み、予算の総額を前年比７．

２パーセント減となる２６６億９，９７０万円と定めるものであります。 

審査の過程で、売上げ減少に歯止めがかからない状況下において、当該事業が本来

の地域に与える公益性について論議が交わされております。理事者においては、場全

体の運営経費の節減などを念頭にし、極力継続する方向で考えており、そうすること

が人の交流など目に見えない公益性があるとのことであります。本案につきましても、

全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決しております。 

次に、議案第２１号、あわら市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の制定

について申し上げます。 

本案は、地方公務員法の改正に伴い、各任命権者は、職員の任用・給与などの勤務

条件及び人事行政の運用状況を、また、公平委員会は、当該業務の状況を市長に報告

し、市長はこれの公表を行なうことが義務付けられたことに伴う、所要の措置であり

ます。全員賛成で原案のとおり可決すべきと決しております。 

次に、議案第２２号、あわら市長期継続契約を締結することができる契約に関する

条例の制定について申し上げます。 

本案は、地方自治法及び同法施行例の改正に伴い、従来の電気･ガス等の長期継続

契約の締結できる範囲に、ＯＡ機器のリース契約なども含めて契約の対象とするとの

ことであり、本案も所要の措置であり、全員賛成で、原案のとおり可決すべきと決し

ております。 

次に、議案第２３号、あわら市国民保護協議会条例の制定について、議案第２４号

あわら市国民保護対策本部等条例の制定について、以上２議案を一括して申し上げま

す。 

両案は、国民保護法の規定に基づき市町村に国民保護協議会を、また、同法の規定

により、市に設置する国民保護対策本部等の組織、運営等について定めるものであり

ます。 

審査の過程で、有事の際に国民の私権等の制限はないのかとの議論が出されており

ます。理事者では、あくまでも市民の自発的協力及び努力義務を課すこととなるとの

ことであり、いずれも所要の措置であり、賛成多数で原案のとおり可決すべきものと

決した次第であります。 

次に議案第２５号、あわら市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条
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例の制定について申し上げます。 

本案は、平成１７年度人事院勧告等に基づき、一般職の職員の給料表の級及び号給

の構成、給料月額、勤勉手当ての支給割合等について規定するものであります。審査

の過程で、今回の改正では、いわゆる能力主義が基本となることから、これらの勤務

評価の適正化について十分配慮願いたいとの意見が出されておりますが、本案は、賛

成多数で原案のとおり可決すべきと決しております。 

最後に、議案第３３号、福井坂井地区広域市町村圏事務組合規約の変更について申

し上げます。 

本案は、坂井市の設置など県内自治体の合併に伴い、同組合規約の所要の変更であ

り、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決しております。 

以上、当委員会に付託されました案件について、審査の経過と結果を申し上げ、総

務常任委員会の報告といたします。 

○議長（山川 豊君） 次に、産業建設常任委員長、向山信博君。 

○８番(向山信博君) 議長、８番、向山。 

○議長（山川 豊君） はい、向山信博君。 

○８番(向山信博君) 議長のご指名がありましたので、産業建設常任委員会のご報告を

申し上げます。 

当委員会は、去る３月１３日、１４日の２日間にわたりまして、市長、副市長及び

担当部長の出席を求め、当委員会に付託されました議案３号、平成１７年度あわら市

一般会計補正予算（第７号）をはじめとする１２議案について慎重に審査をいたしま

した。 

以下、その経過と結果についてご報告いたします。 

まず、議案第３号、平成１７年度あわら市一般会計補正予算（第７号）の所管事項

について申し上げます 

本案は、各款にわたり事務事業の確定及び精算等に伴う不用額の減額補正が主なも

のでございます。 

次に、各課ごとに主な事項について申し上げます。 

経済産業部農林水産課では、事業費の確定に伴い、農業振興費で米生産調整奨励事

業補助金５０４万２千円、ファーマーズマーケット建設に係る経営構造対策事業補助

金８１８万３千円、農地費で、坂井北部土地改良区事務所運営補助金３５８万１千円、

林業振興費で、県営林道事業剱ケ岳線、負担金４５０万円、森林環境保全整備事業補

助金１６０万円を減額しております。 

松くい虫の被害状況ついては、３年前に比べれば被害は拡大していないとのことで、

周辺のゴルフ場、加賀市などと広域的に協力を行っていかなければならないと考えて

いるとのことでございました。 

有害鳥獣の対策については、駆除を前提に考え、狩猟免許取得に対しての有害獣対

策事業補助金を１０名分計上しましたが、３名しか取得しなかったことから、１１万

円減額したとのことであります。 
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観光商工課では、商工振興費で中心市街地活性化基本計画を平成１７年度地域再生

マネージャー事業において実施することから、この計画の策定事業委託料３００万円、

観光費で芦原温泉泉源実態調査委託料５６万円、芦原温泉誘導看板、歓迎塔の設備工

事等に係る入札差額金７４１万円、観光施設費で北潟湖畔公園管理業務などの委託料

１３２万６千円、セントピアあわらリニューアル工事の入札差額金７８万６千円を減

額しております。 

あわら温泉歓迎塔の設置位置については、他に用地確保が困難だったことから、以

前設置していた近くに設置したとのことであります。わかりにくいとの歓迎塔もある

ことから、今後検討するとのことであります。また、インパクトがないとの意見につ

きましては、あわら温泉にふさわしい暖か味のあるものに仕上げたとのことでござい

ます。 

関連して、あわら市の看板を要所に設置したらどうかというような意見も出されて

おります。 

他に、永年勤続優良従業員表彰ついて、対象者が当初見込み３０人のところ、６名

だったことから、早い段階で対象者を選定できないかとの意見が出されております。 

次に、土木部建設課では、除雪対策費で除雪機械の修繕料、損害賠償金など１９５

万円、街路事業費で金津・三国線にかかる物件移転補償料など１４６万８千円が追加

計上され、河川総務費で県営河川改良事業負担金３４６万７千円を減額しております。 

除雪に係る物損事故などに対して、保険には加入しているのかとの質疑に対しては

は、道路保険に加入し、損害賠償を行っているとのことでした。 

都市整備課では、公園費で汀公園やすらぎ施設整備工事など２００万円、南部土地

区画整理基金費で保留地売却分及び利子の積立金１，７５５万５千円が計上されてお

ります。 

審査の過程で、南部区画整理事業の付け保留地処分について、隣接者に売却するな

ど早急に解決していくようにとの意見が出され、これに対して売却を進めるなかで、

賃貸も考えていくとのことでございました。 

上下水道課では、高料金対策分として公共下水道特別会計繰出金２，７００万円、

水道事業会計補助金１，０００万円を減額しております。 

次に、議案第７号、平成１７年度あわら市公共下水道特別会計補正予算（第４号）

について申し上げます。 

本案は、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ１，５７０万４千円を減額し、

予算の総額を２１億６，８１８万３千円とするもので、歳出では、一般管理費におい

て前納報奨金８５万円、水洗便所改造奨励金１４０万円など２３７万３千円を減額す

るほか、下水道建設費で九頭竜川流域下水道事業建設負担金１，０４３万１千円を、

公債費で前年度許可債等利子２９０万円を減額しております。 

歳入では、下水道使用料で３６０万円、一般会計繰入金で２，７００万円を減額す

る一方、繰越金１，９２６万３千円、消費税還付金６１３万３千円を追加しておりま

す。 
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次に、議案第８号、平成１７年度あわら市農業集落排水事業特別会計補正予算（第

２号）について申し上げます。 

本案は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３１２万５千円を減額し、予算

の総額を７，４３９万３千円とするもので、剱岳地区に係るばっ気撹拌装置改修工事

の差額金３１２万５千円を減額し、歳入において農業集落排水事業基金繰入金で同額

を減額しております。 

次に、議案第１０号、平成１７年度あわら市水道事業会計補正予算（第３号）につ

いて申し上げます。 

本案は、収益的収入で、加入金負担金２００万円、消費税還付金５２８万円を追加

する一方、一般会計から消火栓維持管理負担金８万７千円、高料金補助金１，０００

万円を減額し、水道事業収益予定額を９億２，９９６万円としております。 

資本的収入では、消火栓移設等に係る工事負担金１０３万３千円を追加するととも

に、下水道工事に係る移転補償費１３１万８千円を減額し、資本的収入の予定額を１

億３，０５０万６千円としております。 

資本的収入の不足補填金の補正は行なわないのかとの質疑には、収入が支出に対し

て不足する場合に不足補填金を計上するとのことであります。 

また、下水道使用料が減ったということは、水道料金も減っているのではという質

疑に対しまして、下水道使用料の減額は、温泉客の減、節水などによる上水道財産区

の給水量の減によるものが多く、市水道事業は微減ということで減額はしていないと

のことでございます。 

なお、一般会計からの補助金を減らし、企業会計として健全経営に努めるよう意見

が出されております。 

議案第１１号、平成１８年度あわら市一般会計予算の所管事項について申し上げま

す。 

まず、経済産業部農林水産課では、農業費で、農業委員会費に農業委員２６名に係

る報酬、県農業会議拠出金など２，２０５万５千円、農業総務費に、一般職の人件費

ほか、坂井北部丘陵地営農推進協議会負担金、剱岳かりんて祭開催補助金など１億３，

９９７万９千円、農業振興費に、米生産調整奨励事業補助金２，７８９万円、明日の

地域農業を支える担い手条件整備事業補助金３１５万９千円、遊休農地活用土地条件

整備事業補助金６３０万円など８，０２３万６千円、畜産業費に３６万５千円、農地

費に、坂井北部土地改良区事務所運営補助金７５２万１千円、国営総合農地開発事業

償還金補助金２億４，１９８万１千円、土地改良事業費償還金補助金に１億１，７４

２万４千円、国営造成施設管理体制整備促進事業補助金９４２万４千円、農業集落排

水事業特別会計繰出金５，５４９万６千円など４億５，１４９万７千円、赤尾、城地

区に係る地籍調査費に４２５万６千円、農業施設費に、多目的共同利用施設さくらセ

ンター、農業団地センターの維持管理に８３２万５千円、農村振興総合整備費に、芦

原南部地区を対象とした農業集落道整備工事など４，０４０万５千円が計上されてお

ります。 
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林業費では、林業振興費に、松くい虫被害総合対策委託料５６８万円１千円、県営

林道剱ヶ岳線工事負担金１，８５０万円、森林整備地域活動支援交付金事業補助金１，

１３５万４千円などが計上されております。 

水産業費では、稚魚放流等事業補助金など７３万８千円が計上されております。 

審査の過程で、地元でとれた食材を旅館に提供できるよう橋渡しができないかとの

意見には、県、ＪＡ、旅館、観光協会と連携し、新たな取り組みとして地元の特産品

を使った一品料理を検討しているとのことでございます。今後本格的に進めていきた

いとのことであります。関連して、旅館での地元の食材の共同購入についても考えて

いかなければならなのではとの意見が出されました。 

次に、観光商工課では、商工振興費に、商工会活動事業補助金２，３５３万８千円、

商工フェスティバル事業補助金５００万円、中小企業振興資金預託金７，２００万円、

観光費に、観光パンフレット、ポスター制作費３４０万円、観光宣伝、湯のまち夕市

開催業務、地域再生マネージャー事業の委託料１，９８６万８千円、伝統行事保存事

業補助金３２０万円、観光事業補助金に１，２７０万円、夏まつり開催補助金５００

万円、観光施設費に、刈安山森林自然公園、セントピアあわら、花菖蒲園、観光案内

所、サイクリングパーク、北潟湖畔公園、観光会館、セントピアあわらの管理委託料

など４，２６４万９千円、セントピアあわら運営補助金１，６４７万８千円が計上さ

れております。 

審査の過程で、空調設備保守点検委託料については、業者でなければできないとの

ことであるが、マニュアルどおりやれば職員ができるのではないかとの意見が出され

ております。 

地域再生マネージャー事業での中心市街地活性化事業計画の策定にあたっては、市

総合振興計画、都市マスタープラン、芦原温泉駅周辺整備計画などの計画と整合性を

図り策定するとのことであります。 

市民生活安定資金預託金と中小企業振興資金預託金との違いは、市民生活安定資金

預託金は、勤労者の生活資金に当てるため、中小企業振興資金預託金は、中小企業の

設備資金や運転資金に当てるため銀行に預託するものであるとのことであります。な

お、実績を勘案し預託しなければならないのではとの意見が出されております。 

夏祭りの会場については、あわら温泉は夏休みに集客しなければならないことから、

会場は芦原で、一方、商工フェスタは、工業、商業の祭りとして金津を会場とする方

向で考えているとのことであります。 

関連して、イベントについては、スクラップアンドビルドを行い実施していくよう

意見が出されております。 

なお、先ほど開催されました全員協議会での報告の中で、旧金津市街地の地域の要

望として、本陣祭りを主体としたイベントにできないかというような要望もございま

したことを付け加えておきたいと思います。 

なお、議案外ながら、あわら温泉の観光入込数の状況について説明がありました。 

平成１７年の入込数は、９１万５千人で、ピーク時の平成３年に比べ約４０万人の
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減少となっております。地域別では、県内からの入込数は４割を占めてはいるものの、

落ち込みは顕著となっており、今後は、県内でのＰＲが必要であるとのことでありま

す。 

また、月別では、忘新年会時期には県内の入込みが多く、夏休み期間は京阪神方面

の入込が多くなっているが、４月、５月、９月、１０月は落ち込んでいる状況であり、

方策を講じなければならないとのことであります。 

次に、土木部建設課でございます。 

道路橋りょう維持費に、道路清掃・街路樹管理等委託料４６０万円、一般市道に係

る舗装補修工事費３，３００万円、道路橋りょう新設改良費に、消雪施設水源試掘調

査委託料５００万円、市道２５２線などの道路改良工事６，０００万円、市道滝・高

塚線及び金津・三国線の改良工事に係る地方道路交付金事業３億７，０００万８千円、

県営道路改良改良事業負担金２，３２０万円、区道整備事業補助金２０６万９千円、

交通安全施設費に、市道金津・芦原線及び上新橋線の歩道改良に係る特定交通安全施

設等整備事業に６，０００万４千円、除雪対策費に、除雪作業委託料５００万円、除

雪トラック購入費１，１８０万円、道路除排雪補助金１００万円が計上されておりま

す。 

河川費には、宮谷川、波松川、東谷川の河川改修工事費６，７６４万６千円、高間

川、竹田川、北潟湖の整備に係る県営河川改良事業負担金５００万円、砂防費には、

県営急傾斜地事業負担金３９０万円が計上されております。 

消雪施設水源試掘調査委託料についての質疑には、この調査は、十日・嫁威線で１

箇所、旭・山室線で１箇所の２箇所を、平成１９年度以降工事を実施するためにする

とのことでございます。契約にあたっては、５００万円の予算内で水量を確保できる

よう慎重に行ってほしいとの意見がございました。 

金津・三国線、滝・高塚線の進捗についての質疑には、金津・三国線については、

未契約者２名、用地買収を平成１８年度上半期までに終え、工事を予定どおり行ない

たいとのことであります。 

一方、滝・高塚線については、地権者の行方不明による用地買収の遅れ、土地改良

事業実施による排水計画の見直しなど、当初平成１９年度完了を目指していましたが、

平成２０年度、若しくは平成２１年度までかかる予測とのことであります。 

各区の要望に対しての当初予算計上はどれぐらいかとの質問に対しましては、道路

改良工事６，０００万円、道路舗装補修工事３，３００万円の中で約４，０００万円

ほどである。滝・高塚線改良工事、宮谷川、波松川、東谷川改修工事も地区要望であ

るとのことでございます。 

各区からの要望は、緊急を要してのことから、そのことを念頭におき対処願いたい

というような意見もございました。 

次に、都市計画課では、都市計画総務費に、都市計画マスタープラン策定業務委託

料２６０万円、都市計画決定資料作成業務委託料１，２３７万７千円、湯のまち駅前

多目的用地取得費４，０３４万４千円、金津東部土地区画整理組合補助金５，０００
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万円、公園費に、市内公園の維持管理経費６１３万１千円、住宅総務費に、２０戸分

の木造住宅耐震診断委託料５４万円、１０戸分の太陽光発電等住宅設備設置促進事業

補助金４００万円、住宅管理費に、市営住宅の修繕料２５０万円、土地借上料１，８

７２万８千円が計上されております。 

東部土地区画整理組合事業補助金についての質疑には、５，０００万円は補助金予

定総額９，３００万円の一部で、残額は換地処分が終了していないことから併せて来

年度検討していきたいとのことであります。 

太陽光発電等住宅設備設置促進事業補助金については、実績を鑑み補助を検討して

いくようにとの意見が出されております。 

次に上下水道課では、公共下水道特別会計繰出金９億２，８９４万９千円、農業集

落排水事業特別会計繰出金５，５４９万６千円、水道事業会計補助金高料金対策分と

して２億２，５００万円、簡易水道、区画整理分として１，６４７万１千円が計上さ

れております。 

議案第１５号、平成１８年度あわら市公共下水道特別会計予算について申し上げま

す。 

予算の総額は、２２億１，０００万円で、前年度と比較して１億２，０００万円、

５．７％の増であります。 

歳出の主なものは、一般管理費で受益者負担金の前納報奨金１，２００万円、下水

道建設費で下水道管渠実施設計委託料に４，１２９万８千円、雨水工事に伴うえちぜ

ん鉄道工事委託料に２，８７８万１千円、汚水管渠布設工事に５億５，２０８万３千

円、雨水管渠整備工事に４，４９４万１千円、九頭竜川流域下水道事業建設負担金に

５，１４６万９千円、下水道工事に伴う物件移転料に５２７万２千円、下水道維持管

理費で、下水道使用料徴収業務、下水道台帳作成などの委託料に２，８４５万７千円、

九頭竜川流域下水道維持管理負担金に３億６００万円、公債費で、元金、利子合わせ

て１０億４，２５２万６千円であります。 

なお、国庫補助事業は５億９，００２万円で、市単独事業は１億１，０００万５千

円で、汚水工事は北潟東、西、牛山、細呂木、蓮ケ浦、北などの地区を、雨水工事は

東温泉地区を施工するとのことであります。 

審査の過程で、下水道使用料が前年度と比べ約４００万円の増は、投資に対して少

ないのではないかとの質疑に対しまして、下水道接続率を２％増見込み積算している

が、節水等により使用料の増を見込めないとのことであり、井戸水、雨水の流入がな

いよう排水設備の接続検査は厳しく行なうようにとの意見が出されております。 

なお、現在の接続率は、各集落でばらつきがあるが約８５％で、ローラー作戦等に

より接続率のアップに努めていくとのことであります。各区に対して強い態度で協力

要請してもいいのではないかとの意見がございました。 

議案第１６号、平成１８年度あわら市農業集落排水事業特別会計予算について申し

上げます。 

予算の総額は、６，９１０万円で、前年度と比較して８４０万円、１０．８％の減
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であります。これは、前年度において剱岳地区に係るばっ気撹拌装置改修工事を計上

していたことによるものであります。 

歳出の主なものは、金津地区の青の木・宮谷地区及び剱岳地区の施設の維持管理費

１，７４４万１千円、公債費４，４１４万４千円であります。 

議案第１８号、平成１８年度あわら市水道事業会計予算について申し上げます。 

収益的収入は、前年度と比較して２．３％減の９億１，１２６万２千円で、収益的

支出は、２．５％減の９億９８５万５千円であります。 

主なものは、収入において、総配水量３９９万立方メートルに対し、水道料金５億

６，４１６万５千円、消火栓維持補修、融雪施設電気料などに係る一般会計負担金１，

７２７万１千円、一般会計から高料金対策補助金２億２，５００万円、県からの受水

に対する年間１０４万立方メートルの財産区水道料８，５１９万６千円が計上されて

おります。 

支出においては、前年度同額の県からの受水費４億８，３７３万７千円、原水・配

水の水質検査などに１，１３１万７千円、検針業務委託料などに１，１３２万２千円、

配水管、消火栓などの修繕料に１，７４８万円、有形固定資産減価償却費１億８，３

５５万円、企業債償還利息１億１，８９９万９千円が計上されております。 

一方、資本的収入は、前年度と比較して１５％減の７，２０７万円で、資本的支出

は、７．２％減の２億７，０３２万３千円であります。 

主なものは、収入において、新設及び移設消火栓の工事負担金１，０５０万円、企

業債５，０００万円、石綿セメント管更新等補助金８００万円が計上されております。 

支出においては、配水管布設工事実施設計業務委託料１，５００万円、石綿セメン

ト管の布設替えなどの工事費に７，６６９万円、水道台帳作成業務などの委託料に２，

０００万円、企業債償還金１億４，６２６万３千円が計上されております。 

審査の中で、量水器の取替についての質疑が出されました。計量法により８年目に

交換することになっており、５５０万円計上しているとのことであります。また、石

綿セメント管の布設替えは予算計上しているが、鉛管の布設替えはどうなのかとの質

疑に対しまして、整備計画をたてながら実施していくとのことでございました。 

他に、有収率は８４％で、石綿セメント管の布設替えの投資効果がないのではない

かとの意見が出され、１００％に近い有収率となるよう願うものであります。 

議案第１９号、平成１８年度あわら市工業用水道事業会計予算について申し上げま

す。 

収益的収入は、前年度当初予算同額の１，３７３万２千円であり、収益的支出は、

ほぼ前年度並の９９０万４千円であります。 

この事業は、金津地区矢地地係で操業している東レ・ダウコーニング・シリーコー

ン株式会社に対し、工業用水７３万立方メートルを配水するものであります。 

なお、企業債の償還が平成１７年度をもって終了のため、収益的収支の計上のみと

なっているとのことでございます。 
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議案第２０号、平成１８年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計予算について申し

上げます。 

収益的収入は、前年度並の１億８，１９１万１千円であり、収益的支出は、前年度

比２．８％増の１億７，８２９万円であります。 

主なものは、収入において、給水量１７６万４千立方メートルに対し水道料金は１

億８，１５８万２千円が計上されております。支出においては、水質試験などの委託

料３５１万５千円、取送水ポンプの電力料８１０万円、県からの受水費８，５１９万

７千円などが計上されております。 

一方、資本的収入は、公共下水道工事に伴う配水管移設補償費に係る他、会計負担

金７５万３千円が計上され、総額で９５万８千円となっております。資本的支出は、

前年度比１６．６％減の３，３８７万８千円が計上され、公共下水道工事に伴う配水

管布設替え工事１，５２０万円が主なものであります。 

審査の中で、水道料金の未収金はどのように回収しているのかとの質疑には、給水

停止を前提に、計画書を提出させ、納めさせているとのことであります。給水停止は

死活問題ともなることから、慎重に取り扱っているとのことでございます。 

なお、倒産等の場合に不能欠損処分を行なうとのことであります。 

他に、水質検査については、毎月行い、今のところ異常がないということだが、地

下水の枯渇、汚染等の危機管理について考えていくようにとの意見がありました。 

議案第２６号、あわら市営住宅条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

本案は、公営住宅法施行令の改正に伴い、公募によらずに公営住宅へ入居できる事

由が拡大されたことにより、入居者の公募の例外について所要の改正を行なうもので

あります。これにより、既存入居者又は同居者の身体上の事由に加え、世帯構成の変

化や精神上の事由によっても公募によらず、市営住宅に入居できるとのことでありま

す。 

議案第３１号、芦原温泉上水道財産区特別職の職員の給与及び旅費等に関する条例

の制定について申し上げます。 

本案は、芦原温泉上水道財産区管理者の給料及び管理委員の報酬について所要の改

定を行なうもので、管理者の給料を月額７万円を２０万円に、また、管理委員の報酬

を会長は年額２万３千円を１５万円に、副会長は１万８千円を１２万円に、管理委員

は１万５千円を１０万円に改定するものであります。 

なお、管理者の給料は昭和５０年、管理委員は昭和４３年以来改定が行われていな

かったとのことであります。 

このような理由で今、改定を行なうのかとの質疑には、管理者等の職務内容、後継

者のことを考慮してとのことでありました。 

以上が主な審査経過でございますが、次に審査結果について申し上げます。 

当委員会に付託されました１２議案とも挙手採決の結果、全員賛成で原案のとおり、

可決すべきものと決しました。 

以上、主な審査の経過と結果を申し上げ、産業建設常任委員会の報告といたします。 
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○議長（山川 豊君） 次に、教育厚生常任委員長、橋本達也君。 

○２１番（橋本達也君） 議長、２１番、橋本。 

○議長（山川 豊君） ２１番、橋本達也君。 

○２１番（橋本達也君） 教育厚生常任委員会のご報告を申し上げます。 

当委員会は、去る３月１５日から１７日までの３日間にわたり、市長、教育長はじ

め関係部課長等の出席を求め、付託された議案につき慎重に審査いたしました。以下、

その経過と結果につきご報告いたします。 

議案第３号、平成１７年度あわら市一般会計補正予算（第７号）の当委員会付託分

について申し上げます。 

本案は教育委員会および福祉保健部所管の１７年度最終補正であり、歳入の額の確

定、および不用額の調整等に伴う予算計上が主なものであります。 

特記すべきこととしては、教育総務費においてコミュニティバス運行に伴うスクー

ルバス運転業務委託料の減額補正。学校管理費において最近の灯油値上がりに伴う燃

料費の増額補正。また、保健衛生費において、この冬の流行の兆しに対応した高齢者

インフルエンザ接種委託料の増額補正などがあげられます。 

さて、ここで審査の過程で大きな議論となったことについて１点ご報告いたします。 

社会教育費の文化振興費のうち節１５の工事請負費において、創作の森アートコア

鉄骨塗装工事として２８０万円の減額補正が計上されております。担当課の説明によ

れば、当初予算の４３０万円で工事実施予定であったところ、積算誤りがあり、現予

算では実施不可能であることが判明したため１７年度中の執行を取りやめたとのこ

とであります。その代わり、ガラス工房の溶解炉破損の修繕費として１５０万円を流

用して工事を実施し、差し引きの２８０万円を減額補正するとのことであります。そ

して、後にご報告する議案第１１号の１８年度一般会計当初予算において、２倍近い

８００万円を塗装工事費として再度、計上しているものであります。 

委員会での指摘は、まず予算化までの積算および工事委員会を含む手続き上の不手

際、次に同一目内とはいえ全く種類の異なる工事請負費に流用、施工しながら、議会

からの指摘があるまでその説明と報告さえなされなかったこと。さらには、委員会に

おける説明が委員に誤解を与えていると知りながらそれを放置し、後日、委員会から

の指摘でそれを認めるという姿勢に、各委員から批判が続出したところであります。 

以上の経緯は議会軽視とも受け取れるものであり、しかも最近、これに類似したこ

とが散見されるのは極めて遺憾であります。市民の負託を受けた議会に対し真摯な態

度で意見を聞き、また説明責任を果たされるよう厳重に注意を促すものであります。 

議案第６号、平成１７年度あわら市金津雲雀ヶ丘寮特別会計補正予算（第４号）に

ついて申し上げます。 

本案も最終補正ということで、措置費収入、保険料収入、利用料収入などの確定に

伴う歳入補正と、歳出ではエレベーター増築工事の入札差金４４５万円の減額補正の

ほか、養護施設と介護老人福祉施設で合計３,５４２万円の基金積み立てに係る補正
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などが主なものであります。 

議案１１号、平成１８年度あわら市一般会計予算の当委員会付託分につて申し上げ

ます。 

教育委員会教育総務課所管では、小学校の管理等に要する経費１億５,５９３万円、

中学校の管理費や教育振興費等に要する経費１億８７６万円などのほか、幼稚園関係

で７,０５８万円、学校給食に係る経費の２億２,１９６万円などが主なものでありま

す。 

文化学習課所管では、公民館費の１億１,９０８万円、文化振興費の１億８５５万

円のほか、図書館費の５,４４９万円などが主なものであります。 

スポーツ課所管では、トリムパークの維持運営に要する経費４,８３１万円、農業

者トレーニングセンターなどの体育施設費３,２２９万円のほか、各種スポーツ大会

や体協などの団体補助に要する体育振興費１,８３０万円などが主なものであります。 

ここで、主な議論内容について申し上げます。 

不登校児童生徒やいわゆる気がかりな子への対応が議論されました。各学校にはカ

ウンセリングを担当する教職員を配置しているほか、空きスペースになっている芦原

幼稚園を利用して、専門家が不登校生対象のカウンセリングを実施しており、今後は

同所において、夏休み期間中も半日は常駐していくとのことでした。さらに毎週木曜

日には臨床心理士による一般的なカウンセリングもおこなっているとのことであり

ます。 

なお、不登校は中学生に目立っており、総数で１５、６名はいるとの報告でした。

その他、不登校児のライフパートナー事業の成果についての質疑もなされたところで

あります。 

次に、挨拶運動啓蒙用看板の設置について質問があり、駅、学校、公民館など１２

カ所の設置を予定しており、運動そのものについては市民団体や学校と協議しながら

展開していきたいとの説明でありました。 

次に、図書館の運営等についての質問があり、図書購入費の配分は金津２６０万円、

芦原２４０万円とのことであります。また、ふたつの図書館の将来について、これら

の統合については慎重に検討したいとの説明でありました。 

次に、トリムパークの一般会計からの持ち出し分の推移や今後の見通しについての

質問に対しては、本年度の予算４,８３１万円のうち、２,２９９万円は県からの委託

金であり、この金額はあまり変化がないとのことであります。 

なお、４月１日からは市が県の指定管理者となって運営することになっており、そ

の条件として県からの委託金は減額しないように申し入れているとの説明でした。ま

た、テニスコート、グランドについては県が別立てで予算をもって管理するとのこと

であります。 

福祉保健部社会福祉課所管では、障害者に係る支援費などの障害者福祉費４億６,

１８７万円。私立７保育園に係る措置委託料などを中心とした保育所費６億５,２１

９万円。生活保護世帯に係る生活保護扶助費の１億１,１００万円などが主なもので
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あります。 

健康長寿課所管では、介護保険広域連合負担金３億３,０９７万円を中心とした老

人福祉総務費の４億５,７７０万円。百寿苑、市姫荘の管理委託料や老人保護施設措

置費などを中心とした老人福祉施設費の１億２,３４３万円などが主なものでありま

す。 

ここで主な議論内容について申し上げます。 

本荘幼児園の民営化に伴い、幼稚園部分の特区申請をしていたものの、これが許可

されなかったとの報告がありました。したがって、同幼稚園に職員１名を市の派遣と

するなど、手続き上は幼稚園を区別するものの、実態としては従来の幼児園と変わる

ものがないとの説明でありました。 

運営に当たっては、責任の所在や事務手続きに遺漏なきよう求めるものであります。 

次に、１２月議会の委員会で課題となった放課後児童クラブの対応につき質問があ

りました。利用児童数が増えたため建物をふたつに分けた対応を考えたところ、保護

者の反対もあったため、教育委員会と協議の結果、空き部屋を利用して１階と３階に

分けて対応をしているとの報告でありました。なお、最近では中高生の利用も見られ

るほか、安全面の配慮から児童を屋外には出さないようにしているとのことでありま

す。 

さらに、子育て支援室の見地からすると、乳幼児に対する保護者の保育実態に疑問

を感じる例も散見されるとのことであります。昨今の育児の風潮から考えて、支援室

には保護者への助言、指導に格段の努力を期待するものであります。 

次に、介護保険の地域包括支援センターの事業計画についての質問がありました。

対象者はあわら市の高齢者の５％と、要支援１，２の合計で７００人を計画している

とのことであります。また、予防給付のケアプラン作成は２,６００人程度を見込ん

でいるとの説明でした。 

地域支援事業や予防給付事業の成否は、スクリーニングや包括支援センターの運営

いかんにかかっているといっても過言ではありません。担当部署の人的充実とともに、

新制度の趣旨に沿った事業運営に努められるよう要望するものであります。 

以上が議案第１１号のご報告でありますが、ここで議案外ながら、中学校建設問題

に関する協議内容について概略をご報告いたします。 

現在、地区ごとの説明会が実施されておりますので、委員会としてその状況報告を

求めました。 

６地区での説明会を終わった段階での市長の印象としては、まず地元市民の集まり

が悪く、子どもをもった方の参加が少ないとのことであります。そこで、今後はＰＴ

Ａ総会やお出かけトークなどでさらに説明責任を果たしていきたいとのことであり

ます。 

説明会参加者のうち、中学統合に賛成するのは三分の一程度との印象であるものの、

賛成意見は述べにくい状況ではないかとの感触をもったとのことでありました。 

また、芦原地区では芦原中学の老朽化が激しいので早急に建設してほしいとの意見
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が相対的に多い一方、金津地区では金津中学は改修でもいいのではないかとの意見も

あったとの報告であります。 

いずれにせよ、説明会は市の考え方を理解していただくためのものであり、質疑な

らよいが議論をする場とは考えていないとの答弁でありました。 

特に、統合に賛成反対の意見は拮抗していないとの市長発言に対し、委員からその

根拠を尋ねられたところ、改選前の議会ではほとんどが統合に賛成であったようだし、

区やＰＴＡなどで説明した際に統合に反対する意見がひとつもなかったからとの答

弁でありました。 

議案第１４号、平成１８年度あわら市金津雲雀ヶ丘寮特別会計予算について申し上

げます。 

本案は歳入歳出それぞれを３億６,１９０万円とするもので、従来のふたつの施設

のほか、新たに訪問介護事業所等の運営に係る経費が計上されております。 

養護老人施設費で１億３,７３３千円、指定介護老人福祉施設費で１億４,３１８万

円のほか、新規の訪問介護事業費６７４万円などが主なものであります。 

なお、介護保険制度の改正により、従来の在宅介護支援センター費は廃款となって

おります。 

議案第２７号、あわら市保育所条例の一部を改正する条例の制定について申し上げ

ます。 

本案は、公設民営化による本荘幼児園、金津東保育所の管理に関する業務を指定管

理者に行なわせることに伴い、所要の改正措置が必要なために制定しようとするもの

であります。 

なお、民営化にあたっての課題については、先の議案第１１号の当初予算でご報告

したとおりであります。 

議案第２８号、あわら市スポーツ施設条例の一部を改正する条例の制定について申

し上げます。 

本案は、財団法人坂井北部農業者健康会館の解散により、同財団が管理していた農

業者トレーニングセンターを市の公の施設として管理することに伴い、所要の改正措

置が必要なため制定するものであります。 

議案第２９号、あわら市金津雲雀ケ丘寮条例の一部を改正する条例の制定について

申し上げます。 

本案は、介護保険制度の改正により、金津雲雀ヶ丘寮内に訪問介護事業所を開設す

ることに伴い、事業内容について所要の規定を定める必要があるための案であります。 

議案第３０号、あわら市金津雲雀ケ丘寮介護サービス事業手数料等条例の一部を改

正する条例の制定について申し上げます。 

本案は、訪問介護事業所を開設することに伴い、要支援認定者に対する介護予防サ

ービスにかかる手数料について所要の規定を定める必要があるための案であります。 

議案第３２号、公の施設の指定管理者の指定について申し上げます。 

本案は、本荘幼児園、金津東保育所の管理に関する業務を行なう指定管理者を指定
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することについて、地方自治法第２４４条の２第３項の規定により、社会福祉法人本

荘すこやか福祉会、社会福祉法人刈安福祉会を指定しようとするものであります。 

以上、当委員会に付託されました議案９件は、採決の結果、いずれも全員異議なく

原案のとおり可決すべきものと決した次第であります。 

○議長（山川 豊君） 暫時休憩をします。 

開会は３時１５分から開会をします。 

（午後 3時 02 分） 

 

○議長（山川 豊君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 3時 17 分） 

 

○議長（山川 豊君） 日程第２、議案第３号、平成１７年度あわら市一般会計補正予

算（第７号）を議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、各常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

○４番（山川知一郎君） はい。 

○議長（山川 豊君） 原案に反対の意見を、発言を許します。 

○４番（山川知一郎君） ４番、山川。 

○議長（山川 豊君） ４番、山川知一郎君。 

○４番（山川知一郎君） 議案第３号、一般会計補正予算に対する反対討論を行ないた

いと思います。 

この補正の中には、都市計画道路、金津・三国線の物件移転保証金として、１４６

万８千円が増額補正となっております。 

私は前々から指摘をしておりますが、この道路建設については無駄使いではないか

という、多くの市民の批判がございます。 

私は何としてもこの道路建設は、今の財政状況を考えれば、計画そのものを中止す

べきであるというように考えます。 

よって、この補正予算に反対をするものでございます。 

以上です。 

○議長（山川 豊君） 討論は他にありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） これで討論を終わります。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第３号、平成１７年度あわら市一般会計補正予

算（第７号）を採決します。 
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本案に対する各常任委員長の報告は原案可決であります。 

各常任委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

(賛成者起立) 

○議長（山川 豊君） 起立多数です。 

したがって、議案第３号、平成１７年度あわら市一般会計補正予算（第７号）は原

案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第３、議案第４号、平成１７年度あわら市国民健康保険特

別会計補正予算（第３号）を議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、総務常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第４号、平成１７年度あわら市国民健康保険特

別会計補正予算（第３号）を採決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第４号、平成１７年度あわら市国民健康保険特別会計補正予算（第

３号））は原案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第４、議案第５号、平成１７年度あわら市老人保健特別会

計補正予算（第２号）を議題とします。 

 

○議長（山川 豊君） これより、総務常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 
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○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第５号、平成１７年度あわら市老人保健特別会

計補正予算（第２号）を採決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第５号、平成１７年度あわら市老人保健特別会計補正予算（第２

号）は原案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第５、議案第６号、平成１７年度あわら市金津雲雀ケ丘寮

特別会計補正予算（第４号）を議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、教育厚生常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第６号、平成１７年度あわら市金津雲雀ケ丘寮

特別会計補正予算（第４号）を採決します。 

本案に対する教育厚生常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第６号、平成１７年度あわら市金津雲雀ケ丘寮特別会計補正予算

（第４号）は原案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第６、議案第７号、平成１７年度あわら市公共下水道特別

会計補正予算（第４号）を議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、産業建設常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 
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○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第７号、平成１７年度あわら市公共下水道特別

会計補正予算（第４号）を採決します。 

本案に対する産業建設常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第７号、平成１７年度あわら市公共下水道特別会計補正予算（第

４号）は原案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第７、議案第８号、平成１７年度あわら市農業集落排水事

業特別会計補正予算（第２号）を議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、産業建設常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第８号、平成１７年度あわら市農業集落排水事

業特別会計補正予算（第２号）を採決します。 

本案に対する産業建設常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第８号、平成１７年度あわら市農業集落排水事業特別会計補正予

算（第２号）は原案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第８、議案第９号、平成１７年度あわら市モーターボート

競走特別会計補正予算（第２号）を議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、総務常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 
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○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第９号、平成１７年度あわら市モーターボート

競走特別会計補正予算（第２号）を採決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第９号、平成１７年度あわら市モーターボート競走特別会計補正

予算（第２号）は原案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第９、議案第１０号、平成１７年度あわら市水道事業会計

補正予算（第３号）を議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、産業建設常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第１０号、平成１７年度あわら市水道事業会計

補正予算（第３号）を採決します。 

本案に対する産業建設常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第１０号、平成１７年度あわら市水道事業会計補正予算（第３号）

は原案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第１０、議案第１１号、平成１８年度あわら市一般会計予

算を議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、各常任委員長に対する質疑を許します。 
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○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

○４番（山川知一郎君） 山川。 

○議長（山川 豊君） まず原案に反対の発言を許します。 

○４番（山川知一郎君） ４番、山川。 

○議長（山川 豊君） ４番、山川知一郎君。 

○４番（山川知一郎君） 平成１８年度一般会計予算に対する反対討論を行ないます。 

今議会で市の財政の長期見通しについての説明を受けましたが、それによれば市の

財政は平成２０年、あと２年後には収支がとんとんで、２１年以降は歳出が歳入を上

回る、このままでいけば財政は破綻するという、大変厳しい状況にあるということが

説明されました。 

こういう状況であれば、本当に今、不要不急の歳出は削る、無駄を徹底して削ると

いうことが求められていると思います。 

そういう点で、私は先ほど補正予算の中でも申しましたが、第一には都市計画道路、

金津・三国線に合併特例債１億２,８２０万円を含む、３億円の予算が計上されてお

りますが、どうしても今の状況の中でこの道路建設が必要であるとは思われません。 

これは計画を凍結し、歳出をストップすべきであるというように考えます。 

また、市長の交際費は１７年度予算２７０万円に対して、１８年度予算では３０万

円増額して３００万円となっております。これもなぜ、この時期に増額されるのか全

く理解に苦しむところであります。 

また、厳しい財政状況の中で、今年度職員の給与は４．８パーセント減らされると

いうことになっておりますが、市長をはじめ常勤特別職の報酬は今までどおりと、職

員の給与は合併後も毎年引き下げられておりますが、特別職の報酬は１円も引下げれ

れておらない、これで果たして本当に市長が先頭に立って、行財政改革ができるのか

大いに疑問とするところであります。 

二つ目の理由は、金額としては僅かでございますが、自衛官募集事務に市からの持

ち出しは１万６千円でございますが、私は現在の自衛隊は明確に、憲法９条に違反す

るものと考えております。 

こういう違法な自衛官募集に自治体が関与することは許されない、この２点で１８

年度一般会計予算に対する反対とするものであります。 

○議長（山川 豊君） 他に討論はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

 

○議長（山川 豊君） これで討論は終わります。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第１１号、平成１８年度あわら市一般会計予算
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を採決します。 

本案に対する各常任委員長の報告は原案可決であります。 

各常任委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立多数です。 

したがって、議案第１１号、平成１８年度あわら市一般会計予算は原案のとおり可

決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第１１、議案第１２号、平成１８年度あわら市国民健康保

険特別会計予算を議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、総務常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第１２号、平成１８年度あわら市国民健康保険

特別会計予算を採決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第１２号、平成１８年度あわら市国民健康保険特別会計予算は原

案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第１２、議案第１３号、平成１８年度あわら市老人保健特

別会計予算を議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、総務常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 
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○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第１３号、平成１８年度あわら市老人保健特別

会計予算を採決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第１３号、平成１８年度あわら市老人保健特別会計予算は原案の

とおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第１３、議案第１４号、平成１８年度あわら市金津雲雀ケ

丘寮特別会計予算を議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、教育厚生常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第１４号、平成１８年度あわら市金津雲雀ケ丘

寮特別会計予算を採決します。 

本案に対する教育厚生常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第１４号、平成１８年度あわら市金津雲雀ケ丘寮特別会計予算は

原案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第１４、議案第１５号、平成１８年度あわら市公共下水道

特別会計予算を議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、産業建設常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 
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○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第１５号、平成１８年度あわら市公共下水道特

別会計予算を採決します。 

本案に対する産業建設常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第１５号、平成１８年度あわら市公共下水道特別会計予算は原案

のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第１５、議案第１６号、平成１８年度あわら市農業集落排

水事業特別会計予算を議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、産業建設常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第１６号、平成１８年度あわら市農業集落排水

事業特別会計予算を採決します。 

本案に対する産業建設常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第１６号、平成１８年度あわら市農業集落排水事業特別会計予算

は原案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第１６、議案第１７号、平成１８年度あわら市モーターボ

ート競走特別会計予算を議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、総務常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 
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○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第１７号、平成１８年度あわら市モーターボー

ト競走特別会計予算を採決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第１７号、平成１８年度あわら市モーターボート競走特別会計予

算は原案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第１７、議案第１８号、平成１８年度あわら市水道事業会

計予算を議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、産業建設常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第１８号、平成１８年度あわら市水道事業会計

予算を採決します。 

本案に対する産業建設常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第１８号、平成１８年度あわら市水道事業会計予算は原案のとお

り可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第１８、議案第１９号、平成１８年度あわら市工業用水道

事業会計予算を議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、産業建設常任委員長に対する質疑を許します。 
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○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第１９号、平成１８年度あわら市工業用水道事

業会計予算を採決します。 

本案に対する産業建設常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第１９号、平成１８年度あわら市工業用水道事業会計予算は原案

のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第１９、議案第２０号、平成１８年度芦原温泉上水道財産

区水道事業会計予算を議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、産業建設常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第２０号、平成１８年度芦原温泉上水道財産区

水道事業会計予算を採決します。 

本案に対する産業建設常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第２０号、平成１８年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計予算

は原案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第２０、議案第２１号、あわら市人事行政の運営等の状況
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の公表に関する条例の制定についてを議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、総務常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第２１号、あわら市人事行政の運営等の状況の

公表に関する条例の制定についてを採決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第２１号、あわら市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例

の制定については原案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第２１、議案第２２号、あわら市長期継続契約を締結する

ことができる契約に関する条例の制定についてを議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、総務常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第２２号、あわら市長期継続契約を締結するこ

とができる契約に関する条例の制定についてを採決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第２２号、あわら市長期継続契約を締結することができる契約に

関する条例の制定については原案のとおり可決されました。 
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○議長（山川 豊君） 日程第２２、議案第２３号、あわら市国民保護協議会条例の制

定についてを議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、総務常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

○４番（山川知一郎君） ４番、山川。 

○議長（山川 豊君） まず原案に反対者の発言を許します。 

○４番（山川知一郎君） ４番、山川。 

○議長（山川 豊君） ４番、山川知一郎君。 

○４番（山川知一郎君） 私はただ今の議案２３号、あわら市国民保護協議会条例の制

定について、及び次のあわら市国民保護対策本部等条例の制定について、同じような

主旨でございますので、両方に対する反対討論を行ないたいと思います。 

この条例制定を義務付けている、国民保護法は、武力攻撃自体法、米軍支援法、特

定公共施設利用法などとともにいわゆる有事法制のひとつであります 

政府は国民基本指針で、ひとつは海からの攻撃、二番目に空からの攻撃、３つ目に

弾道ミサイルによる攻撃、４つ目にゲリラ及び特殊部隊による攻撃を有事と想定して

おりますが、政府自信、一及び二、空から、また海からの攻撃は、現状ではほとんど

可能性はないと言明をしておりますし、３つ目の弾道ミサイルによる攻撃、及び４つ

目のゲリラ及び特殊部隊による攻撃についても、現実性は非常に疑問視されておると

ころでございます。ほとんど、現実にはありえないことに対応を迫っているものと言

わなければなりません。 

政府は有事法制は、こういう有事場合の他に日本に直接攻撃が及んでいない事態で

も発動されるとなっておりまして、政府は米軍が先制攻撃戦争を行なった場合にも発

動されると見解を示しております。 

これから考えれば、国民保護法は実際には日本が攻撃された場合というよりも、ア

メリカが他の国に対して先制攻撃戦争を起した場合に、日本国民をこれに協力させる

ことを狙って制定されたものといわざる得ないと思います。これは明らかに憲法９条

に違反するものであります。 

第二にこの教具界には、自衛隊員を参加させることとなっておりますが、こうなり

ますと自衛隊が地方自治に介入する危険性も生まれてまいります。 

以上によりまして、この２議案には反対をいたします。 

以上でございます。 

○議長（山川 豊君） 他に討論はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 
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○議長（山川 豊君） これで討論を終わります。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第２３号、あわら市国民保護協議会条例の制定

についてを採決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立多数です。 

したがって、議案第２３号、あわら市国民保護協議会条例の制定については原案の

とおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第２３、議案第２４号、あわら市国民保護対策本部等条例

の制定についてを議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、総務常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第２４号、あわら市国民保護対策本部等条例の

制定についてを採決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立多数です。 

したがって、議案第２４号、あわら市国民保護対策本部等条例の制定については原

案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第２４、議案第２５号、あわら市一般職の職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、総務常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 
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○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第２５号、あわら市一般職の職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例の制定についてを採決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第２５号、あわら市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例の制定については原案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第２５、議案第２６号、あわら市営住宅条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、産業建設常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第２６号、あわら市営住宅条例の一部を改正す

る条例の制定についてを採決します。 

本案に対する産業建設常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第２６号、あわら市営住宅条例の一部を改正する条例の制定につ

いては原案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第２６、議案第２７号、あわら市保育所条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、教育厚生常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 
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○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第２７号、あわら市保育所条例の一部を改正す

る条例の制定についてを採決します。 

本案に対する教育厚生常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第２７号、あわら市保育所条例の一部を改正する条例の制定につ

いては原案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第２７、議案第２８号、あわら市スポーツ施設条例の一部

を改正する条例の制定についてを議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、教育厚生常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第２８号、あわら市スポーツ施設条例の一部を

改正する条例の制定についてを採決します。 

本案に対する教育厚生常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第２８号、あわら市スポーツ施設条例の一部を改正する条例の制

定については原案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第２８、議案第２９号、あわら市金津雲雀ケ丘寮条例の一

部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、教育厚生常任委員長に対する質疑を許します。 
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○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第２９号、あわら市金津雲雀ケ丘寮条例の一部

を改正する条例の制定についてを採決します。 

本案に対する教育厚生常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第２９号、あわら市金津雲雀ケ丘寮条例の一部を改正する条例の

制定については原案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第２９、議案第３０号、あわら市金津雲雀ケ丘寮介護サー

ビス事業手数料等条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、教育厚生常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第３０号、あわら市金津雲雀ケ丘寮介護サービ

ス事業手数料等条例の一部を改正する条例の制定についてを採決します。 

本案に対する教育厚生常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 全員起立です。 

したがって、議案第３０号、あわら市金津雲雀ケ丘寮介護サービス事業手数料等条

例の一部を改正する条例の制定については原案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第３０、議案第３１号、芦原温泉上水道財産区特別職の職
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員の給与及び旅費等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし

ます。 

○議長（山川 豊君） これより、産業建設常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第３１号、芦原温泉上水道財産区特別職の職員

の給与及び旅費等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを採決します。 

本案に対する産業建設常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第３１号、芦原温泉上水道財産区特別職の職員の給与及び旅費等

に関する条例の一部を改正する条例の制定については原案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 日程第３１、議案第３２号、公の施設の指定管理者の指定につ

いてを議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、教育厚生常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第３２号、公の施設の指定管理者の指定につい

てを採決します。 

本案に対する教育厚生常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第３２号、公の施設の指定管理者の指定については原案のとおり

可決されました。 
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○議長（山川 豊君） 日程第３２、議案第３３号、福井坂井地区広域市町村圏事務組

合規約の変更についてを議題とします。 

○議長（山川 豊君） これより、総務常任委員長に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより討論を行ないます。 

○議長（山川 豊君） 討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第３３号、福井坂井地区広域市町村圏事務組合

規約の変更についてを採決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案可決であります。 

委員長報告のとおり決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第３３号、福井坂井地区広域市町村圏事務組合規約の変更につい

ては原案のとおり可決されました。 

 

 

◎議案第３４号の上程、提案理由説明、質疑、討論、採決 

○議長（山川 豊君） 日程第３３、議案第３４号、あわら市議会の議員の報酬、期末

手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題としま

す。 

○議長（山川 豊君） 本案に対する提案理由の説明を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） ただ今上程されました、議案第３４号、あわら市議会の議員の

報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定についての提

案理由の説明を申し上げます。 

本案につきましては、議会議員の報酬等について所要の改正をおこなうものであり

ます。 

あわら市特別職報酬等審議会の答申にに基づき、議会議員の報酬月額を改正するほ

か、県内他市の状況を考慮し、期末手当の加算措置、及び支給割合の改正を行なう必

要があるため、この案を提出するものであります。 

よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議いただきますよう、お願い申し上げま
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す。 

○議長（山川 豊君） 本案に対する質疑を許します。 

○４番（山川知一郎君） ４番、山川。 

○議長（山川 豊君） ４番、山川知一郎君。 

○４番（山川知一郎君） ３点に渡って質問をいたします。 

ひとつは、この特別職議員報酬等審議会でございますが、この審議会の会長を勤め

られた方は、市長の後援会の会長であると承知をしておりますが、こういう人事は市

民にこの審議会について、公正さ、あるいは客観性について疑問を抱かせるものでは

ないでしょうか。 

どういう基準で、この審議会の委員の人選をされたのかお伺いをいたします。 

２番目に、この審議会の審議の中で、議員定数の問題について意見があったと聞い

ております。報酬審議会はあくまで報酬について審議をする場でありまして、議員定

数に言及することは謁見行為ではないかというように考えますが、いかがでしょうか。 

３つ目に市長はこの審議会に対して答申にありますように、今提案されたような額

の値上げを諮問をされたわけでございますが、議員の報酬は実に３６．７パーセント

のアップになるわけでございます。 

今の先ほどから申しましておりますように、こういう厳しい財政事情の中で、こう

いう大幅な報酬アップを諮問されたのはどういうお考えからか、また、もうひとつ先

ほどから申しましておりますように、市長など常勤特別職についての諮問はなにもさ

れておりませんが、この点についてもなぜ諮問をされなかったのかお伺いをいたしま

す。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） まずは人選でございますが、これは今までの慣行っていうんで

すか、その人選に沿ってだいたい進めたものでございまして、企業の経営者、いわゆ

るあわら市内でのトップで活躍されている方、それから商工会、農業、それから婦人

団体、青壮年団、あと商工会ですか、そういうような形でですね、今までの基準で選

んだものでございまして、特別に私の後援会の会長をしているということとは、ちょ

っと違うんで、たまたまそういう具合になったということでございます。 

それから議員定数についての言及っていうのは、私が申し上げることではなくて、

審議会の中でそういうような議論がされてですね、議員の報酬を上げるのなら、定数

を引下げれっていうような、そういうようなお話があったということで、付帯決議と

してそういう具合にされているということで、これは私が言及することではございま

せん。 

それから、その時に市長他、特別職の報酬は審議しなかったのかというんですが、

これにつきましても、報酬審議会の方ではお話しをしてございます。 

ご承知のように県内他市に比べまして、私どもの報酬が一番低いわけでございまし

て、問題にならなかったという、議論にならなかったというお話しを聞いております。 

提出しなかったというお話しはお話しですけれども、俎上には載せておりますので、
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よろしくお願いします。 

○議長（山川 豊君） 他に、質疑、ございませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） ただいま議題となっております議案第３４号につきましては、

会議規則第３７条第２項の規定により、委員会付託を省略したいと思いますが、ご異

議ありませんか。 

（｢異議あり｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 異議がある議員がございますので、起立によって本件の採決を

したいと思います。 

○４番（山川知一郎君） 議長、議事についての動議です。 

○議長（山川 豊君） 動議ならば４番、山川知一郎君。 

○４番（山川知一郎君） 非常にこの問題は、市民も関心を持っているところでござい

ます。 

こういう重要な問題を、全く審議せずに、今ここで採決で決定をするというのは、

私は不適当でないかと、そういう点では、この案件を総務常任委員会に付託をして、

継続審査とするという動議を提出いたします。 

（｢賛成｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 賛成者二人おりますので、動議として採択いたします。 

○議長（山川 豊君） 暫時休憩をします。 

（午後 4時 15 分） 

 

○議長（山川 豊君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 4時 30 分） 

 

○議長（山川 豊君） お諮りします。 

本日の会議時間は議事の都合により、予め延長したいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 異議なしと認めます。 

よって、本日の会議時間は延長することに決しました。 

○議長（山川 豊君） お諮りします。 

ただ今、山川知一郎議員から議案第３４号の件は、委員会付託すべしとの同議が提

出されました。 

この動議は二人以上の賛成者がありますので、成立しました。 

○議長（山川 豊君） 委員会の付託を行なおうとする議題として採決します。 

この採決は起立によって行ないます。 

○議長（山川 豊君） 委員会付託をすべしとする動議に、賛成の方は起立願います。 
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（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立小数です。 

したがって、議案第３４号について、委員会の付託すべきとの動議は否決されまし

た。 

○議長（山川 豊君） ただ今議題となっております、議案第３４号につきましては会

議規則第３７条第２項の規定により、委員会付託を省略したいと思います。 

○議長（山川 豊君） これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

○４番（山川知一郎君） 議長。 

○議長（山川 豊君） 反対の立場からの討論ですね。 

○４番（山川知一郎君） はい。 

○議長（山川 豊君） ４番、山川知一郎君。 

○４番（山川知一郎君） ただ今の議員報酬の値上げに対する反対討論を行ないたいと

思います。 

先ほどから何回か申し上げておりますが、今、あわら市の財政状況は本当に大変な

状況にあると考えますし、今月ずっとこの間、議会と並行して行なわれております、

中学校の統合問題に関する説明会の中でも、市は主な理由として、財政事業が厳しい

ということを住民に訴えております。 

そういう中で、今般、先ほども申しましたように、議員報酬を３６．７パーセント

一挙に引き上げるというのは、とても市民の納得は得られないというように考えます。 

私は議員報酬が議員の生活給的な意味ももちろんあると、現在の報酬が生活給とし

て考えた場合に妥当であるかと言えば、決して高いとは言えないと考えます。 

しかし、今回の引き上げの理由は、県内の八市の中でもっと低い市に、横並びで合

わせたとか、合併して町から市になったから、これらはいずれもアップの理由として

本当に説得性のあるものではないというように思います。 

誰でも報酬は上がったほうがいいと思います。しかし、今の先ほどから申しまして

おりますように、財政状況を考えれば、一挙にこれだけの大幅引き上げはとてもゆる

されない。引き上げるにしても、もう少し充分に審議をしたうえで、小幅な引き上げ

に留めるとかという手もあるのではないかと、いうように思います。 

そういう点で、私は先ほど継続審査ということを提案いたしましたが、皆さんの賛

同が得られずに、否決をされて大変残念に思いますけれども、そういう点では、この

３５万円に引き上げるのを認めるかどうかということを、ここで決めざる得ないとい

う状況でございますが、これはとても私としては納得できるものではないということ

で反対の討論といたします。 

以上です。 

○議長（山川 豊君） 他に討論はありませんか。 

○議長（山川 豊君） 賛成の方の討論はありますか。 

○３番（大下重一君） 反対です。 
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反対討論はだめなんですか。 

○議長（山川 豊君） 賛成交互です。 

賛成の方はございませんね。 

○議長（山川 豊君） それでは３番、大下重一君。 

○３番（大下重一君） それでは、私は当議案に反対の立場で討論をいたします。 

先般も長期財政計画を細かく分析をし、我々はその状況について説明を受けました。

合併後１５年先までの、いわゆる財政状況です。 

平成２１年度からは、歳出が歳入を大きく上回る現状、そしてまたその対策として

考えられている方法としては、いわゆる水道料、あるいは保育料、またゴミ袋等の公

共料金の値上げ、はたまた都市計画税を新設をしなければならないだろうというよう

な形で、住民負担というもが見えてきているというような説明を、財政課から受けた

ところであります。 

そして、この本定例会の全員協議会においては、行政改革大綱実施計画なるものも

説明をしていただきました。この中で謳われているのは、市民への各種サービスの縮

小、はたまた市民の協力を呼びかけなければ、各行政自治はスムーズに行かないとい

うようなお話しもいただいたところです。 

そして、今年最大の課題である、学校建設問題においても財政問題が大きなポイン

トになって、子を持つ親がどれだけ悩み、苦しんでいるかということを踏まえますと、

この現状の中で、議員の取るべき姿勢は、市民の代表として市民から付託を受けたそ

の立場にあるものとして、どう行動すべきかは明らかであるというように思います。 

現在、年収が４００万、この議員報酬においては、どことの比較で高い安いをいう

のかと言えば、提案理由の中で他市、他の市と比べていう説明がありましたけれども、

比べるべきは、我があわら市の財政としっかり比べた上で、抵当なのか、不適当なの

かを判断すべきだと思います。 

本来、あわら市といっても、旧芦原、旧金津町が実力を蓄えて、人口も増え、産業

も増え、そして市というものを勝ち取った訳では、私はないと理解しております。 

両町が財政難からやむなく合併を取りえなかったという理由がそこにあるわけで

す。ですから本来の市と、現在の実力が蓄えているかというと、決してそうではない

というように言わざる得ません。 

よってこの財政難のおり、あわら市の再生に市民の皆さんと一緒になって全力でが

んばらなければならないと、この時に議員の取らなければならない姿勢というのは、

やっぱり率先垂範で自らが当市の財政を守ると、何としてもこのあわら市をきちっと

自立する市にするんだというようなところが、まずは考えるべき基点になければなら

ないというように考えます。 

ですからこの議員報酬値上げについては、今の時期は適切な時期でないと、私は判

断をいたしまして、反対の討論とさせていただきます。 

○議長（山川 豊君） 他に討論ございませんか。 

○２１番（橋本達也君） 議長。 
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○議長（山川 豊君） ２１番、橋本達也君。 

○議長（山川 豊君） 賛成の方、ございませんね。 

○２１番（橋本達也君） 反対の討論をいたします。 

まず、なぜこの時期に議員報酬を上げなければならないのか、私はどう考えてもこ

れは疑問であります。 

もし、議員報酬値上げもこれはやむを得ないというのであればですね、例えば次の

改選時期に向って、私は計画を組むのが妥当ではないかと思います。 

我々は昨年行なわれたの選挙の際には、議員定数が２２名、議員報酬２５万６千円、

これがわかっていて選挙に出たはずであります。もし、議員報酬を上げるのだという

のであればですね、必ずしも議員報酬と議員定数はリンクしているものではありませ

んけれども、たとえば今期中に、議会の側から議員定数をこれだけにするんだと議決

をしたのちに、これは市長の側から議員報酬はこれだけでいかがかという議案を出し

ていただいて、それを議会として議決したのちに、３年後に行なわれる選挙に出られ

る方は、こういう条件で大いに頑張って下さいと、そのように意思決定する流れを作

っていくのが、この期に我々に課せられた課題ではないかと、そういうように思いま

す。 

中身につきましては以上で留めますが、本案につきましての経緯とか手続きについ

て、三つほど問題点を指摘したいと思います。 

まず第１点目ですが、この問題が表面化したのは昨年１２月６日に開催された議会

運営委員会と全員協議会でした。その時の議長からの報告は次のようなものでありま

した。 

すなわち、一部の議員からの要望もあって、報酬審議会の開催を水面下で市長に求

めてきていた、しかし市長はこれに応じてくれなかった。その理由というのは、市長

としても確かに現状の議員報酬額がよいとは思わないけれども、今、報酬を上げると

批判がすべて自分にくるから開催しない、こういうものでありました。さらに、議会

の総意で報酬審議会の開催を求められたり、あるいは議長から市長宛に開催を求める

文書を提出してくれるなら開催してもよい、このような内容であったはずであります。 

この報告を受けた議会運営委員会は、市長のこの対応に対して、多少紛糾をいたし

ました。報酬審議会の開催権は市長にあって議会にはありません。開催する権限も、

またその義務もこれは市長にあるわけであります。それを、自分に批判がくるからと

いって開催しないというのは、責任と義務の放棄ではないでしょうか。ましてや、議

長から審議会開催を求める文書の提出があれば開催するなどというのは、議長あるい

は議会に対して越権行為を求めるに等しく、理事者と議会との信頼関係を著しく損な

うものであります。 

そこで、議会運営委員会では報酬の値上げに賛成の委員も反対の委員も、ともに審

議会の開催は市長の責任において開催すべきものとの判断になったわけであります。

続いて開かれた全員協議会の場でも同じような流れであったはずであります。報酬が

上がるか上がらないかは別として、審議会は開催すべきとの意見に集約されたと思い
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ます。 

つまり、審議会の意見がどうあれ、それを市長がどう判断してどのような案を提出

するかは別問題であります。そして、かつその最終判断を議会に任せていただくとい

う趣旨であったと思います。 

私個人としても、以上のような経緯から見て、市長が果たしてどのような諮問案を

審議会に提出されるのかを見せていただきたいという思いがありました。たとえば、

本来ならもっと報酬を上げるべきところ、あわら市の置かれている現状からして、わ

ずかしか上げられないが我慢ほしいということもできたわけであります。あるいは、

報酬は上げられないが、議員活動に応じて支給される政務調査費をつけるというよう

なことなど、選択肢は多々あったわけであります。しかし、残念ながら、県内で最も

低い市の水準に合わせたというだけの理由をもって、市長がこの金額を審議会に諮問

されたのでした。 

２点目です。 

報酬審議会の答申が出されたのはこの議会開催前日の今月６日でした。その結果、

当初予算の対応もできないことから、最終日の予算成立後に追加議案として提出する

という事態になっております。 

しかし、市民からの批判が多いと市長ご自身が感じておられる議案なのですから、

なおのこと議会での十分な議論を求めるべきではないでしょうか。議会初日に提出さ

れなかったため委員会付託もできず、正式にはこの本会議での審議しかできないわけ

であります。 

そもそも、なぜこのように慌てて提出しなければならない議案なのか私には理解が

できません。うがった見方をすれば、議会の審議を制限する意図的なスケジュールで

はないかとさえ思われてしまいます。 

３点目です。議員報酬３５万円という市長からの諮問案を受けた報酬審議会は、そ

れを妥当とする答申をしました。ところが、そこには付帯意見がつけられており、そ

のひとつには次のように書かれております。「議員定数については、同規模市の状況

を勘案し、次回改選までに１８名を目途として削減に努められたい。」 

市長はこの答申をそのまま受理し、これを尊重すると述べられております。もちろ

ん、この議案では定数について触れられていませんが、この付帯意見も含めて総体と

して答申を尊重し、これを議案化したわけであります。 

しかし、答申で議員定数に触れたのは明らかな権限の逸脱です。確認をしたところ、

これは越権行為であるというのが全国議長会議事部会の正式見解でありました。審議

会がこの付帯意見を付けたこと、そしてそれを市長がそのまま受理したのは手続き上

の間違いであるとの見解であります。 

議員報酬を議会の側から言い出すのが間違いであるのと同じように、議員定数の問

題を理事者側から言い出すのも間違いなのです。 

一般論として、議員の口数が少ない方が理事者は楽であります。それを、あろうこ

とか議員報酬値上げの答申案に付帯意見として付けたのは、議会制度そのものへの重
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大な挑戦と言わざるをえないのでないしょうか。ましてや、先ほどの質疑によれば、

報酬審議会の会長が、これはたまたまであったにせよ市長の後援会長であったという

ことは、考えようによっては議会権限への不当な干渉といわれても致し方ないのでは

ないかと、そのように思われます。 

卑近な表現をすれば、報酬は上げるから議員の数は減らせと言われて、それに無批

判に乗っていくことが議員として市民の付託に応える姿勢といえるでしょうか。市民

が議会に求めるのは、行政に対するチェック機能のはずです。片方でそのチェック機

能を越権行為によって犯されていながら、なおかつ報酬値上げに賛成するというので

は、その分の税負担をする市民こそ救われません。 

報酬額そのものもさることながら、以上のような構図を無批判に受け入れることは

あわら市議会の汚点になると考えます。議員各位には、賛成して恥じるものがないの

か、どうかご自分の議員バッジに問いかけていただきたいと思います。 

政治的良心に従い、どうか反対の意思表示をされるようお願いを申し上げまして反

対討論といたします。 

○議長（山川 豊君） 他にありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第３４号、あわら市議会の議員の報酬、期末手

当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを採決します。 

議案第３４号は、原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立多数です。 

したがって、議案第３４号、あわら市議会の議員の報酬、期末手当及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

 

 

◎議案第３４号、議案第３５号の上程、提案理由説明、質疑、討論、採決 

○議長（山川 豊君） お諮りします。 

審議の都合上、日程第３４、議案第３５号、市長等の給与及び旅費に関する条例の

一部を改正する条例の制定について。 

日程第３５、議案第３６号、あわら市教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関

する条例の一部を改正する条例の制定について。 

以上、議案２件を一括議題とし、市長から提案理由の説明を求めたいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第３５号、議案第３６号の２議案を一括議題とし、市長から提案理由

の説明を求めます。 
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○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君 

○市長（松木幹夫君） ただ今上程されました、議案第３５号、市長等の給与及び旅費

に関する条例の一部を改正する条例の制定について、及び議案第３６号、あわら市教

育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついての２議案について、提案理由の説明を申し上げます。 

これら２議案につきましては、市長等の期末手当の加算措置について、所要の改正

を行なうものであります。 

議案第３５号では、市長及び副市長について、議案第３６号では教育長について、

県内他市の状況を考慮し、期末手当の加算措置の改正を行なう必要があるため、この

案を提出するものであります。 

よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議をいただきますよう、お願い申し上げ

ます。 

○議長（山川 豊君） 本案に対する質疑を許します。 

○議長（山川 豊君） 質疑はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 質疑なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） ただ今、議題となっております議案第３５号、議案第３６号の

２議案につきましては、会議規則第３７条第２項の規定により、委員会付託を省略し

たいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３５号、議案第３６号の２議案は、委員会付託を省略すること

に決定しました。 

○議長（山川 豊君） これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（｢討論なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 討論なしと認めます。 

○議長（山川 豊君） これより、議案第３５号、市長等の給与及び旅費に関する条例

の一部を改正する条例の制定についてを採決します。 

議案第３５号は、原案のとおり決することに賛成の方の起立願を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第３５号、市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する

条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 次に、議案第３６号、あわら市教育委員会教育長の給与及び勤
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務時間等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを採決します。 

議案第３６号は、原案のとおり決することに賛成の方の起立願を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第３６号、あわら市教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関

する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

 

 

◎議案第３７号の上程、提案理由説明、採決 

○議長（山川 豊君） 日程第３６、議案第３７号、あわら市教育委員会委員の任命に

ついてを議題といたします。 

○議長（山川 豊君） 本案に対する提案理由の説明を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君 

○市長（松木幹夫君） ただ今上程されました、議案第３７号、あわら市教育委員会委

員の任命についての提案理由の説明を申し上げます。 

本案につきましては教育委員会委員を任命することについて、議会の同意をお願い

するものであります。 

現教育委員会委員の山﨑良子氏が、本年５月１１日で任期満了となるため、その後

任として、あわら市柿原第４１号１４番地、般若泰子氏を委員に任命いたしたいので、

この案を提出するものであります。 

般若氏は人格、識見供に教育委員会委員に適任であると思われますので、よろしく

ご審議をいただきますよう、お願い申し上げます。 

○議長（山川 豊君） 議案第３７号につきましては、質疑、討論を省略し、ただちに

採決に入りたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第３７号、あわら市教育委員会委員の任命について採決いたします。 

○議長（山川 豊君） 議案第３７号、あわら市教育委員会委員の任命について、これ

に同意することに賛成の方の起立願を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第３７号、あわら市教育委員会委員の任命について、これに同意

することに決定いたしました。 

 

 

◎議案第３８号、議案第３９号の上程、提案理由説明 

○議長（山川 豊君） お諮りします。 
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審議の都合上、日程第３７、議案第３８号、人権擁護委員の候補者の推薦について、

日程第３８、議案第３９号、人権擁護委員の候補者の推薦について、以上、議案２件

を一括議題とし、市長から提案理由の説明を求めたいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第３８号、議案第３９号の２議案を一括議題とし、市長から提案理由

の説明を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君 

○市長（松木幹夫君） ただ今上程されました、議案第３８号及び議案第３９号、人権

擁護委員の候補者の推薦についての提案理由の説明を申し上げます。 

本案につきましては教育委員会委員を任命することについて、議会の同意をお願い

するものであります。 

これら２議案につきましては、人権擁護委員の候補者の推薦することについて、議

会の意見を求めるものであります。 

議案第３８号につきましては、現人権擁護委員の古畑昭正氏が、本年６月３０日で

任期満了となるため、同氏を再度、委員候補者に推薦いたしたいので、この案をを提

出するものであります。 

議案第３９号につきましては、現人権擁護委員の小泉雅子氏が、本年６月３０日で

任期満了となるため、その後任として、あわら市春宮三丁目１１番１０号、香月篤子

氏を委員候補者に推薦いたしたいので、この案をを提出するものであります。 

両氏は人格、識見供に人権擁護委員に適任であると思われますので、よろしくご審

議をいただきますよう、お願い申し上げます。 

○議長（山川 豊君） お諮りします。 

本件はただ今提案のとおり、それぞれ｢異議はない｣旨の意見を付したいと思います

が、これにご異議ありませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第３８号、人権擁護委員の候補者の推薦について、議案第３９号、人

権擁護委員の候補者の推薦については、｢異議はない｣旨の意見を付すことに決定しま

した。 

 

 

◎議案第４０号から議案４５号の一括上程、提案理由説明、採決 

○議長（山川 豊君） お諮りします。 

審議の都合上、日程第３９、議案第４０号、芦原温泉上水道財産区管理委員の選任

について、日程第４０、議案第４１号、芦原温泉上水道財産区管理委員の選任につい
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て、日程第４１、議案第４２号、芦原温泉上水道財産区管理委員の選任について、日

程第４２、議案第４３号、芦原温泉上水道財産区管理委員の選任について、日程第４

３、議案第４４号、芦原温泉上水道財産区管理委員の選任について、日程第４４、議

案第４５号、芦原温泉上水道財産区管理委員の選任について、以上、議案６件を一括

議題とし、市長から提案理由の説明を求めたいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第４０号から議案第４５号までの６議案を一括議題とし、市長から提

案理由の説明を求めます。 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君 

○市長（松木幹夫君） ただいま上程されました、議案第４０号から議案第４５号まで

の「芦原温泉上水道財産区管理委員の選任について」の提案理由の説明を申し上げま

す。 

これら６議案につきましては、芦原温泉上水道財産区管理委員を選任することにつ

いて、議会の同意をお願いするものであります。 

現財産区管理委員が、本年３月３１日で任期満了となるため、議案第４０号では、

あわら市温泉５丁目２０１番地、北川賀文氏を、議案第４１号では、あわら市温泉５

丁目１４１０番地、立尾章英氏を、議案第４２号では、あわら市温泉３丁目４１１番

地、竹内正文氏を、議案第４３号では、あわら市温泉３丁目６０２番地、伊藤和幸氏

を、議案第４４号では、あわら市二面第３４号３４番地、髙橋啓一氏を、議案第４５

号では、あわら市温泉１丁目３０６番地、大久保眞外志氏を、それぞれ委員に選任い

たしたいので、この案を提出するものであります。 

議案第４１号の立尾章英氏が、現委員の八木眞一郎氏の後任であるほかは、他の５

氏については、再度お願いするものであります。 

６氏は、人格、識見ともに財産区管理委員に適任であると思われますので、よろし

くご審議をいただきますようお願い申し上げます。 

○議長（山川 豊君） ただ今議題となっております、議案第４０号から議案第４５号

までの６議案につきましては、質疑、討論を省略し、直ちに採決に入りたいと思いま

すがご異議ありませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 異議なしと認めます。 

よって、質疑、討論を省略し、直ちに議案第４０号から議案第４５号までの６議案

を採決いたします。 

○議長（山川 豊君） 議案第４０号、芦原温泉上水道財産区管理委員の選任について、

同意することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 
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○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第４０号、芦原温泉上水道財産区管理委員の選任については、こ

れに同意することに決定いたしました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 次に、議案第４１号、芦原温泉上水道財産区管理委員の選任に

ついて、同意することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第４１号、芦原温泉上水道財産区管理委員の選任については、こ

れに同意することに決定いたしました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 次に、議案第４２号、芦原温泉上水道財産区管理委員の選任に

ついて、同意することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第４２号、芦原温泉上水道財産区管理委員の選任については、こ

れに同意することに決定いたしました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 次に、議案第４３号、芦原温泉上水道財産区管理委員の選任に

ついて、同意することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第４３号、芦原温泉上水道財産区管理委員の選任については、こ

れに同意することに決定いたしました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 次に、議案第４４号、芦原温泉上水道財産区管理委員の選任に

ついて、同意することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第４４号、芦原温泉上水道財産区管理委員の選任については、こ

れに同意することに決定いたしました。 

 

 

○議長（山川 豊君） 次に、議案第４５号、芦原温泉上水道財産区管理委員の選任に
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ついて、同意することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（山川 豊君） 起立全員です。 

したがって、議案第４５号、芦原温泉上水道財産区管理委員の選任については、こ

れに同意することに決定いたしました。 

 

 

◎議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 

○議長（山川 豊君） 日程第４５、議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件を議

題とします。 

議会運営委員長から、会議規則第１０４条の規定により、お手元に配布のとおり、

閉会中の継続審査の申し出があります。 

○議長（山川 豊君） お諮りします。 

議会運営委員長より申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに、ご異議あり

ませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 異議なしと認めます。 

したがって、議会運営委員長申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定

しました。 

 

 

◎常任委員会の閉会中の特定事件調査の件 

○議長（山川 豊君） 日程第４６、常任委員会の閉会中の特定事件調査の件を議題と

します。 

教育厚生常任委員長から、会議規則第１０４条の規定により、お手元に配布しまし

た特定事件の調査事項について、閉会中の継続審査の申し出があります。 

○議長（山川 豊君） お諮りします。 

教育厚生常任委員長、申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご異議あり

ませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（山川 豊君） 異議なしと認めます。 

教育厚生常任委員長、申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定いたし

ました。 

 

 

◎閉議の宣言 

○議長（山川 豊君） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

これにて、会議を閉じます。 
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◎議長閉会挨拶 

○議長（山川 豊君） ３月７日開会以来、今日２２日まで１６日間、第１４回あわら

市議会の審議をしたわけでございますけれども、期間中、閉会中にはすべての委員会

で、時間延長しながら十分な検討をしていただいたと思っております。非常にご苦労

さんでございました。 

しかし、ただ今色々な案件のなかでもありましたとおり、今からの市の建設、ある

いはまちづくり、このことについては大変困難をきたすと思います。これにつきまし

ては、やはり議員自らが力を合わせて、一体となってやっていかなければまちの建設

にはならないと思います。 

これにつきましては、私も兼ねがね申し上げておりますけれども、議会と職員と理

事者と一体となって、市民のためにあわら市が将来、１０年、２０年、３０年先がバ

ラ色になるように、今からが大事な時であろうと思います。 

それにつきまして、今から閉会中になりますけれども、これらにつきましても、議

員自らが色々な面で勉強しながら、学習しながらやっていただきたいと、このように

思いますし、ただ今上程されました議員報酬条例の改正につきましても、やはりこれ

らも可決いただきましたが、やはり報酬審議会の答申を真摯に受けながら、私ども議

員自らが研鑚を深め、そしてやはり色々な面で検討しながら自己研鑽に勤めなければ

ならないと、そして力いっぱい体の続く限り、議席のある限り、まち造りのために頑

張っていただきたい。 

これはやはり色々巷でも言われておりますけれども、まだまだ私どもも勉強してい

かねければならない、これらについて自らよろしく研鑚のほどをお願いしたいし、こ

れについての今の報酬審議会に対する私どものお返しでもないかなと。それと市民に

対しての恥ずかしくない議員活動をやっていただきたい、これらを皆さんにお願いし

ながら、今後はやはり、まだまだ学習をしていただかなければならないと思いますの

で、各自が、あるいはグループが色々な面で研鑚を深めていただきたいなと、このよ

うに思いますのでよろしくお願いをいたしまして、素晴らしい議会になりますことを

念願をし、今後の皆様方の閉会中の議員活動を期待するものであります。 

よろしくお願いをいたしまして、閉会のあいさつとさせていただきます。 

どうもご苦労様でございました。 

 

 

◎市長閉会挨拶 

○市長（松木幹夫君） 議長、市長。 

○議長（山川 豊君） 市長、松木幹夫君。 

○市長（松木幹夫君） 閉会にあたりまして一言御礼申し上げます。 

議員の皆様方には、この３月定例会、１６日間という大変長時間に渡りまして、ご
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審議をいただきまして、１８年の当初予算、膨大な量の中を、ご審議賜りまして誠に

ありがとうございます。 

上程しました全議案につきまして、可決決定をしていただきまして、大変ありがた

く思っているところでございます。 

１８年、まあ色々と大変問題を抱えておりまして、これからの執行にあたりまして

は、効果的、効率的な執行にあたってまいりたいと思います。 

よろしくお願いを申し上げまして、一言お礼のごあいさつとさせていただきます。 

ありがとうございました。 

 

 

◎閉会の宣告 

○議長（山川 豊君） これをもって、第１４回、あわら市議会定例会を閉会します。 

（午後 5時 15 分） 
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